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ごあいさつ

　未だコロナ感染症の収束には至りませんが、with コロナの生活も定着し、社会活動も徐々に活気を取

り戻してきおります。昨年は「復帰 50 年」という沖縄にとって大きな節目の年でした。国、県主催の「沖

縄復帰 50 周年記念式典」の開催があり、関連する展覧会も多く催されました。県内外の多くの方々に改

めて「沖縄の復帰」について、振り返り、考えてもらう機会になったのではないかと思います。

　さて、博物館は様々な資料を分かりやすく展示し、多くの人々に見ていただくことを大きな使命として

いますが、同時に地域や様々な団体との「対話と連携の博物館づくり」が求められています。そのような

中、当館の教育普及活動は、二つの事業を柱として推進してきました。

　一つ目は、平成 29 年 (2017 年 ) 度から継続して実施している「学校連携事業」です。新型コロナウイ

ルス感染症の影響が続く中で、各学校のニーズに対応した団体支援体制を推進し、学校団体受入の充実を

図りました。また ｢出前授業等」においても、学芸員と教師が連携した授業を小学校、中学校、高等学校、

盲学校、特別支援学校において実施することができ、『博物館における新型コロナウイルス感染症拡大予

防ガイドライン』に基づく感染症対策を徹底して行いながら、充実した学習プログラムを提供することが

できました。

　二つ目は、３年ぶりに実施した博物館が企画運営するボランティアの募集・養成事業です。現在は、総

勢 54 名のボランティアが登録されています。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、柔軟な方法で博物館ボランティア活動を継続し、学校団

体の支援等を行うことができました。

　また文化講座及び展覧会関連講座は、｢ 復帰 50 年　失われた資料の発掘のあゆみ ｣ を皮切りに全 12 回

実施しました。その他にも、学芸員講座や常設展展示解説会とバックヤードツアーをそれぞれ実施し、ど

の講座も大変ご好評いただきました。さらに、｢楽しく学べる４日間！　夏休み！こどもフェスタ 2022　

親子バスツアー ｣ も開催し、沖縄の本土復帰から 50 年を迎えた今、親子やご家族で、沖縄県の近現代史

や自然、生活に関わる各所をめぐり、復帰について学びました。

　令和４年度の博物館教育普及事業の実施にあたり、ご講演、ご指導いただきました講師の方々をはじめ、

ご協力いただきました博物館ボランティアの皆様、ならびに関係者各位に厚くお礼を申し上げます。

令和５年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県立博物館・美術館

館長　田名　真之　　
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Ⅰ 博物館活動について 

 

１ はじめに 

 

博物館は、資料収集・保存管理、調査、展示、教育普及の四つを活動の車輪としている。それら車

輪を機能させるために下記（１）～（４）に基づいて活動を構築している。 

 

（１）琉球王国時代の文化(王朝文化)を体系化し、現在につなげる視点からの活動。 

（２）人類学をはじめ、沖縄の特性を生かし、沖縄の優位性を発信する調査研究活動。 

（３）沖縄の自然、歴史、文化の独自性を発信する活動。 

（４）博物館が動き、観覧者が動く博物館活動の展開。 

 

２ 博物館活動（四つの車輪) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示は資料を公開することだが、その資料が持っている背景や意味も重要にな

る。学芸員の展示活動は、この資料が持つ意味をできるだけ詳細に分析し、得ら

れた成果を展示等に活かすことである。 

展示の形は、郷土を紹介する基本的な展示の常設展、ある特定のテーマで開催

される特別展・企画展、そして各島々で開催される移動展は、島嶼県である本県

の特徴的な展示活動である。 

博物館が持つ知的財産を一般に提供する手段として普及活動がある。学校等の

教育機関や関連施設と連携協力（ネットワーク化）を推進し、教育的配慮のもと

様々な方法をもって県民共有の財産としていく。また、博物館活動を活性化する

ためには、県民の積極的な参画が必要である。そのため「博物館ボランティア養

成」を行い活動を推進している。 

博物館では、県内の文化講座で草分け的存在である「博物館文化講座」や「学

芸員講座」、「体験学習教室」等を実施。遊びながら学べる「ふれあい体験室」

も普及事業を担っている。 

展示活動 

教育普及

活動 

調査活動 

沖縄に関する資料や関連資料は、本県の海洋性・島嶼性の地理的要因により日

本や中国、東南アジア諸国までその範囲を広げている。そこで本県の豊かな自然

や独自の歴史・文化に関する資料を自然史、考古、歴史、美術工芸、民俗の 5 分

野で探求し、体系的に調査研究し、資料の充実を図る。 

また、各研究機関や大学と共同で調査研究を行い、沖縄が持つ特性や優位性を

発揮できるよう努める。 

博物館資料は、産地、用途、製作年、材質、大きさ等の違いにより、その種類

は多岐に渡っている。これら博物館資料は、材質別・性質別に区分され、適切な

温度・湿度や虫害などの対応ができるような環境で保存・管理され良好な状態で

次世代へ引き継ぐ。また、資料の管理状況が把握できるようなデータベース化を

進めている。 

資料収集 

保存管理 
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３ 博物館の機能 

 

博物館は、様々な資料を収蔵している施設である。資料は収蔵されるだけでなく、できるだけ長く

きれいな状態を維持するために整理・保存していかなければならない。また、調査研究により、いつ・

誰が・どこで・何のために作ったかを解明し、来館者へ紹介する。資料は展示や講座、論文、インター

ネットなど、いろいろな媒体を通して県民の知的財産として蓄積されていく。 

いつでも誰でもが利用できるようにするために、博物館にはいろいろな機能がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館には、自然史・化石・特別（歴史・美工・民俗）・考古陶磁器・民俗・

大型収蔵庫が設置され、それぞれの収蔵庫で、温度や湿度そして害虫などから資料を保護する。 

資料を保存する収蔵庫 

博物館には、総合展示室・部門展示室・屋外展示・ふれあい体験室が配され、

常設の展示を行っており、特別・企画展示室では、期間を限定して沖縄をはじめ、国内外の自然・歴史・

文化に関する展覧会を開催する。 

資料を公開する展示室 

 
総合展示室 

海と島に生きる －豊かさ・美しさ・平和を求めて－ 

自然史部門 
生物が語る沖縄２億年 

美術工芸部門 
琉球の美 

歴史部門 
モノから読む歴史 

考
古
部
門 

沖
縄
考
古
学
の
世
界 

民
俗
部
門 

沖
縄
の
伝
統
と
暮
ら
し 

ふれあい 
体験室 

出入口 

展示室 
見取り図 

博物館は、「沖縄」について知り、そして将来の沖縄像を

考える場所である。郷土学習に利用できる資料が分かりやすく展示されている。また講演や体験を通し

て学習を行う講座室等がある。 

学習する場としての展示室・講座室 

博物館資料に関するあらゆる調査・研究は、学芸員研究

室を中心に行われる。８分野の学芸員が各々または共同で、様々なテーマに取り組む。ここで蓄積され

た研究成果は、研究資料室や情報センターに保管され、展覧会や講演会などで公開される。また、博物

館紀要論文はホームページで公開される。 

資料を研究する学芸員研究室 

博物館の電気、空調施設などを管理するための機械室や、

館を運営している職員が事務を行うための部屋がある。 

博物館施設を管理する諸室 
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４ 博物館の施設 

 

（１）常設展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「常設展示」のメインテーマは、「海と島に生きる －豊かさ、美しさ、平和を求めて－」である。 

沖縄は、立地・環境的に「海洋性」と「島嶼性」という特性を持ち、そこに住む人々は絶えず「豊かさ」と

「平和」を求め続けてきた歴史がある。その風土、自然のなかで育んできた歴史、文化を人類史・自然史の流

れの中に位置づけ、普遍的に海と島に生きていくことをメインテーマとしている。 

その展示構成は、沖縄の歴史を時間で追いながら自由動線で観覧することのできる「総合展示」と、自然

史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの「部門展示」に分かれている。 

＜総合展示＞ 
展示テーマ 

・「ニライカナイの彼方から」 

・「シマの自然とくらし」 

・「海で結ばれた人々」 

・「貝塚のムラから琉球王国へ」 

・「王国の繁栄」 

・「薩摩の琉球支配と王国」 

・「王国の衰亡」 

・「沖縄の近代」 

・「戦後の沖縄」 

・「沖縄の今、そして未来へ」 

 

「総合展示」は、上記の 10 の

テーマで、琉球列島の成り立ち

から現代までの約２億年にわ

たる沖縄の歴史をたどる。中国

や日本の文化を取り入れなが

ら、独特の文化を創造してきた

琉球王国の時代、王国解体後の

近代化する沖縄、現在の沖縄ま

でを紹介する。 

中央に配した「シマの自然と

くらし」のエリアでは、沖縄の

「海洋性」・「島嶼性」を大型地

形模型によって実感すること

ができる。また、情報端末機で

島ごとに異なる表情を持った

自然やくらしなどを調べるこ

とができる。 

＜部門展示＞ 
「部門展示」は、総合展示を取り巻く展示である。自然史・考古・美術

工芸・歴史・民俗の５つの部門展示室では、収蔵資料を活用しながら、各

分野のテーマをより深め、展示替えの頻度を高める展示を目指す。 

 

 

 

民俗部門展示 
民俗部門展示のテーマは「沖縄の伝統とくらし」である。民俗の

宝庫といわれる沖縄の様々な生活シーンの中で創造されてきた民

具や信仰などを通して、戦前から伝わる沖縄の民俗世界を追体験す

ることができる。また、現代に息づく民俗の変容を紹介する。 

歴史部門展示 
「モノから読む歴史」とし、歴史の中で産出された様々な「モノ」

資料を通して、その資料のもつ時代的な意味を解き明かしていく。

年数回展示替えをし、「那覇港」をテーマにした展示では、近世に

制作された屏風絵を軸に、そこで暮らした人々の息づかい、ひいて

は歴史的、文化的意味を紐解く。 

美術工芸部門展示 
「琉球の美」をテーマに、１年に３回展示替えを行い、琉球王国

時代の美術工芸品を紹介する。染織品、やきもの、漆芸品、絵画、

彫刻、書跡などの資料をゆっくり鑑賞することができる。 

考古部門展示 
「沖縄考古学の世界」と題し、沖縄考古学のこれまでの成果と課

題を示しながら、「沖縄考古学」を体系的に学び、古代の人々の生

活を追体験することができる。 

自然史部門展示 
「生物が語る沖縄２億年」をテーマに島の成り立ちや、島々で独

特の進化をとげた生き物の世界を展示する。自然観察コーナーで

は、顕微鏡で化石や昆虫、岩石の破片、植物標本などを見ることが

できる。 
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（２）屋外展示 

 

高倉 

高倉は、穀物を貯蔵する倉庫である。床を上げて風通しを良くし、湿気やネズミの害を防ぐ工

夫がなされている。構造の違いにより、「沖縄式」と「奄美式」に分かれる。この高倉は、昭和初

期に建てられたものを、昭和 51 年（1976）に奄美から移築した。 

民家 

沖縄の伝統的な民家は、高温多湿の気候風土に適した構造をしている。門扉が無く、母屋も雨

戸を全開にして風を通す。また、母屋の正面にあるヒンプン（屏風）は、外部への目隠しとなる。

この建物は、資料としてのみならず、講座や多種イベントの際にも会場の一部として活用されて

おり、開館中は靴を脱いでの内覧も可能となっている。 

湧田窯 
湧田窯は 17 世紀頃の窯跡で、平窯の構造が特徴である。主に、屋根瓦を焼いた窯である。琉球・

沖縄の焼き物の歴史を考える上で貴重な資料である。 

 

 

（３）ふれあい体験室 

博物館常設展示室の手前にある「ふれあい体験室」には、37 種類の体験キットが準備されて

いる。これらは展示と関連しており、展示資料を深く理解できるように工夫されている。キット

は、パズルのように組み立てるものなど、操作することによって、より理解が深まる仕組みと

なっており、体験することで五感を通して沖縄の「自然のしくみ」や「先人の知恵」にふれるこ

とができる。 

                    （詳細については「Ⅸ ふれあい体験室」を参照） 

（４）情報センター 

情報センターは博物館・美術館の共用施設として、閲覧・検索用の座席を 38 席設けた情報提

供のための部屋である。博物館の収蔵資料の検索や、DVD やビデオの視聴ができる。また、沖

縄の自然、歴史、文化、美術等に関する専門図書、地方出版図書も配架され、来館者の調べ学習

に対応できる。 

 

（５）講堂・講座室等 

 

講 堂 
講演会、シンポジウム、映画上演などを行うことができる。 

212 名(車いす２名含む)の収容が可能。 

講座室 
100 名規模の講演会や会議などを開催できる。 

机と椅子を撤去すると、小学生 150 名程度の収容が可能。 

実習室 
体験学習や実技講習会などを開催できる。 

40 名程度の収容が可能。 

 

 

（６）救護室 

来館中における、軽度の気分不良の際には、休憩をとることが可能である。（ベッド数１台） 
 

（７）駐車場 

一般車両 158 台（身障者用４台含む）、バス 10 台が駐車可能である。特別支援学校などの大型

車両を横付けできるように、庇付きの玄関を用意している。また、盲導犬のトイレを駐車場側と

公園側に整備している。 
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（８）コインロッカー 

使用後に 100 円が返金される、無料のコインロッカーを 204 個準備している。大きな荷物を

持参する際は、他の観覧者に迷惑にならないよう、手荷物を預けてからの入館となる。 

 

（９）バリアフリー 

博物館・美術館は、不特定多数の人々が利用するため、誰でも安全に利用しやすい施設にする

必要があることから、以下のような整備を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）環境への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■観覧者が利用するトイレには、車イス使用者や乳児連れ、オストメイトに対応した機能を設けている。 

■講堂や講座室に磁気誘導ループを設置して難聴者をサポートしている。 

■館入口に音声誘導装置を設置して視覚障害者をサポートしている。 

■車イスや使用者駐車スペースには、雨天時の乗降に考慮して雨よけを設置している。 

■道路や公園からの主な敷地通路に誘導ブロックを設け、総合案内まで連続して敷設している。 

■高齢者や体の弱い人がゆっくり観賞できるように、展示室内に休憩室や椅子を準備している。 

■案内表示は日本語と英語の２ヶ国語表示としている。 

■太陽光発電システムの導入 

環境負担の低減と電気量の節約を図るため、10kw 程度の太陽光発電装置を設置している。 

■雨水及び再生水の有効利用 

地下に雨水タンクを設けて、トイレ洗浄水や灌水に利用している。 

■夜間電力を利用した氷蓄熱方式空調設備の導入 

夜間の安価な電力で作った氷を館内の冷房に利用することにより割高な昼間電力の増加を抑えている。 

■総合的有害生物管理（IPM：Integrated Pest Management）施設 

博物館・美術館では、有害生物（虫・菌等）から文化財を保護するために IPM を行っている。IPM は、施設

を取り巻く環境状況や有害生物の繁殖などの動きを考慮して、生物的防除、科学的・物理的防除を組み合わ

せることで、虫菌害を抑える管理方法である。 

博物館の利用に際して、館内への飲み物、食べ物の持ち込みを禁止している。遠足等の行事の際にも、荷物

を車で管理する等の配慮、ご協力をお願いしている。 
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――補足―― 
 

1 目 的 

沖縄県立博物館・美術館を利用するにあたり、国の｢基本的対処方針に基づくイベントの開催制  

限、施設の使用制限等に係る留意事項等について｣及び、沖縄県の｢沖縄県新型コロナウイルス感染

症対策の対処方針｣に基づき感染リスクを最小限にするとともに、すべての施設利用者に安心・安

全に利用頂くことを目的とする。 

 

2 各施設における収容人数の制限 

  各施設における参加可能人数は下表の通りとする。  

※感染状況の悪化等により、現時点より異なる内容になる場合がある。 

 

施設名 通常 令和４年度 

講堂 210 名 210 名 

博物館講座室 100 名 100 名 

博物館実習室 30 名 30 名 

ふれあい体験室 制限なし 15 名 

常設展示室 制限なし 400 名 

博物館企画・特別展示室  企画 60 名／特別 40 名 

※令和４年 11 月９日から当面の間 

 

５ 令和４年度博物館教育普及活動について 

 

博物館の教育普及活動は、大きく２つの事業に分けることができる。１つ目は、学校の計画する授

業・行事等で博物館を活用する際に支援する「学校連携事業」である。２つ目は、博物館が企画運営

する「文化講座」等の各種講座、「常設展展示解説」等の各種解説会、「体験学習教室」、「ボランティ

ア養成」等の事業である。しかし、コロナ禍が続く現状において、昨年度に引き続き『博物館におけ

る新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライン』に基づく感染症対策を徹底して行いながら、感

染防止と教育普及活動を両立させた。 

 

（１）学校連携事業  

学校連携事業では、各学校の計画による団体観覧の支援で、教育課程の一環として博物館を利

用する際に、館として支援することのできる学習内容の調整を行った。学校の規模や授業の進

度、生徒の実態等含めた学校からの要望と博物館の施設・職員・ボランティアの支援体制を考慮

して、学校と博物館が連携していく学習プログラムを作成した。また、新型コロナウイルス感染

拡大が続く現状において、引き続き、最大限の感染症対策を講じ、学校連携事業に取り組んだ。 

〈今年度の取り組み〉 

令和３年度（2021）から実施している「学校連携事業」において、民具体験、出前授業、来館

学習などの館内学習プログラムの充実を図るほか、離島地域における出前授業を推進した。また

リーフレットを作成した。※事業は令和６年度（2024）まで 

 

（２）文化講座 

文化講座では、博物館の展示内容と関連する各分野（自然史・考古・歴史・美術工芸・民俗）

の講演、シンポジウムを行った。県民各層が楽しく有意義に学べる講座を実施した。一部の文化

講座はリモートで実施した。 
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（３）学芸員講座 

学芸員講座では、博物館の学芸員が、研究成果や収蔵品の紹介等の講演・展示解説・フィール

ドツアーなどを通して、県民各層が楽しく有意義に学べる講座を実施した。各分野の学芸員の充

実した講話は、博物館をより身近に捉え、観覧者の層を拡大する大切な役割を担った。 

 

（４）展示解説会 

展示解説会では、学芸員が博物館の展示資料などについて、学芸員の広い視点からわかり易く

解説した。当館における展示資料がどのようなねらいのもと、それぞれの展示室に設置されてい

るかを理解し、参加者が総合博物館ならではの資料のつながりを知る機会とした。人数制限を行

い実施した。 

 

（５）体験学習教室 

体験学習教室は沖縄の自然や歴史、文化に関わる体験的な活動を通して、郷土について関心を

持ち、先人の知恵などを学ぶ機会である。博物館の各分野（自然史・考古・歴史・美術工芸・民

俗）の展示や企画展等に関連した内容を実施し、総合博物館としての豊かな学びの場を提供し

た。募集人数を少なく設定し実施した。 

 

（６）バックヤードツアー 

博物館に備えられている、調査・研究・保存の各機能を担う諸室の見学を実施した。普段は、

入ることのできない収蔵庫やトラックヤードなどの機能を理解し、博物館についてより知って

もらう機会とした。人数制限を行い実施した。 

 
（７）夏休み！こどもフェスタ 2022 親子バスツアー 

復帰後 50 年を迎えた今、「親子で知ろう！むかしのおきなわとこれからのおきなわ 親子バ

スツアー」として、沖縄県の近現代史や自然、生活に関わる各所をめぐり、学芸員が、親子を対

象に沖縄の自然・歴史・文化と復帰について考え、郷土への興味・関心を高める場を提供した。 

 
（８）ボランティア養成講座 

博物館では、県民の自己啓発や学習発表の場の提供を行うと共に、博物館支援活動を目的とし

た「博物館ボランティア」を導入しており、主に館内催事・学校連携事業全般における来館者

サービスをサポートする人員として、また当施設のふれあい体験室での来館者サービスをサ

ポートする人員として活動している。現在総勢 54 名（休止を除く継続活動申請者）の博物館ボ

ランティアが登録している。また、資料整理ボランティアは 27 名が登録している。 

令和４年度、新型コロナウイルス感染拡大のために募集を中止していた第９期の新規ボラン

ティアを３年ぶりに募集し、養成講座を行い５名の博物館ボランティアが登録した。 

 
（９）その他 

①移動展 
普段、当館に足を運ぶことができない離島や遠隔地の方々に、収蔵品を持ち運び展示すること

によって、沖縄県の自然、歴史、文化の広域普及を図り、博物館資料や美術作品を観賞する機会

と各種ワークショップを提供した。今年度は、渡嘉敷島で開催した。一部の催事においてはリ

モート配信を行い実施した。 
 

  ②教育普及資料貸出 

   今年度は、教育機関８件に貸し出した。 
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Ⅱ 学校連携 
 
１ 学校団体受入要項 

（博物館施設の学校団体見学・体験学習・校内研修等の利用について） 
 
（１）ねらい 

①博物館への学校団体をはじめとする入館者の増加を図る。 
②博物館における団体受入を計画的に準備し、運営を行う。 
③博物館を利用する学校団体に、博物館来館を年間計画の中に位置づけてもらうことにより、計 

画的な学習支援を行う。 
 
（２）博物館施設利用の申請から実施までの流れ【県内（小・中・高・特支）学校向け】 

       

【児童・生徒向け】申請から実施までの流れなど 

 

①館内の自由見学（見学サポート有り）： 申請（様式２）→ 相談・打合せ等 → 実施 

  ※博物館は少人数グループ(20 名以下)対象 

 

②館内の自由見学（見学サポート無し）： 申請（様式２）→ 来館 

 

③民具体験（ボランティアサポート有り）： 申請（様式４-①）→ 下見・打合せ → 実施 

    ※15 校程度受入予定（申請期限６月 15 日、申請多数の場合、抽選後に結果連絡） 

                     受入可能期日については別添資料をご参照ください。 

                                     

④民具体験（ボランティアサポート無し）： 申請（様式４-②）→ 下見・打合せ → 実施 

 

⑤夏季課題学習（主に高校） 

 

⑥キャリア教育プログラム（職場見学、職場体験、インターンシップなど） 

 

⑦出前授業、教育普及資料（民具、体験キット、アートカード等）の貸出 など 

 

【学校職員向け】 

 

⑧校内研修、自主研修、中堅研等教職員研修 

 

⑨教員向け講座（８月第１週に開催予定、内容調整中、後日案内文書発送。） 

 

⑩ボランティアによる展示室解説ガイド 

 

 ◎申込み及び詳細については、以下の連絡先にお問い合わせください。 

 ◎その他のご要望についてもご相談に応じます。 

 
 
 
 
 
 

 

 

①～④：情報センター TEL：098-941-1187 FAX：098-941-3530 

           ※申請書様式は当館 HP よりダウンロード URL:https://okimu.jp 

⑤、⑥：(一財)沖縄美ら島財団 教育普及担当 TEL：098-941-8200 FAX：098-941-2392 

⑦～⑩：沖縄県立博物館・美術館 博物館班  TEL：098-851-5401 FAX：098-941-3650 

                美術館班  TEL：098-851-5402 FAX：098-941-3730 
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２ 「民具体験学習」の概要  
 

令和４年度の民具体験学習プログラムの詳細 

 
【民具体験学習プログラム１】 ボランティアサポートあり  

小学３年生社会科、及び総合的な学習の時間等で、博物館ボランティアのサポートを受けて｢民具

体験学習（昔の生活とくらし）｣を行い、民具の着衣体験や展示室解説などを行う。しかし、新型コ

ロナウイルス感染拡大が続く現状において、民具体験学習等で不特定多数の児童が民具に触れること

ができなくなったため、学習活動の一部変更を行い、通常は博物館ボランティアサポートのもと行う

民具体験学習を、博物館の職員及び指定管理者で民具解説・実演を実施した。また、教職員の下見は

複数校まとめて実施を予定していたが、感染症対応として学校ごとに来館してもらい、時間を短縮し

て打合せを行った。 
  

【民具体験学習プログラム２】 教師主導による授業活用 

展示解説マニュアルを活用して、博物館常設展示室における展示資料、民具体験学習における授業

の指導作成・進行についての指導等を事前に行い、教職員の授業における活用を支援する取り組みを

推進した。しかし、新型コロナウイルス感染症防止対策として民具体験学習等で不特定多数の児童が

民具に触れることができなくなったため、学習活動の一部変更を行い、教職員による民具解説・実演

を行った。また、通常は博物館ボランティアサポートのもと、複数校まとめて行う事前打ち合わせに

ついても、博物館職員による講習会を学校ごとに実施した。 

 

 

 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、学校側と調整を図りながら柔軟に対応した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通常 今年度 備考 
募集期間 ４月～５月 

書類発送：４月上旬 
４月～６月 
書類発送：３月中旬 

 

実施日決定 
 

５月下旬 ６月中旬～7 月下旬  

教職員下見 夏休み期間 
（７月～８月） 
学校ごとに教員が来館 

夏休み期間 
（７月～８月） 
学校ごとに教員が来館 

小学校夏季休暇に合わせ、

各校個別に下見を実施。 
 
 

学習プログラム

調整 
８月 
下見で来館時・対面 

８月～１月 
下見で来館時・対面 
●FAX 対応 

 

実施時期 
 

11 月～２月 ９月～２月  

実施内容 ●児童による民具体験 
●ボランティアによる

解説・ガイド 

●当館職員による民具

実演・解説 
●教員によるガイド 

●11 月～２月ボランティア

サポート休止 

- 9 -



 

■３クラスの組み合わせ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■４クラスの組み合わせ例 
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３ 「民具体験学習」の実施状況  

項目 期日 実施校 

民具体験学習プログラム１ 

（職員・指定管理者による 

実演・解説実施） 

全７校 

９月 15 日（木） 豊見城市立ゆたか小学校 

11 月 16 日（水） 豊見城市立座安小学校 

12 月２日（金） 那覇市立天久小学校 

12 月 13 日（火） 那覇市立若狭小学校 

１月 20 日（金） 那覇市立松島小学校 

１月 25 日（水） 浦添市立港川小学校 

２月１日（水） 那覇市立小禄南小学校 

民具体験学習プログラム２ 

（教師主導による授業活用） 

 

全 17 校 

10 月５日（水） 糸満市立高嶺小学校 

10 月 28 日（金） 那覇市立古蔵小学校 

10 月 28 日（金） 南風原町立北丘小学校 

11 月２日（水） 糸満市立喜屋武小学校 

11 月 17 日（木） 糸満市立米須小学校 

11 月 22 日（火） 那覇市立天妃小学校 

11 月 29 日（火） 豊見城市立とよみ小学校 

12 月 15 日（木） 沖縄県立沖縄ろう学校 

12 月 16 日（金） 那覇市立大名小学校 

１月 18 日（水） 那覇市立城岳小学校 

１月 19 日（木） 那覇市立開南小学校 

１月 24 日（火） 那覇市立宇栄原小学校 

１月 26 日（木） 浦添市立仲西小学校 

１月 31 日（火） 那覇市立那覇小学校 

２月２日（木） 那覇市立安謝小学校 

２月９日（木） 那覇市立銘苅小学校 

３月７日（火） 那覇市立垣花小学校 

 合計 2244 校校  
＊2023 年３月現在 

 

【民具体験学習プログラム１】  職員・指定管理者による実演・解説の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

001.jpg 事前打合 
 

学校ごとに 
事前打合わせを

行っている様子 
 

002.jpg ゆたか小 
 

ゆたか小学校 
洗濯の道具解説・

実演の様子 
 

座安小学校 
着衣の解説・実演

の様子 

003.jpg 座安小 
 

天久小学校 
運搬の解説・実演

の様子 
 
 

004.jpg 天久小 
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【民具体験学習プログラム２】 教師主導による授業活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

大名小学校 

教職員による自主 

民具体験学習・解 

説・実演の様子 

 

学校ごとに事前

打合わせを行っ

ている様子 
 

007.jpg 事前打合 
 

高嶺小学校 
教職員による自主 
民具体験学習・運搬

の道具解説・実演の

様子 

008.jpg 高嶺小 
 

古蔵小学校 
教職員による自主

民具体験学習・着

衣解説・実演の様

子 
 

009.jpg 古蔵小 
 

北丘小学校 
教職員による自主

民具体験学習・常

設展示室解説の様

子 
 

010.jpg 北丘小 
 

喜屋武小学校 
教職員による自主

民具体験学習・解

説・実演の様子 
 
 

011.jpg 喜屋武小 
 

012. 米須小 
 

米須小学校 
教職員による自主

民具体験学習・解

説・実演の様子 
 

006.jpg 松島小 
 

松島小学校 
民具の解説・実

演の様子 
 
 

005.jpg 若狭小 
 

若狭小学校 
洗 濯 の 道 具 解

説・実演の様子 
 
 

013.jpg 天妃小 
 

天妃小学校 
教職員による自主

民具体験学習・解

説・実演の様子 
 

014.jpg とよみ小 
 

とよみ小学校 
教職員による自主

民具体験学習・解

説・実演の様子 
 

016.jpg 大名小 
 

015.jpg ろう学校 
 

沖縄ろう学校 
教職員による自主

民具体験学習・解

説・実演の様子 
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４ 「来館学習プログラム」の概要 

令和４年度の来館学習プログラムの詳細 

 

本取組については教育課程の一環として、博物館を学校側が利用する際に、館として支援すること

のできる学習内容の調整を行った。コロナ禍が続く現状において、生徒の実態等を含めた学校からの

要望と博物館の施設、職員、博物館学芸員の支援体制を考慮して館内で行う来館学習プログラム等を

実施した。今年度は多様な来館学習の要望があったため、その他団体について※で表記し掲載した。 

※来館学習プログラム（学校連携事業、令和６年度（2024）まで） 

 

 

５ 「来館学習プログラム」の実施状況 

 

（１）オキナワインターナショナルスクール「学校団体見学」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による展示解説授業  

目的：児童を対象に、博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞を通して、文明と現代社会が

どう繋がり、私たちの暮らしに影響しているのか見聞を深める。（総合学習・社会・理科） 

②日時：令和４年４月 26 日（火）（対象学年：４学年 16 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校法人カトリック学園海星小学校「学校団体見学」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による展示解説授業  

目的：児童を対象に、沖縄県立博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞を通して、児童の見

聞を深める。（修学旅行） 

②日時：令和４年６月３日（金）（対象学年：６学年 15 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オキナワイン

ターナショナ

ルスクール 
常設展示室で

解説を受けて

いる様子（人類

分野） 

017.jpg ｵｷﾅﾜｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 
 

オキナワイン

ターナショナ

ルスクール 
常設展示室で

解説を受けて

いる様子（歴史

分野） 

018.jpg ｵｷﾅﾜｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 
 

海星小学校 
常設展示室で

解説を受けて

いる様子（地学

分野） 
 
 

019.jpg 海星小 
 

海星小学校 
常設展示室で

解説を受けて

いる様子（歴史

分野） 

020.jpg 海星小 
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（３）沖縄国際大学「ミニフィールドワーク」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による展示解説授業 

目的：学生を対象に、沖縄県立博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞を通して、生徒の見

聞を深める。  

②日時：令和４年６月 11 日（土）(対象学年：１～４年次 計 21 名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）沖縄県立沖縄高等特別支援学校「学校団体見学」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による展示解説授業（生物） 

目的：沖縄県立博物館・美術館に展示された作品を観覧し見識を深め今後の学校生活に寄与 

する事を目的とする。  

②日時：令和４年７月 14 日（木）（対象学年：３年生 38 名 引率 12 名 計 50 名） 

 

            . 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）那覇市立松島中学校校内研修「博物館・美術館巡り」に係る「博物館・美術館展示解説」 

①内容：博物館・美術館の歴史・業務概要 (博物館・常設展示室見学、美術館・企画展見学) 

目的：教職員を対象に、沖縄県立博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞や学芸員の講座等

を通して、教員の知見を深め、教育現場における授業力向上を目的とする。  

②日時：令和４年７月 27 日（水）（対象教諭：30 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄国際大学 
三線について

学習している

様子（歴史分

野） 

021.jpg 沖縄国際大学 
 

沖縄国際大学 
三線について

学習している

様子（美術工芸

分野） 
 

022.jpg 沖縄国際大学 
 

025.jpg 校内研修 
 

松島中学校 美術館の歴史・業

務について学ぶ様子 

026.jpg 校内研修 
 

復帰 50 年特別展について学ぶ

様子 

027.jpg 校内研修 
 

023.jpg 沖縄高等支援学校 
 

沖縄高等特別

支援学校 
展示を観覧し

ながら学習し

ている様子（生

物分野） 
 

024.jpg 沖縄高等支援学校 
 

沖縄高等特別

支援学校 
展示を観覧し

ながら学習し

ている様子（民

俗分野） 
 

博物館教育普及・業務について学

ぶ様子 
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（３）沖縄国際大学「ミニフィールドワーク」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による展示解説授業 

目的：学生を対象に、沖縄県立博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞を通して、生徒の見

聞を深める。  

②日時：令和４年６月 11 日（土）(対象学年：１～４年次 計 21 名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）沖縄県立沖縄高等特別支援学校「学校団体見学」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による展示解説授業（生物） 

目的：沖縄県立博物館・美術館に展示された作品を観覧し見識を深め今後の学校生活に寄与 

する事を目的とする。  

②日時：令和４年７月 14 日（木）（対象学年：３年生 38 名 引率 12 名 計 50 名） 

 

            . 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）那覇市立松島中学校校内研修「博物館・美術館巡り」に係る「博物館・美術館展示解説」 

①内容：博物館・美術館の歴史・業務概要 (博物館・常設展示室見学、美術館・企画展見学) 

目的：教職員を対象に、沖縄県立博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞や学芸員の講座等

を通して、教員の知見を深め、教育現場における授業力向上を目的とする。  

②日時：令和４年７月 27 日（水）（対象教諭：30 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄国際大学 
三線について

学習している

様子（歴史分

野） 

021.jpg 沖縄国際大学 
 

沖縄国際大学 
三線について

学習している

様子（美術工芸

分野） 
 

022.jpg 沖縄国際大学 
 

025.jpg 校内研修 
 

松島中学校 美術館の歴史・業

務について学ぶ様子 

026.jpg 校内研修 
 

復帰 50 年特別展について学ぶ

様子 

027.jpg 校内研修 
 

023.jpg 沖縄高等支援学校 
 

沖縄高等特別

支援学校 
展示を観覧し

ながら学習し

ている様子（生

物分野） 
 

024.jpg 沖縄高等支援学校 
 

沖縄高等特別

支援学校 
展示を観覧し

ながら学習し

ている様子（民

俗分野） 
 

博物館教育普及・業務について学

ぶ様子 

（６）「ウチナージュニアスタディー事業」に係る「社会学習・歴史学習｣ 

①内容：復帰 50 年について学芸員講話とディスカッション＆展示解説 

  目的：世界の沖縄県系人子弟と沖縄県内の同世代の学生が生活を共にしながら沖縄の歴史や文

化、自然等を学ぶことで、強い絆を構築するとともに、県系人子弟についてはルーツで

ある沖縄への理解を深め、県内学生については国際的な視野を広げることで「ウチナー

ネットワーク」を担う次世代を育成することを目的とする。  

②日時：令和４年８月３日（水）（対象学年：県内外中高校生 20 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）「おきなわ県民カレッジ広域学習サービス講座」に係る「見学サポート」※ 

①内容：学芸員によるバックヤードツアー（人類・美術工芸・美術館教育普及）          

  目的：県民に生涯にわたり心身ともに健康で充実した生きがいのある生活を送るための学びの

場を提供し、そこで学んだ成果を生活に活用することを目的とする。  

②日時：令和４年８月９日（火）（参加人数：親子 24 名） 

③主催：教育庁那覇教育事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（８）札幌大学「ウレシパクラブ文化財から見る沖縄県の歴史と文化」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による常設展示解説講座（歴史） 

目的：学生を対象に、沖縄県立博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞を通して見聞を 

深める。 

1 琉球王国時代   2 王国時代の遺産―戦前の文化財指定 

3 沖縄戦と戦後復興 4 戦後琉球・沖縄文化の評価史          

 ②日時：令和４年９月９日（金）（対象学年：大学生 11 名） 

 

 

 

 

 

 

 

  
札幌大学 常設展示室を見学している様子（歴史） 

復帰 50 年特別展を見学しなが

ら解説を受けている様子 
学生たちのディスカッションの

様子 
歴史担当学芸員による講話の様子 

028.jpg ウチナージュニア

スタディー 
 

029jpg ウチナージュニア

スタディー 
 

030.jpg ウチナージュニ

アスタディー 
 

034.jpg 札幌大学 
 

035jpg 札幌大学 
 

036.jpg 札幌大学 
 

031.jpg 県民カレッジ 
 

032jpg 民カレッジ 
 

033.jpg 民カレッジ 
 

バックヤードツアー見学の様子 
（人類） 

バックヤードツアー見学の様子 
（美術工芸） 

参加者による記念撮影 
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（９）沖縄三育中学校「総合的な学習の時間」に係る「博物館展示解説」 

①内容：学芸員による常設展示解説（民俗・考古・生物） 

  目的：生徒を対象に、沖縄県立博物館・美術館に展示された作品を観覧し、民俗・考古・生物

の常設展示解説を受講し見識を深め今後の学校生活に寄与することを目的とする。 

②日時：令和４年９月 11 日（日）（対象学年：１～３年生 17 名） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
（１０）沖縄県教職員共済会退職互助部「研修」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による復帰 50 年特別展・展示解説（歴史） 

  目的：沖縄県立博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞と「復帰 50 年特別展 沖縄、 

     復帰後。展」の見学を通して見聞を深める。 

②日時：令和４年９月 16 日（金）（対象：沖縄県教職員共済会退職互助部 15 名） 

 

 

（１１）「歴史・文化講座（県立博物館見学）」に係る「見学サポート」※ 

①内容：学芸員による歴史・文化講座と常設展示解説 

1  琉球・沖縄の歴史と文化 

2  博物館の歴史・業務概要 

3  博物館の常設展示物について  

  目的：沖縄の歴史・文化に対する理解を深め、幅広い教養を培うとともに、深い郷土愛のある 

職員の育成に資する 

②日時：令和４年 11 月４日（金）（対象：県職員 30 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三育中学校 
民俗分野の解説を受けながら 
見学している様子 

037.jpg 三育中学校 
 

038jpg 三育中学校 
 

三育中学校 
考古分野の解説を受けながら 
見学している様子 

039.jpg 三育中学校 
 

三育中学校 
生物分野の解説を受けながら

見学している様子 

「琉球・沖縄の歴史と文化」 
 館長講座の様子 

040.jpg 歴史・文化講座 
 

041jpg 歴史・文化講座 
 

常設展示室を見学している様子

（歴史） 

042.jpg 歴史・文化講座 
 

常設展示室を見学している 
様子（美術工芸） 
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（９）沖縄三育中学校「総合的な学習の時間」に係る「博物館展示解説」 

①内容：学芸員による常設展示解説（民俗・考古・生物） 

  目的：生徒を対象に、沖縄県立博物館・美術館に展示された作品を観覧し、民俗・考古・生物

の常設展示解説を受講し見識を深め今後の学校生活に寄与することを目的とする。 

②日時：令和４年９月 11 日（日）（対象学年：１～３年生 17 名） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
（１０）沖縄県教職員共済会退職互助部「研修」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による復帰 50 年特別展・展示解説（歴史） 

  目的：沖縄県立博物館・美術館に展示された収蔵品の鑑賞と「復帰 50 年特別展 沖縄、 

     復帰後。展」の見学を通して見聞を深める。 

②日時：令和４年９月 16 日（金）（対象：沖縄県教職員共済会退職互助部 15 名） 

 

 

（１１）「歴史・文化講座（県立博物館見学）」に係る「見学サポート」※ 

①内容：学芸員による歴史・文化講座と常設展示解説 

1  琉球・沖縄の歴史と文化 

2  博物館の歴史・業務概要 

3  博物館の常設展示物について  

  目的：沖縄の歴史・文化に対する理解を深め、幅広い教養を培うとともに、深い郷土愛のある 

職員の育成に資する 

②日時：令和４年 11 月４日（金）（対象：県職員 30 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三育中学校 
民俗分野の解説を受けながら 
見学している様子 

037.jpg 三育中学校 
 

038jpg 三育中学校 
 

三育中学校 
考古分野の解説を受けながら 
見学している様子 

039.jpg 三育中学校 
 

三育中学校 
生物分野の解説を受けながら

見学している様子 

「琉球・沖縄の歴史と文化」 
 館長講座の様子 

040.jpg 歴史・文化講座 
 

041jpg 歴史・文化講座 
 

常設展示室を見学している様子

（歴史） 

042.jpg 歴史・文化講座 
 

常設展示室を見学している 
様子（美術工芸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人類分野常設展示室の見学      歴史・文化講座まとめ 

 

（１２）シニア学級「ふくらしゃ大学」に係る「見学サポート」※ 

①内容：学芸員による復帰 50 年展の講座・展示解説 

1 復帰 50 年展「琉球」について（企画展見学） 

2 講話「文化財保護と戦災文化財」について 

②日時：令和４年 11 月８日（火）（対象：那覇市在住・在勤の 60 歳以上の方 20 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）陽明高等学校 授業「郷土の自然学習」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による常設展示解説（地学・生物） 

目的：博物館に収蔵された資料を観覧しながら自然史の学芸員解説を受講して見識を深め、今

後の学校生活・生涯学習に寄与することを目的とする。  

②日時：令和４年 11 月 11 日（金）（対象学年：３年生 24 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックヤードの見学（地学）    バックヤードの見学（生物）     バックヤードの見学（地学） 

博物館の歴史・業務概要につい

て学習している様子 

バックヤードの見学（地学） 

051.jpg 陽明高等学校 
 

052jpg 陽明高等学校 
 

053.jpg 陽明高等学校 
 

博物館の歴史・業務概要の学習 

043.jpg 歴史・文化講座 
 

044jpg 歴史・文化講座 
 

考古分野の常設展示室の見学 

045.jpg 歴史・文化講座 
 

生物分野の常設展示室の見学 

046.jpg 歴史・文化講座 
 

048.jpg シニア学級 
 

049jpg シニア学級 
 

050.jpg シニア学級 
 

美術工芸分野の常設展示物に 

ついて学習している様子 
学芸員の解説を受けながら 

見学している様子 

047.jpg 歴史・文化講座 
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（１４）九州通訳・翻訳者・ガイド協会「沖縄研修」に係る「見学サポート」※ 

①内容：学芸員による講座（美術工芸） 

1 博物館の歴史・業務概要について 

2 博物館の常設展示物の概要について 

目的：沖縄の歴史・文化に対する理解を深め、幅広い教養を培い通訳案内士の育成に資する。 

②日時：令和４年 11 月 22 日（火）（対象：全国通訳案内士・添乗員研修生 14 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１５）沖縄国際大学「ミュージアムワーク」に係る「見学サポート」 

①内容：学芸員による展示解説（地学・生物）、担当教員による民俗分野の展示解説 

  目的：沖縄の民俗文化を理解するための土台として沖縄の地形や動植物などの環境理解を踏ま

えた民俗調査の実践のためにミュージアムワークを実施する。 

②日時：令和４年 12 月９日（金）（対象学年：２年次 27 名 ３年次２名 計 29 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館の歴史・業務概要に 

ついて解説している様子 
博物館の常設展示物の概要に 

ついて学習している様子 
博物館の常設展示物の概要に

ついてまとめをしている様子 

054.jpg 九州通訳・翻訳者 
 

055jpg 九州通訳・翻訳者 
 

056.jpg 九州通訳・翻訳者 
 

057.jpg 沖縄国際大学 
 

058jpg 沖縄国際大学 
 

059.jpg 沖縄国際大学 
 

沖縄国際大学 
常設展示室を見学している 
様子（生物） 

沖縄国際大学 
常設展示室を見学している 
様子（地学） 

沖縄国際大学 
常設展示室を見学している 
様子（民俗） 
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  来来館館学学習習ププロロググララムム受受入入表表 1155 団団体体                        2023 年２月現在 

 期日 担当学芸員・職員 団体名 人数 

１ ４月 26 日（火） 
崎原 恭子（歴史） 

澤浦 亮平（人類） 

オキナワインター 

ナショナルスクール 
16 名 

２ ６月３日（金） 
宇佐美 賢（地学） 

宮城 修（歴史） 

学校法人カトリック学園 

 海星小学校  
15 名 

３ ６月 11 日（土） 園原 謙（美術工芸） 沖縄国際大学 21 名 

４ ７月 14 日（木） 

菊川 章（生物） 

照屋 杏奈（教育普及補助） 

大濵 萌子（沖縄美ら島財団） 

新垣 麻乃（沖縄美ら島財団） 

 沖縄県立 

沖縄高等特別支援学校 
41 名 

５ ７月 27 日（水） 

外間 一先（博物館班 班長） 

大湾 ゆかり（民俗） 

玉城 早苗(美術館教育普及) 

豊見山 愛（美術館） 

博物館ボランティア 

那覇市立松島中学校 30 名 

６ ８月３日（水） 宮城 修（歴史） 県内外中高等学校 23 名 

７ ８月９日（火） 

山崎 真治（人類） 

伊禮 拓郎（美術工芸） 

玉城 早苗（美術館教育普及） 

※おきなわ県民カレッジ 

広域学習サービス講座 

那覇教育事務所 

24 名 

８ ９月９日（金） 園原 謙（歴史/美術工芸） 札幌大学 11 名 

９ ９月 11 日（日） 

大湾 ゆかり（民俗） 

山本 正昭（考古） 

菊川 章（生物） 

三育学院沖縄三育中学校 17 名 

10 ９月 16 日（金） 
宇佐美 賢（地学） 

宮城 修（歴史） 

 ※沖縄県教職員共済会 

 退職互助部「研修」 
15 名 

11 11 月４日（金） 

田名 真之（館長） 

外間 一先（博物館班 班長） 

園原 謙（歴史/美術工芸） 

篠原 あかね（美術工芸） 

山本 正昭（考古） 

菊川 章（生物） 

澤浦 亮平（人類） 

※自治研修所 29 名 

12 11 月８日（火） 外間 一先（博物館班 班長） 
※シニア学級「ふくらしゃ 

大学」石嶺公民館 
20 名 

13 11 月 11 日（金） 
菊川 章（生物） 

宇佐美 賢（地学） 
沖縄県立陽明高等学校 24 名 

14 11 月 22 日（火） 園原 謙（歴史/美術工芸） 
※一般社団法人 九州通訳・ 

翻訳者・ガイド協会 
15 名 

15 12 月９日（金） 
菊川 章（生物） 

宇佐美 賢（地学） 
沖縄国際大学 29 名 

 総 計 330 名 

今年度は多様な来館学習の要望があったため、その他団体について※で表記掲載した。 

- 19 -



６ 「出前授業等」の実施要項 

＊令和４年度学校連携事業 

 

（１）趣旨 

博物館の持つ資源（もの、情報、人）を、出前授業等を通じて学校教育の場で有効に活用する。 

（２）内容 

①学校での授業や教員の研修会などに学芸員を講師として派遣する。 

②授業では、ティーム・ティーチングの手法により、学芸員は教員と共同し、博物館資料を活

用するなどして児童・生徒の学習を支援する。 

（３）対象 

県内公立学校及び私立学校（小学校、中学校、高等学校、特別支援学校） 

※クラス単位もしくは学年単位 

（４）実施時間 

１～２時間程度（調整可） 

（５）実施場所   

当該校 

（６）申し込み方法 

※別紙参照 

（７）その他 

各学校から依頼の「出前授業等」に係る学芸員の派遣旅費（交通費）は、沖縄県立博物館・美

術館で負担する。 

 

（８）出前授業等の申込み方法と連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日の２ヶ月前までに、 

博物館班教育普及担当者へ電話で 

申し込む  

       Tel 098-851-5401 

希望日の１ヶ月前までに、 

出前授業依頼書または講師派遣依頼書を提出（Fax も可） 

 連絡先   沖縄県立博物館・美術館 

〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち 3 丁目 1 番 1 号 

TEL 098-851-5401  FAX 098-941-3650 

電話、メール等で期日や申込み内容の調整 
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６ 「出前授業等」の実施要項 

＊令和４年度学校連携事業 

 

（１）趣旨 

博物館の持つ資源（もの、情報、人）を、出前授業等を通じて学校教育の場で有効に活用する。 

（２）内容 

①学校での授業や教員の研修会などに学芸員を講師として派遣する。 

②授業では、ティーム・ティーチングの手法により、学芸員は教員と共同し、博物館資料を活

用するなどして児童・生徒の学習を支援する。 

（３）対象 

県内公立学校及び私立学校（小学校、中学校、高等学校、特別支援学校） 

※クラス単位もしくは学年単位 

（４）実施時間 

１～２時間程度（調整可） 

（５）実施場所   

当該校 

（６）申し込み方法 

※別紙参照 

（７）その他 

各学校から依頼の「出前授業等」に係る学芸員の派遣旅費（交通費）は、沖縄県立博物館・美

術館で負担する。 

 

（８）出前授業等の申込み方法と連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日の２ヶ月前までに、 

博物館班教育普及担当者へ電話で 

申し込む  

       Tel 098-851-5401 

希望日の１ヶ月前までに、 

出前授業依頼書または講師派遣依頼書を提出（Fax も可） 

 連絡先   沖縄県立博物館・美術館 

〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち 3 丁目 1 番 1 号 

TEL 098-851-5401  FAX 098-941-3650 

電話、メール等で期日や申込み内容の調整 

別 紙 1  

 

  

 ○○申申込込みみ方方法法 

  

   希希望望日日のの２２ヶヶ月月前前ままででにに、、 

   教教育育普普及及担担当当者者へへ電電話話でで申申しし込込むむ        TTEELL  009988--885511--55440011 
 

  

 

 

   電電話話、、メメーールル等等でで期期日日やや申申込込みみ内内容容のの調調整整 

 

 

 

 

 

    希希望望日日のの１１ヶヶ月月前前ままででにに、、 

      出出前前授授業業依依頼頼書書ままたたはは講講師師派派遣遣依依頼頼書書をを提提出出   

                                （（FFaaxx、、EE--mmaaiillもも可可）） 

 

  ○連連絡絡先先 

 

    沖沖縄縄県県立立博博物物館館・・美美術術館館 

      〒〒990000--00000066  沖沖縄縄県県那那覇覇市市おおももろろままちち33丁丁目目11番番11号号 

          TTEELL  009988--885511--55440011    FFAAXX  009988--994411--33665500 

       

                       教教育育普普及及担担当当 

 

 

  ※事業等の関係からご希望の日時に添えない場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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（９）学芸員紹介 

 担当分野 氏  名 

博
物
館
班 

自 然 史 

生   物 菊川 章 

地   学 宇佐美 賢 

人   類 
山崎 真治 

澤浦 亮平 

美 術 工 芸 
染織・陶器・三線 

篠原 あかね 

園原 謙 

絵画・書跡・彫刻・漆器 伊禮 拓郎 

歴     史 

古琉球・近世 崎原 恭子 

近 現 代 
外間 一先 

宮城 修 

考     古 山本 正昭 

民     俗 大湾 ゆかり 

教 育 普 及 大城 久表 

 

 

 

 

 

 

７ 「出前授業等」の実施状況 

 

 期  日 担当学芸員 実施校及び施設 

１ ５月 27 日（金） 澤浦 亮平（人類） 沖縄アミークスインターナショナル中学校 

２ ６月９日（木） 宮城 修（歴史） 沖縄市立越来小学校 

３ ６月 22 日（水） 園原 謙（歴史/美術工芸） 国頭村立国頭中学校 

４ ７月 13 日（水） 崎原 恭子（歴史） 沖縄アミークスインターナショナル中学校 

５ ７月 21 日（木） 崎原 恭子（歴史） 嘉手納町立嘉手納外語塾 

６ ９月２日（金） 宇佐美 賢（地学） 沖縄アミークスインターナショナル中学校 

７ ９月 26 日（月） 山本 正昭（考古） 与那原町長寿学園「上の森学園」 

８ ９月 27 日（火） 園原 謙（歴史/美術工芸） 沖縄市立美里小学校 

９ 
10 月 24 日（月） 

10 月 25 日（火） 
園原 謙（歴史/美術工芸） 宜野湾市立宜野湾小学校 

○沖縄県の自然、歴史、文化をはじめ、上記内容について、学芸員が博物館の持つ資源（もの、情報）を活用

し、児童・生徒の学習を支援する。 

※校内研修等で博物館活用について、レクチャーする。 

※「講師派遣依頼書」は、ホームページでダウンロードして使用可能。 
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（９）学芸員紹介 

 担当分野 氏  名 

博
物
館
班 

自 然 史 

生   物 菊川 章 

地   学 宇佐美 賢 

人   類 
山崎 真治 

澤浦 亮平 

美 術 工 芸 
染織・陶器・三線 

篠原 あかね 

園原 謙 

絵画・書跡・彫刻・漆器 伊禮 拓郎 

歴     史 

古琉球・近世 崎原 恭子 

近 現 代 
外間 一先 

宮城 修 

考     古 山本 正昭 

民     俗 大湾 ゆかり 

教 育 普 及 大城 久表 

 

 

 

 

 

 

７ 「出前授業等」の実施状況 

 

 期  日 担当学芸員 実施校及び施設 

１ ５月 27 日（金） 澤浦 亮平（人類） 沖縄アミークスインターナショナル中学校 

２ ６月９日（木） 宮城 修（歴史） 沖縄市立越来小学校 

３ ６月 22 日（水） 園原 謙（歴史/美術工芸） 国頭村立国頭中学校 

４ ７月 13 日（水） 崎原 恭子（歴史） 沖縄アミークスインターナショナル中学校 

５ ７月 21 日（木） 崎原 恭子（歴史） 嘉手納町立嘉手納外語塾 

６ ９月２日（金） 宇佐美 賢（地学） 沖縄アミークスインターナショナル中学校 

７ ９月 26 日（月） 山本 正昭（考古） 与那原町長寿学園「上の森学園」 

８ ９月 27 日（火） 園原 謙（歴史/美術工芸） 沖縄市立美里小学校 

９ 
10 月 24 日（月） 

10 月 25 日（火） 
園原 謙（歴史/美術工芸） 宜野湾市立宜野湾小学校 

○沖縄県の自然、歴史、文化をはじめ、上記内容について、学芸員が博物館の持つ資源（もの、情報）を活用

し、児童・生徒の学習を支援する。 

※校内研修等で博物館活用について、レクチャーする。 

※「講師派遣依頼書」は、ホームページでダウンロードして使用可能。 

 

沖縄ｱﾐｰｸｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ中学校          越来小学校          国頭中学校 

  

 

 

 

 

 

沖縄ｱﾐｰｸｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ中学校       嘉手納外語塾          沖縄ｱﾐｰｸｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ中学校 

 

 

 

 

 

 

10 11 月 11 日（金） 澤浦 亮平（人類） 沖縄県立向陽高等学校 

11 11 月 25 日（金） 宇佐美 賢（地学） 沖縄県立中部農林高等学校 

12 11 月 29 日（火） 外間 一先（班長） 宜野湾市立真志喜中学校 

13 11 月 29 日（火） 菊川 章（生物） 沖縄県立中部農林高等学校 

14 12 月１日（木） 園原 謙（歴史/美術工芸） 琉球大学教育学部附属中学校 

15 12 月２日（金） 大湾 ゆかり（民俗） 沖縄県立那覇みらい支援学校 

16 12 月 21 日（水） 澤浦 亮平（人類） 宮古島市立上野中学校 

17 １月 13 日（金） 山崎 真治（人類） 渡嘉敷村立阿波連小学校 

18 １月 24 日（火） 山本 正昭（考古） 石垣市立名蔵中学校 

19 
１月 24 日（火） 

１月 26 日（木） 
大湾 ゆかり（民俗） 西原町立坂田小学校 

20 １月 27 日（金） 山本 正昭（考古） 石垣市立伊原間中学校 

21 ２月 ７日（火） 山崎 真治（人類） 竹富町立古見小学校 

22 ２月 ７日（火） 宮城 修（歴史） 恩納村立うんな中学校 

23 ２月 17 日（金） 園原 謙（歴史/美術工芸） 久米島町立久米島小学校 

24 ２月 17 日（金） 園原 謙（歴史/美術工芸） 久米島町立球美中学校 

25 ２月 17 日（金） 宇佐美 賢（地学） 沖縄県立首里高等学校 

01.jpg 沖縄ｱﾐｰｸｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

中学校 
 

02.jpg 越来小学校 
 

03.jpg 国頭中学校 
 

04.jpg 沖縄ｱﾐｰｸｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

中学校 
 

05.jpg 嘉手納町立嘉手納外

語塾 
 

06.jpg 沖縄ｱﾐｰｸｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

中学校 
 

越来小学校

嘉手納外語塾

沖縄アミークスインターナショナル中学校

沖縄アミークスインターナショナル中学校 沖縄アミークスインターナショナル中学校

国頭中学校
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与那原町長寿学園「上の森学園」 美里小学校 宜野湾小学校 

向陽高等学校 中部農林高等学校 中部農林高等学校

琉球大学教育学部附属中学校 那覇みらい支援学校

阿波連小学校 名蔵中学校 伊原間中学校

古見小学校 うんな中学校 首里高等学校

上野中学校
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Ⅲ 博物館体験学習教室  

 

１ 体験学習教室の実施要項  

 

（１）趣旨・目的 

沖縄の歴史や文化および自然と結びついた体験的な活動をすることによって、郷土の文化や

伝統に関心を持たせ、先人の知恵などを学ぶ。 

（２）内容 

博物館の各分野(自然史・考古・歴史・美術工芸・民俗)の展示内容と関連した体験的な活動

を通して、県民が有意義に楽しく学ぶことが出来るよう企画する。 

（３）受講方法 

１ヶ月前までに広報し、２週間前までに募集をかける。応募者多数の場合は抽選する。 
※抽選の場合、当選者には、事前に当選の通知連絡を行う。 

（４）体験学習に係る役割 

 

前日まで 当日運営 

①事業起案及び講師依頼 

②マスコミ各社への取材依頼 

③受講生受付 

④講師事前打ち合わせ 

⑤説明資料作成 

⑥材料・道具等の諸準備 

⑦ボランティア事前学習 

・準備作業調整 

 

博教育普及担当 

指定管理者 

〃 

 

①受付及び材料費徴収 

②開講式  司会 

③講師紹介          

④講座の進行 

⑤材料等の準備及び配布 

⑥記念撮影 

⑦報償費支払い事務 

指定管理者 

〃 

 

〃 

 

指定管理者 

 

 

２ 体験学習教室の実施状況 

 

講座日 題 講師名 内容 参加者 

第１回講座 

10 月 22 日（土） 

勾玉づくりにチャレン

ジ 
山本 正昭 

復帰 50 年展「琉球－

美とその背景－」関

連催事 

20 名 

第２回講座 

11 月 26 日（土） 

琉球古刺繍をやってみ

よう 

琉球古刺繍 

 保存会 

復帰 50 年展「琉球－

美とその背景－」関

連催事 

10 名 

  

  

  

  

  

  

  

  

〇博物館教育普及担当 

 

〇指定管理者 

〇博物館教育普及担当 

〇指定管理者 

〇ボランティア 

Ⅲ 博物館体験学習教室  

 

１ 体験学習教室の実施要項  

 

（１）趣旨・目的 

沖縄の歴史や文化および自然と結びついた体験的な活動をすることによって、郷土の文化や

伝統に関心を持たせ、先人の知恵などを学ぶ。 

（２）内容 

博物館の各分野(自然史・考古・歴史・美術工芸・民俗)の展示内容と関連した体験的な活動

を通して、県民が有意義に楽しく学ぶことが出来るよう企画する。 

（３）受講方法 

１ヶ月前までに広報し、２週間前までに募集をかける。応募者多数の場合は抽選する。 
※抽選の場合、当選者には、事前に当選の通知連絡を行う。 

（４）体験学習に係る役割 

 

前日まで 当日運営 

①事業起案及び講師依頼 

②マスコミ各社への取材依頼 

③受講生受付 

④講師事前打ち合わせ 

⑤説明資料作成 

⑥材料・道具等の諸準備 

⑦ボランティア事前学習 

・準備作業調整 

 

博教育普及担当 

指定管理者 

〃 

 

①受付及び材料費徴収 

②開講式  司会 

③講師紹介          

④講座の進行 

⑤材料等の準備及び配布 

⑥記念撮影 

⑦報償費支払い事務 

指定管理者 

〃 

 

〃 

 

指定管理者 

 

 

２ 体験学習教室の実施状況 

 

講座日 題 講師名 内容 参加者 

第１回講座 

10 月 22 日（土） 

勾玉づくりにチャレン

ジ 
山本 正昭 

復帰 50 年展「琉球－

美とその背景－」関

連催事 

20 名 

第２回講座 

11 月 26 日（土） 

琉球古刺繍をやってみ

よう 

琉球古刺繍 

 保存会 

復帰 50 年展「琉球－

美とその背景－」関

連催事 

10 名 

  

  

  

  

  

  

  

  

〇博物館教育普及担当 

 

〇指定管理者 

〇博物館教育普及担当 

〇指定管理者 

〇ボランティア 
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第第２２回回講講座座「「琉琉球球古古刺刺繍繍ををややっっててみみよようう（（琉琉球球展展関関連連催催事事））」」  1111 月月 2266 日日（（土土））  

            講講師師：：琉琉球球古古刺刺繍繍保保存存会会  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

      

      

  

  

  

  

内内容容：：復復帰帰 5500 年年展展「「琉琉球球－－美美ととそそのの背背景景－－」」関関連連催催事事②②  

１１  ははじじめめにに      ２２  刺刺繍繍のの説説明明  

３３  刺刺繍繍体体験験    ４４  ままととめめ  片片付付けけ  

  

  

第第１１回回講講座座「「勾勾玉玉づづくくりりににチチャャレレンンジジ」」（（琉琉球球展展関関連連催催事事））」」1100 月月 2222 日日（（土土））  

            講講師師：：山山本本  正正昭昭（（考考古古担担当当））  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
  

  

内内容容：：復復帰帰 5500 年年展展「「琉琉球球－－美美ととそそのの背背景景－－」」関関連連催催事事①①  

１１  ははじじめめにに                ２２  ままががたたまま（（勾勾玉玉））４４つつのの謎謎  

３３  勾勾玉玉のの作作りり方方レレシシピピ      ４４  勾勾玉玉（（ままががたたまま））つつくくりりをを体体験験    ５５  仕仕上上げげ  

 

01-01 
 

01-02 
 

01-03 
 

01-4 
 

01 チラシ 体験教室 
 

02 チラシ 体験教室 
 

02-01 
 

沖縄県立博物館・美術館 体験学習教室

琉球に伝わる刺繍資料をもとに復元された技法を学び、その技法で
花びらや葉っぱなどの模様を刺繍します。

りゅうきゅう　　　　　　　　  し しゅう                                                                  ふくげん　　　　　　       ぎ    ほう

も   よう

定　員 15 名

対　象 小 5 ～大人まで（小学生は保護者同伴）

11.26
2022. 14:00～17:00

（受付 13:45）

〒900-0006

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては 
     中止または一部変更の可能性があります。

場　所 沖縄県立博物館・美術館
博物館実習室

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

琉球古刺繍保存会
りゅうきゅう  

講　師

受 付

申込期間：10/14（金）～ 10/30（日）

参加費
無料

復帰 50 年展 「琉球 - 美とその背景 -」関連催事

      こ し  しゅう                           ほ    ぞ ん かい

お電話または総合案内にて承ります。
応募者多数の場合は抽選後、当選者へ 11/6（日）までに
ご連絡いたします。

りゅう
きゅう こ し しゅう

材料等は保存会が準備しますが、直径 12 ㎝程度の刺繍枠を
お持ちであればご持参ください。

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。
【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

沖縄県立博物館・美術館 体験学習教室

琉球展に関連し、沖縄の神女が身につけていた勾玉の歴史や美しさについて学び

実際につくってみよう。

勾玉づくりに
チャレンジ

定　員 10 組 （20 名程度）

対　象 小学 3 年～小学 6 年と保護者

1. 四角い石をけずる 2. 道具で形を整えながらさらにけずる 3.ヒモを通して完成！

りゅうきゅうてん かんれん　　　　　　　　　　しんじょ　　　　　　　　　　　　　　　　まがたま

じっさい

ととの

10.22
2022.

9:30～12:00
（受付 9:15）

〒900-0006

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては 
     中止または一部変更の可能性があります。

会　場 沖縄県立博物館・美術館

博物館実習室

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

山本正昭 （考古担当）
やまもと  まさ あき

講　師

受 付 申込期間 ：9/22 （木） ～ 10/2 （日）
お電話または総合案内にて承ります。
応募者多数の場合は抽選後、当選者へ 10/9（日）までに
通知いたします。

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

たままが

参加費
無料

およそ 7cm

10/14（金）～ 12/4（日）
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第第２２回回講講座座「「琉琉球球古古刺刺繍繍ををややっっててみみよようう（（琉琉球球展展関関連連催催事事））」」  1111 月月 2266 日日（（土土））  

            講講師師：：琉琉球球古古刺刺繍繍保保存存会会  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

      

      

  

  

  

  

内内容容：：復復帰帰 5500 年年展展「「琉琉球球－－美美ととそそのの背背景景－－」」関関連連催催事事②②  

１１  ははじじめめにに      ２２  刺刺繍繍のの説説明明  

３３  刺刺繍繍体体験験    ４４  ままととめめ  片片付付けけ  

  

  

第第１１回回講講座座「「勾勾玉玉づづくくりりににチチャャレレンンジジ」」（（琉琉球球展展関関連連催催事事））」」1100 月月 2222 日日（（土土））  

            講講師師：：山山本本  正正昭昭（（考考古古担担当当））  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
  

  

内内容容：：復復帰帰 5500 年年展展「「琉琉球球－－美美ととそそのの背背景景－－」」関関連連催催事事①①  

１１  ははじじめめにに                ２２  ままががたたまま（（勾勾玉玉））４４つつのの謎謎  

３３  勾勾玉玉のの作作りり方方レレシシピピ      ４４  勾勾玉玉（（ままががたたまま））つつくくりりをを体体験験    ５５  仕仕上上げげ  

 

01-01 
 

01-02 
 

01-03 
 

01-4 
 

01 チラシ 体験教室 
 

02 チラシ 体験教室 
 

02-01 
 

Ⅳ 博物館文化講座                                            

 

１ 文化講座の実施要項  

 

（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやすく

楽しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、沖縄

の自然・歴史・文化に対する県民の意識の向上を図ることを目的とする。 

（２）内容 

当博物館の展示内容と関連する自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野につい

ての講演、展示品の解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が分かりやすく有意義

に学習できるよう企画されている。 
（３）実施日と場所 

実施日：毎月１回、土曜日 午後２時～４時までの２時間 

場  所：特に指定がない場合は、当館講堂（３階） 

（４）受講方法 
事前申込 140 名 ※第 546 回以降は当日先着。第 548 回の定員は 200 名に増員。 

 

２ 文化講座の実施状況 

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者 

537 ４月 16 日（土） 復帰 50 年失われた資料発掘のあゆみ 納富 香織 140 
ﾘﾓｰﾄ講演 

60 

538 ５月 21 日（土） 北海道有珠モシリ縄文人の生と死 青野 友哉 140 84 

539 ６月 18 日（土） ナイチャーの見た民俗 50 年 古家 信平 140 88 

540 ７月 31 日（日） 
公開シンポジウム 

遺跡から尚巴志の生きた時代を考える 

山里 昌次 

山本 正昭 

宮城 弘樹 

140 123 

541 ８月 21 日（日） 

沖縄・ウクライナ・琉球王国 

―35 年におよぶ沖縄とのふれあいの

中で 

金平 茂紀 140 106 

542 ９月 17 日（土） ぼくの沖縄〈復帰後〉50 年史 新城 和博 140 75 

543 10 月 15 日（土） 
琉球美術史への招待 ―グスクの城壁

から工芸品のデザインまで― 
上江洲 安亨 140 98 

544 11 月 19 日（土） 『おもろさうし』の世界 波照間 永吉 140 121 

545 12 月 17 日（土） 
沖縄の人と自然 ～やんばる 50 年を

中心に～ 
当山 昌直 140 84 

546 １月 21 日（土） 

さわれる博物館はもっと面白い 

～３D プリントを活用した未来の博物

館の姿～ 

森 健人 140 27 

547 ２月 18 日（土） サンゴ礁とハブ 意外な歴史関係 井龍 康文 140 83 

548 ３月 11 日（土） 琉球の仏教彫刻 ―木彫刻を中心に― 長谷 洋一 200 70 
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第第 553377 回回  文文化化講講座座  リモート講演 

演題：「復帰 50 年失われた資料発掘のあゆみ」  

講師：納富 香織（沖縄県教育庁文化財課史料編集班） 

内容：1 はじめに 
2「失われた資料」とは？―近代沖縄における郷土資料― 
3 廃墟からの資料収集 

      4 初の県史編纂事業「沖縄縣史」刊行（1965～1977 年） 
      5 おわりに／質疑応答  
 

 

 

  

  

  

  

  

第第 553388 回回  文文化化講講座座  

演題：「北海道有珠モシリ縄文人の生と死」 

講師：青野 友哉（東北芸術工科大学芸術学部歴史遺産学科 准教授） 

内容：1 本稿の目的      2 調査要項        
3 遺跡の概要     4 旧調査区の目的   
5 18 号墓の調査    6 成果と課題 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

第第 553399 回回  文文化化講講座座      

演題：「ナイチャーの見た民俗 50 年」 

講師：古家 信平（日本民俗学会、沖縄民俗学会会員、筑波大学名誉 

   教授） 

内容：1 辺野古の豊年祭の綱引き    2 久志の６月ウチマー 
    3 辺野古の６月ウチマー      4 辺野古の川拝み          

5 辺野古の組み踊りの一場面  
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538 チラシ 
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537 チラシ 
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4.16
2022.

沖縄県立博物館・美術館　第 537回 博物館文化講座

復帰50年の節目に『沖縄県史  各論編７ 現代』刊行！
1994年から刊行継続中の『新沖縄県史』から、2022年6月末
復帰50年の節目として『沖縄県史  各論編７ 現代』を刊行する
予定です。

　沖縄の日本復帰から50年。戦後沖縄のあゆみを振り返り、次世
代へ繋いでいくために、今、必要なことは何でしょうか。
 　本講座では、沖縄戦終結後、廃墟からスタートした沖縄の人々
が、郷土史料をどのように収集し、「歴史」を編んできたのかにつ
いて琉球政府／沖縄県の動きを中心に紹介します。

『琉球史料』全10集
（琉球政府文教局、1956～1965年）

植物標本より得られた近代沖縄の新聞
（沖縄県立博物館・美術館蔵、坂口總一郎資料）

廃墟と化した那覇
（1945年6月6日、沖縄県公文書館蔵）

『沖縄縣史』全24巻
（琉球政府／沖縄県教育委員会、1965～1977年）

復帰50年
失われた資料発掘のあゆみ
復帰50年
失われた資料発掘のあゆみ

「歴史資料収集についての諸記録」
（1955年、沖縄県公文書館蔵）

『新沖縄県史』
（1994年～刊行中）

けんしさん
【講師】

1974年那覇市生まれ。琉球大学大学院人文科学研究科修了。
現在、沖縄県教育庁文化財課 史料編集班にて沖縄県史の編集
に携わる。

納富　香織
のうとみ       かおり

（ 沖縄県教育庁文化財課 史料編集班 ）

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

14:00～16:00
（ 開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館
３F 講堂（140 席）

受 付

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

事前申込 3/16(水)～

web・お電話・総合案内にて受付

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって
　  中止または一部変更の可能性があります。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって
　  中止または一部変更の可能性があります。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 ( 月曜祝日の場合は翌平日休館 )

北海道の南西部にある有珠モシリ遺跡は約2000年前の「南海

産イモガイ製腕輪」が出土したことで知られ、遠く離れた九州・

沖縄にも関わりのある遺跡です。この遺跡からは縄文時代の終わ

りから続縄文前半期（本州の弥生時代）までの貝塚と人骨を含む

墓址が多数見つかっています。中でも2020年に発見した「多数合

葬墓」からは非常に状態の良い人骨が11体分出土し、頭骨がきれ

いに配列された特異な墓址でした。

私たち考古学・人類学を研究する者は、骨や土器の一つ一つ

を丁寧に掘り、正確に記録に残すことで数千年前の人々が行った

埋葬の方法を明らかにします。そこから、当時の人々の思考や風習、

社会の有り様にまで迫りたいと考えています。今回の講演では、

北の縄文人たちの生活と、死に関わる習俗についての最新の研究

成果を紹介します。

生  死

南海産イモガイ製腕輪続縄文文化の骨角器 （銛）

北海道
有珠モシリ縄文人 の と

う　　   す

【講師】青野 友哉
あおの　  ともや   東北芸術工科大学芸術学部 

   歴史遺産学科 准教授
1972 年、 北海道小樽市生まれ。 明治大学文学部史学地理学科考古学
専攻卒業。 北海道大学大学院文学研究科博士後期課程修了。 伊達市噴火
湾文化研究所 ・学芸員、 室蘭工業大学大学院 ・非常勤講師、 洞爺湖有
珠山ジオパーク推進協議会 ・学識顧問を歴任。 2019 年 4月より現職。
2015年 『墓の社会的機能の考古学』 （同成社2013年2月刊）で第5回
日本考古学協会奨励賞受賞。 趣味は低温殺菌牛乳の味くらべと牛乳瓶コ
レクション。

沖縄県立博物館・美術館　第 538回 博物館文化講座

う す

ぼ し

5.21
2022.

14:00～16:00
（開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館
３F 講堂（140 席）

受 付

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

事前申込 4/21(木)～
web・お電話・総合案内にて受付

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
　 よって中止や一部変更の可能性があります。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
　 よって中止や一部変更の可能性があります。

国際博物館の日 2022 記念事業

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 ( 月曜祝日の場合は翌平日休館 )

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 ( 月曜祝日の場合は翌平日休館 )

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

沖縄県立博物館・美術館　第 539 回 博物館文化講座

6.182022.

14:00～16:00
（開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館
３F 講堂（140 席）

受 付

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ
〒900-0006

事前申込 ５/18　 ～
web・お電話・総合案内にて受付

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
　 よって中止や一部変更の可能性があります。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
　 よって中止や一部変更の可能性があります。

（水）

私は1973年に初めて久志・辺野古（名護市）を訪れ、年中
行事や民間信仰といった民俗の諸相を見てきました。清明祭
では墓前にたくさんの人たちが集まり、綱引きではムラを二分して
盛り上がり、組踊の上演では大きな歓声が上がる様子に心が躍った
ものです。そして、日々の儀式を主宰する女性神役の方々からも
話をうかがいました。

本講座では、琉球国時代から戦後の基地開設以降の歴史を
踏まえて、復帰50年の暮らしの変貌をナイチャー（県外出身）
の目を通して紹介したいと思います。

ナイチャー 民俗50

上段左から
1.「辺野古の豊年祭の綱引き」
2.「久志の6月ウマチー（アサギでの儀式）」

3.「辺野古の6月ウマチー」

4.「辺野古の川拝み」
5.「辺野古の組踊の一場面」

中央はノロ、右は久志の根神、
左は辺野古の根神。

久志のウマチーが終わってから辺野古
に移動して行われた。右隅の女性は
辺野古の神役。

の見た　　　　　　 年

19741974

１

19751975

2 3

19751975

19881988

4 5

20192019

【講師】古家信平
ふるいえ  しん ぺい

  日本民俗学会、沖縄民俗学会会員 
   筑波大学名誉教授

熊本県生まれ。1976 年東京教育大学文学部史学科卒業。
火の神への関心から始まり民間信仰、人生儀礼、年中行事、司祭者
などについて久志・辺野古を中心に調べ、台湾、韓国、中国華南
に対象を広げている。『火と水の民俗文化誌』（1994 年吉川弘文館）

『名護市史 民俗 1』（共著 2001 年）、『日本の民俗  12  南島の暮らし』
（共著 2009 年 吉川弘文館）
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第第 553377 回回  文文化化講講座座  リモート講演 

演題：「復帰 50 年失われた資料発掘のあゆみ」  

講師：納富 香織（沖縄県教育庁文化財課史料編集班） 

内容：1 はじめに 
2「失われた資料」とは？―近代沖縄における郷土資料― 
3 廃墟からの資料収集 

      4 初の県史編纂事業「沖縄縣史」刊行（1965～1977 年） 
      5 おわりに／質疑応答  
 

 

 

  

  

  

  

  

第第 553388 回回  文文化化講講座座  

演題：「北海道有珠モシリ縄文人の生と死」 

講師：青野 友哉（東北芸術工科大学芸術学部歴史遺産学科 准教授） 

内容：1 本稿の目的      2 調査要項        
3 遺跡の概要     4 旧調査区の目的   
5 18 号墓の調査    6 成果と課題 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

第第 553399 回回  文文化化講講座座      

演題：「ナイチャーの見た民俗 50 年」 

講師：古家 信平（日本民俗学会、沖縄民俗学会会員、筑波大学名誉 

   教授） 

内容：1 辺野古の豊年祭の綱引き    2 久志の６月ウチマー 
    3 辺野古の６月ウチマー      4 辺野古の川拝み          

5 辺野古の組み踊りの一場面  
 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

539-01.JPG 
 

539-02.JPG 

539 チラシ 
 

539-04.JPG 
 

538-01.JPG 
 

538-02.JPG 
 

538 チラシ 
 

538-03.JPG 
 

537-01.JPG 
 

537-02.JPG 
 

537 チラシ 
 

537-03.JPG 
 

第第 554400 回回  文文化化講講座座    

演題：公開シンポジウム「遺跡から尚巴志の生きた時代を考える｣ 

講師：1 山里 昌次（南城市教育委員会） 

      2 山本 正昭（沖縄県立博物館・美術館 考古担当学芸員） 

      3 宮城 弘樹（沖縄国際大学総合文化学部） 

内容：1「14 世紀から 15 世紀にかけての島添大里グスクの変化」 
2「14 世紀後半から 15 世紀にかけての首里城跡に見る正殿 
 地区の礎石・基壇建物」 
3「14 世紀から 15 世紀にかけての今帰仁グスクとその周辺」 
4 討論/司会：森  達也 氏（沖縄県立芸術大学） 
 

 

 

  

  

００  

  

  

  

  

  

  

  

  

第第 554411 回回  文文化化講講座座    

演題：「沖縄・ウクライナ・琉球王国 ―35 年におよぶ沖縄とのふれ 

   あいの中で」 

講師：金平 茂紀（ジャーナリスト）         

内容：1  はじめに                    
2  35 年におよぶ沖縄とのふれあいの中で 
3 おわりに               

 

 

 

 

 

  

  

  

第第 554422 回回  文文化化講講座座    

演題：「ぼくの沖縄〈復帰後〉50 年史」（特別展関連催事） 
講師：新城 和博（ボーダーインク） 

内容：1「車は左 人は右」じゃ沖縄は？  
2「ヤマトンチュになりたくて、なりきれない」 
3「オータ」と「アムロ」の時代   5〈復帰後〉史は続く  

 4「苦渋の決断」はもういらない  6［復帰 50 年］ 
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542 チラシ 
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541-02.JPG 
 

541 チラシ 
 

541-03.JPG 
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540-01.JPG 
 

540-02.JPG 
 540 チラシ 

 

540-03JPG 
 

540-04.JPG 
 

540-05.JPG 
 

540-06.JPG 
 

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00 まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

沖縄県立博物館・美術館　第 540 回 博物館文化講座

7.312022.

日
13:00～17:00
（開場 12:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館
３F 講堂（140 席）

受 付

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

事前申込 6/23 　～
web・お電話・総合案内にて受付

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
　       よって中止や一部変更の可能性があります。

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
　       よって中止や一部変更の可能性があります。

（木）

6/29（水）～ 7/7（木）メンテナンス休館のためWEB のみ受付

遺跡から　　　　　　　　　  を考える遺跡から　　　　　　　　　  を考える
博物館公開シンポジウム

尚巴志の  生きた時代

今年度は尚巴志が王に即位してちょうど600年という記念すべき年です。尚巴志は琉球史において初めて沖縄
本島統一した王であり、琉球王国黎明期においてその礎を築いた人物であると言えます。また、琉球史における
幾多の人物の中でも英雄譚が数多く残されていることから、沖縄県内で未だに根強い人気を誇る人物でもありま
す。今回のシンポジウムでは、3名の研究者が尚巴志に関連する遺跡の発掘調査成果について報告を行い、その後の討論で
は考古学から尚巴志と彼が生きた時代の様相に迫ります。

えい ゆう たん

報告①「14 世紀から 15 世紀にかけての島添大里グスクの変化」

しゅかく　　　　　　　　　  　そ  せき       き  だん
島添大里グスクの主郭から検出された礎石・基壇建物が14世紀から15世紀
にかけて大きく変化している点について発掘調査成果をもとに報告する。

山里昌次 氏（南城市教育委員会）

「14 世紀後半から 15 世紀にかけての
　            首里城跡に見る正殿地区の礎石・基壇建物」

首里城正殿跡の発掘調査では14世紀から18世紀にわたって基壇建物
が幾度も建て替えられている。その中で最も古い基壇建物跡を見ていき、
尚巴志の時代に首里城がどのように変わっていったのかについて迫る。

山本正昭 （考古担当学芸員）

「14 世紀から 15 世紀にかけての今帰仁グスクとその周辺」

今帰仁グスク主郭における14世紀後半から15世紀前半の状況について
発掘調査成果の報告を行う。主に山北時代と北山監守時代における今帰仁
グスクについての様相について触れる。

宮城弘樹 氏（沖縄国際大学  総合文化学部）

共催：沖縄県立博物館友の会

/ 司会：森  達也 氏（沖縄県立芸術大学）
※ この催事は「沖縄しまたて協会支援事業」から
    助成を受けています。

島添大里グスクの石積み遺構 首里城正殿基壇遺構

12:30　受付開始
13:00　開会のあいさつ（田名館長）
13:05

13:45 報告②

報告③14:25

15:05　休憩・討論準備
15:20　討論
16:30　終了

プログラム

※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。
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第第 554433 回回  文文化化講講座座  

演題：「琉球美術史への招待 ―グスクの城壁から工芸品のデザイン 

   まで―」（企画展関連催事） 

講師：上江洲 安亨（一般財団法人 沖縄美ら島財団） 

内容：1 歴史学はロマン？→なんでしょうか？  
2 歴史学という科学分野 
3 子どもの頃の教科書の解説や説明が変わっていく理由 
4 琉球王国の歴史・編纂物  
5 型式分類調査のイメージ  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

第第 554444 回回  文文化化講講座座 

演題：「『おもろさうし』の世界」（企画展関連催事） 

講師：波照間 永吉（名桜大学大学院博士課程特任教授） 

内容：1 琉球文学の概観 
2 オモロと『おもろさうし』 
3 オモロに親しむ 
4 王府オモロを聞く 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

第第 554455 回回  文文化化講講座座      

演題：「沖縄の人と自然 ～やんばる 50 年を中心に～」 

講師：当山 昌直（沖縄生物学会 副会長）  

内容：1  1972 年～のやんばる  6 生物多様性条約 
2  1950 年頃のやんばる  7 生物文化 
3 戦前のやんばる     8 生物文化の多様性 
4 人と自然との関わり 
5 環境史 

 

 

 

 

  

  

  

  

544 チラシ 
 

543-02.JPG 
 

543-03.JPG 
 

545-01.JPG 
 

544-01.JPG 
 

545-02.JPG 
 

545-03.JPG 
 

543 チラシ 

545 チラシ 
 

544-03.JPG 
 

543-01.JPG 
 

544-05.JPG 
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講師：波照間 永吉（名桜大学大学院博士課程特任教授） 

内容：1 琉球文学の概観 
2 オモロと『おもろさうし』 
3 オモロに親しむ 
4 王府オモロを聞く 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

第第 554455 回回  文文化化講講座座      

演題：「沖縄の人と自然 ～やんばる 50 年を中心に～」 

講師：当山 昌直（沖縄生物学会 副会長）  

内容：1  1972 年～のやんばる  6 生物多様性条約 
2  1950 年頃のやんばる  7 生物文化 
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545-02.JPG 
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第第 554466 回回  文文化化講講座座      

演題：「さわれる博物館はもっと面白い 

～３D プリントを活用した未来の博物館の姿～」 

講師：森 健人（一般社団法人 路上博物館 館長） 

内容：1 はじめに       6 まとめ／質疑応答 
2 博物館の SDGS 
3 なぜ路上博物館なのか 
4 博物館の課題 

   5 骨の読み方 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第第 554477 回回  文文化化講講座座      

演題：「サンゴ礁とハブ 意外な歴史関係」 

講師：井龍 康文（東北大学大学院理学研究科 教授） 

内容：1 はじめに                     6 琉球層群主部の堆積時 
2 宮古島および沖縄本島南部の地質    7 琉球層群主部が堆積 
3 沖縄―宮古海台および              8 まとめ／質疑応答 

ケラマギャップの地質 
      4 宮古島の脊椎動物化石 

      5 島尻層群堆積後～琉球層群堆積前まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第 554488 回回  文文化化講講座座      

演題：「琉球の仏教彫刻 －木彫刻を中心に－」 

講師：長谷 洋一（関西大学 教授） 

内容：1 はじめに 
2 円覚寺の仏像 
3 琉球の仏教と官寺・官社 

      4 琉球の信仰 

      5 おわりに／質疑応答 

 

 

 

546-01.JPG 
 

546-02.JPG 
 

546-03.JPG 
 

547 チラシ 
 

546 チラシ 
 

547-01.JPG 
 

547-02.JPG 
 

547-03.JPG 
 

548 チラシ 
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Ⅴ 博物館学芸員講座 

 

１ 学芸員講座の実施要項   

（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分かり

やすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的と

する。 

（２）内容 

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・ 

   展示解説、実技指導などを通して、県民各層が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画さ

れている。 

（３）実施日と場所 

実施日：毎月１回、土曜日 午後２時～４時までの２時間 （講座により変更あり） 

場  所：博物館講座室を基本とする 

（４）受講方法 

事前申込 60 名 

     ※２月 11 日以降は定員を 80 名に増員 

 

２ 学芸員講座の実施状況 

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者 

１ ４月９日（土） 博物館バックヤードたんけん 大城 久表 10 10 

２ ５月 14 日（土） 復帰 50 年 沖縄の想い 外間 一先 60 56 

３ ６月 11 日（土） フィールドツアー 港川人をたずねて 山崎 真治 20 18 

４ ７月９日（土） 
琉球王国の三線 
－知られざるべっ甲巻き三線について－ 篠原 あかね 60 37 

５ ８月 13 日（土） 
『沖縄、復帰後の展 ―いちまでぃん 
かなさ おきなわ－』見どころ紹介 宮城  修 60 48 

６ ９月 10 日（土） 
遺跡からかいま見る尚巴志の時代 

－尚巴志即位 600 年を記念して－ 
山本 正昭 

講堂

140 
109 

７ 10 月８日（土） 
フィールドツアー 身近なカタツムリたち

をさがしに行こう！ 
菊川  章 20 17 

８ 11 月 12 日（土）『琉球 －美とその背景－』展 よもやま話 伊禮 拓郎 
講堂

140 
86 

９ 12 月 10 日（土）
新収蔵の『向姓家譜』～和宇慶家と内間

家～ 
崎原 恭子 60 45 

10 １月 14 日（土） 
フィールドツアー 石ころと地形、遺跡か

ら紐解く島の成り立ちと人間生活 

宇佐美 賢 

山本 正昭 
15 18 

11 ２月 11 日（土） 
『宮内庁三の丸尚蔵館収蔵品展』にみる皇

室と沖縄 
大湾 ゆかり 80 48 

12 ３月 18 日（土） 
狩猟採集から農耕へ 

－古人骨から人類史の画期を探る－ 
澤浦 亮平 80  

※３月 16 日（木）現在の情報のため、３月 18 日（土）は空欄 
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第第１１回回  学学芸芸員員講講座座     

演題：「博物館バックヤードたんけん」 

講師：大城 久表（教育普及担当） 

内容：1  はじめに 
2  前半は、博物館たんけん！ 
3  後半は、探検報告書作成（コラージュによる下じき作り） 
4  まとめ 

 

 

 

 

 

 

  

  

第第２２回回  学学芸芸員員講講座座      

演題：「復帰 50 年 沖縄の想い」 

講師：外間 一先（博物館班 班長） 

内容：1  はじめに               6  復帰記念講演会 
2  沖縄の長い一日      7  沖縄県庁表札 
3  復帰当日の知事メッセージ   
4  新沖縄発足式典挨拶 
5   5-15 県民総決起大会 
 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

第第３３回回  学学芸芸員員講講座座     
演題：「フィールドツアー 港川人をたずねて」 

講師：山崎 真治（人類担当学芸員） 

内容：1  遺跡概要説明         6  フィッシャー上部の説明 

2  人骨発見状況の説明   7  大橋からの景観 

3  フィッシャー延長説明  8  小フィッシャー延長部  

4  周辺景観説明       

5  石切場説明               

 

 

 

 

 

 

  

01  チラシ 
 

03  チラシ 
 

03-01 
 

03-02 
 

03-03 
 

02  チラシ  
 

01-01 
 

01-03 
 

01-02 
 

02-01 
 

02-02 
 

02-03 
 

沖縄県立博物館・美術館　学芸員講座

バックヤードたんけん

参加無料
事前申込博 物 館

4/9
9 時 30 分　　　12 時

（受付9時 15 分）

（土）
2022

～ 

沖縄県立博物館・美術館って、大きな建物だよね。

一体どんな仕組みになっているのかな。

博物館にはいろんなモノがたくさんあるけど、どれくらいあ

るんだろう。外にも何かあるのかな。働いている人は、どんな

お仕事をしているんだろう。

博物館の「はて？どうなっているの？」を“博物館たんけん”

で謎解きします。もちろん、裏側もたんけんするよ！

前半は、博物館をたんけんし、後半は、たんけん報告書

（コラージュによる下じき作り）を作成します。

はて？ が気になったあなた、「博物館バックヤードたんけん」

に参加してみませんか。

　「博物館バックヤードたんけん」って…はて (・・？

オリジナルの
コラージュ下じきを
作ってみよう！

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

受  付 事前申込 3/9(水 )～

電話・WEB・総合案内にて受付

講 師

集  合 ふれあい体験室前

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち3-1-1

お問合せ

〒900-0006

大城久表（教育普及担当）

定  員 6名（小学3年生～小学6年生）

参加無料
事前申込

コラージュとは

写真や絵や文字などを切り抜き， 台紙に貼って

１つの作品にするものです。

沖縄県立博物館・美術館 学芸員講座

国際博物館の日2022記念事業

復帰を迎えた 1972 年 5 月 15 日は、復帰記念式典や新沖縄県発足式典が

開催される一方で復帰のあり方に抗議する県民総決起大会が行われました。

前日から降りしきる土砂降りの雨に「これは 27 年間の異民族支配のアカを

洗い落とす洗礼の雨だ」という人や「県民要求を無視し、新たな犠牲を強

いる返還であり天も泣いている涙の雨だ」という人もいました。希望と失望、

期待や不安など沖縄県民は「祖国復帰」の日を複雑な気持ちで迎えていた

のです。

復帰後生まれが人口の 6割を超えた今日において、当時の人々の想いに

触れながら「沖縄」のことについて考えてみたいと思います。

復帰50年復帰50年

沖縄沖縄のの想い想い
沖縄復帰記念式典（1972年5月15日）

県民総決起大会（1972年5月15日） 止めよう基地建設県民大会（2015年5月17日／撮影 嬉野京子）

講 師

会 場

外間 一先（博物館班 班長）

沖縄県立博物館・美術館

博物館講座室（60席）

受 付 事前申込 4/14 (木)～

電話・WEB・総合案内にて受付

お問合せ

6.112022.

講 師 山崎 真治（人類担当）

学芸員講座「フィールドツアー 港川人をたずねて」

13:00～16:00次
回
予
告

5.14
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　 中止または一部変更の可能性があります。

2022.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

〒900-0006

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

沖縄県立博物館・美術館　学芸員講座

　1970 年に那覇市の実業家、大山盛保（おおやま・せいほ）氏によっ
て八重瀬町港川遺跡から発見された港川人は、約 2 万 2000 年前
の 4 体分の全身骨格からなり、日本列島の旧石器人を代表する人骨
として教科書にも取り上げられています。港川人はどのような人々
だったのでしょうか？
　近年の調査研究から明らかになってきた当時の人々のくらしと、
彼らをとりまいていた自然環境について、実際の遺跡現地をめぐり
ながらわかりやすく解説します。

6. 11
2022.

13:00～16:00
（集合 12:30）

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　 中止または一部変更の可能性があります。

土

場 所 八重瀬町

定 員 20 名（小 3 以上）
※ 小中学生は保護者同伴

参加費 50 円（保険料）

講 師 山崎 真治（人類担当）
金城 達 氏（八重瀬町教育委員会）

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ
〒900-0006

受 付 申込期間：
お電話または総合案内にて受付いたします
抽選後、当選者には 6/4（土）までに通知

5/24（火）～ 5/29（日）

・現地集合・解散のできる方に限ります
・参加者以外の方のご参加はご遠慮ください
・抽選後、当選者のみ電話にてご連絡します

お願い

港川遺跡現地の写真（1970 年代）

ールドールドフィフィ アーア ーツツ
港港川人をたずねて川人をたずねて

港川人復元模型胸像

港川人 1 号頭骨

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )
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第第４４回回  学学芸芸員員講講座座   
演題：「琉球王国の三線 －知られざるべっ甲巻き三線について－」 
講師：篠原 あかね（美術工芸担当学芸員） 

内容：1  はじめに              2  三線の歴史と各三線の紹介  
3  三線の胴巻きについて  4  べっ甲巻き三線の事例紹介  
5  まとめ－べっ甲巻き三線とはどのような存在なのか－  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

第第５５回回  学学芸芸員員講講座座  
演題：「『沖縄、復帰後。展 －いちまでぃん かなさ オキナワ－ 』 
   見どころ紹介」 

講師：宮城 修（歴史担当学芸員） 

内容：1  はじめに              
  2  復帰記念植樹祭 
 3  復帰記念沖縄特別国民体育大会（若夏国体） 
 4  沖縄国際海洋博覧会        
 5  復帰三大事業を通して 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第６６回回  学学芸芸員員講講座座    

演題：「遺跡からかいま見る尚巴志の時代 －尚巴志即位 600 年を記念 

   して－」 

講師：山本 正昭（考古担当学芸員） 

内容：1  史跡で見る尚巴志生誕  
2  遺跡で見る察度王統滅亡までの道のり 
3  遺跡で見る三山統一までの道のり  
4  三山統一達成から逝去まで  
5  15 世紀前半はどのような時代であったのか-まとめにかえて- 

 

 

 

 

 

 

 

04  チラシ 
 

06  チラシ 
 

06-03 
 

06-01 
 

06-02 
 

05  チラシ 
 

04-01 
 

04-02 
 

04-03 
 

05-01 
 

05-02 
 

05-03 
 

沖縄県立博物館・美術館 学芸員講座

　現代の沖縄では、三線はとても身近な楽器です。しかし、琉球王国
時代には、王族や士族など限られた人々が楽しむ宮廷楽器でした。
近年の研究により、現代の三線と琉球王国時代の三線には、様々な
違いがあることがわかってきました。そのひとつが胴巻きです。現
代の三線には、胴部（チーガ）側面を布で覆う胴巻き（手当、ティーガー）
をつけることが一般的です。しかし、琉球王国時代には、胴巻きにべっ甲
と象牙の鋲を使用した三線が作られていました。全国でも 5 作例しか
存在が確認されていない貴重な三線で、その実体はまだよくわかって
いません。その謎を解明するべく当館では、調査と研究を重ね、べっ甲
巻き三線の模造復元に取り組みました。
　本講座では、三線の歴史を振り返るとともに、べっ甲巻き三線に
関する研究結果を報告します。べっ甲巻き三線とはどのような存在
なのか考察することで、三線の新たな一面に迫ります。

ぞうげ　 びょう

琉球王国の三線琉球王国の三線琉球王国の三線
ー知られざるー知られざる

についてーべっ甲巻き三線べっ甲巻き三線べっ甲巻き三線

講 師

会 場

篠原あかね（美術工芸担当）

沖縄県立博物館・美術館
博物館講座室（60 席）

受 付 事前申込 6/9 （木）~
電話・WEB・総合案内にて受付

お問合せ
8.132022.

講 師 宮城　修（歴史担当）

『復帰 50 年特別展』の見どころ紹介

14:00～16:00次
回
予
告

７9
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　 中止または一部変更の可能性があります。

2022.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

.

*WEB 受付は、7/9（土）11：00 で終了

※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。

蛇皮線（明治時代）
東京国立博物館所蔵 

Image：TNM Image Archives.

模造復元の様子（三線の胴にべっ甲を巻くところ）

6/29（水）～7/7（木）メンテナンス休館のためWEBのみ受付

拡大

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

　　　　　 メンテナンス休館 6/29（水）～ 7/7（木）

　2022 年は三山を統一した尚巴志が王位に就いて600 年目という節目
の年になります。尚巴志は琉球史上において3つの国に分かれた琉球を
1429 年に一つにまとめた国王であることから、後世には屈指の英雄
として広く世に伝わっています。
　本講座では、尚巴志が生誕してから王位に就くまでの足跡を辿りな
がら、14 世紀後半から15 世紀前半にかけての琉球を取り巻く歴史的
背景を紐解いていきます。また、尚巴志とその周辺の人物にまつわる
遺跡を個々に紹介し、改めて尚巴志という人物とその時代背景につい
て迫ります。

※ 詳細につきましては、HP やチラシで告知します。

共催：沖縄県立博物館友の会
※この催事は、「沖縄しまたて協会支援事業」から助成を受けています。

遺
跡
か
ら
か
い
ま
見
る
尚
巴
志
の
時
代

ー
尚
巴
志
即
位
　
年
を
記
念
し
て
ー

600

佐敷グスク・月代宮

つきしろの井 (尚巴志の産川) 苗代大親の屋敷跡 月代宮拝殿

沖縄県立博物館・美術館 学芸員講座

講 師

会 場

山本正昭（考古担当）

沖縄県立博物館・美術館
博物館講座室（60 席）

受 付 事前申込 8/10 （水）~
電話・WEB・総合案内にて受付

お問合せ

10.82022.

講 師 菊川　章（生物担当）

「フィールドツアー」「フィールドツアー」次
回
予
告

9 10
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　 中止または一部変更の可能性があります。

2022.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

.

*WEB 受付は、8/10（土）11：00 で終了

※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

- 34 -



第第４４回回  学学芸芸員員講講座座   
演題：「琉球王国の三線 －知られざるべっ甲巻き三線について－」 
講師：篠原 あかね（美術工芸担当学芸員） 

内容：1  はじめに              2  三線の歴史と各三線の紹介  
3  三線の胴巻きについて  4  べっ甲巻き三線の事例紹介  
5  まとめ－べっ甲巻き三線とはどのような存在なのか－  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

第第５５回回  学学芸芸員員講講座座  
演題：「『沖縄、復帰後。展 －いちまでぃん かなさ オキナワ－ 』 
   見どころ紹介」 

講師：宮城 修（歴史担当学芸員） 

内容：1  はじめに              
  2  復帰記念植樹祭 
 3  復帰記念沖縄特別国民体育大会（若夏国体） 
 4  沖縄国際海洋博覧会        
 5  復帰三大事業を通して 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第６６回回  学学芸芸員員講講座座    

演題：「遺跡からかいま見る尚巴志の時代 －尚巴志即位 600 年を記念 

   して－」 

講師：山本 正昭（考古担当学芸員） 

内容：1  史跡で見る尚巴志生誕  
2  遺跡で見る察度王統滅亡までの道のり 
3  遺跡で見る三山統一までの道のり  
4  三山統一達成から逝去まで  
5  15 世紀前半はどのような時代であったのか-まとめにかえて- 

 

 

 

 

 

 

 

04  チラシ 
 

06  チラシ 
 

06-03 
 

06-01 
 

06-02 
 

05  チラシ 
 

04-01 
 

04-02 
 

04-03 
 

05-01 
 

05-02 
 

05-03 
 

第第７７回回  学学芸芸員員講講座座  

演題：「フィールドツアー 身近なカタツムリたちをさがしに行こう！」 

講師：菊川 章（生物担当学芸員） 

内容：1  はじめに            5  カタツムリのいろいろ 
2  カタツムリってどんな生きもの？ 6  沖縄カタツムリ事情 

3  陸貝への進化は少なくとも３回起こった？ 
4  カタツムリの不思議な体 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第第８８回回  学学芸芸員員講講座座   
演題：「『琉球 －美とその背景』展 よもやま話」 

講師：伊禮 拓郎（美術工芸担当学芸員） 

内容：1  過去の復帰展 
   2  復帰 50 年の展示を行うにあたって 

 3  企画展として何を行うか？  
4  展覧会に向けて 
5  展覧会の見どころ説明補足 
 

 

 

  

  

  

  

  

  

第第９９回回  学学芸芸員員講講座座  

演題：「新収蔵の『向姓家譜』～和宇慶家と内間家～」 
講師：崎原 恭子（歴史担当学芸員） 

内容：1  はじめに           5  おわりに  
  2  館保管の家譜資料    

 3  新収蔵品の向姓家譜  
    4  新収蔵品の向姓家譜の意義 

 

 

  

 

 

 

  

  

9-02 
 

9-03 
 

9-01 
 

9  チラシ 
 

08-01 
 

08-03 
 

08-02 
 

08  チラシ 
 

07-01 
 

07-02 
 

07-03 
 

07  チラシ 
 

　琉球王国時代の家譜は、士（サムレー）の家に生まれた
人物の出自や職歴を記したものです。そのほとんどが、元祖と
子孫のつながりを示す「世系図（せいけいず）」と､記載
された人物の勲功や職歴等を記す「紀録」の２部構成となっ
ています。琉球王国時代の歴史的事項や人々の生き方等を
知ることができる貴重な資料です。
　本講座では、昨年度当館に寄贈された和宇慶家と内間家の

『向姓家譜（しょうせいかふ）  』の内容について紹介し、これらに
記載された琉球王国史もあわせてお話しします。講 師

会 場

崎原恭子（歴史担当）

博物館講座室（60 席）

受 付 事前申込 11/10 （木）~
電話・WEB・総合案内にて受付

お問合せ
1.152023.

宇佐美 賢（地学担当）

「移動展 in 渡嘉敷島 フィールドツアー」「移動展 in 渡嘉敷島 フィールドツアー」
次
回
予
告

12 10
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　 中止または一部変更の可能性があります。

2022.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

.

※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。

※詳細が決まり次第、HP などで告知します。

向姓家譜（和宇慶家）世系図向姓家譜（和宇慶家）世系図 向姓家譜（内間家）向姓家譜（内間家）

新
収
蔵
の
『
向
姓
家
譜
』

〜
和
宇
慶
家
と
内
間
家
〜

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
　
学
芸
員
講
座

し
ょ
う  

せ
い
　
　
か
　
　
ふ

わ
　  

う       

け

（日）

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。
【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

沖縄県立博物館・美術館 学芸員講座

　令和２年３月、復帰 50 年に向けた特別展・企画展のワーキング
会議が始まり、復帰を知らない世代が増える中「復帰 50 年をどう
考えるか」という大きな課題に直面しました。当館においても学芸員
の大半が復帰を知らない世代になった今「何を想い、
どう展示で伝えていくのか」何度も話し合いが行われ、復帰50 年展
「琉球―美とその背景―」の実施が決まりました。
　人文系学芸員総出の展覧会として県内初公開や数十年ぶりの公開
になる作品を含め、約 200 件の作品リストができあがり、東京・
九州の二つの国立博物館や宮内庁、徳川美術館などから
普段は借りることのできない作品が集まりました。
　復帰50 年という沖縄の近現代史における節目の年に何故「琉球」
なのか。展覧会の裏話や、本展でしか見られないイチオシ作品、
見どころ等を紹介します。

まとめられています。国王や按司を称えるものや築城、交易、ムラの
平和・繁栄祈願など、「オモロ」には様々な内容が謡われており、人々の
くらしや祈り、考え方などを知ることができます。本講座では、博物館
企画展 復帰 50 年展「琉球 －美とその背景－」と関連して、『おもろ
さうし』に記された、古琉球の豊かな世界をご紹介します。

【講師】

1950年、沖縄県石垣島生まれ。1969年、琉球大学法文学部国語

国文学科入学。 1986 年、法政大学大学院人文科学研究科日本

文学専攻博士課程単位取得満期退学。1995年、博士 (文学 )学位

取得 ( 法政大学大学院）。沖縄県立芸術大学教授・附属研究所

所長を経て 2016 年、沖縄県立芸術大学名誉教授。2019 年より

名桜大学大学院特任教授・研究科長 (現在に至る）。専攻は琉球文学。『琉球文学大系』編集

刊行委員会委員長。2022年に『おもろさうし 上』を刊行。他著書多数。

波照間 永吉　氏
え い き ちは て る ま

(名桜大学大学院博士課程特任教授 )

　復帰 50年展「琉球　̶美とその背景̶」
　　　2022 年 10 月 14 日 ( 金 ) ～ 12 月 4 日 ( 日 )

関連催事

唐船（進貢船）図
（東京国立博物館所蔵  / TNM Image Archive））

上：【重要文化財】朱漆花鳥密陀絵沈金御供飯
              （徳川美術館所蔵 / 徳川美術館イメージアーカイブ / DNPartcom）

下：黒地香袋桜牡丹文様描絵芭蕉衣裳
　　（松坂屋コレクション    J. フロントリテイリング史料館所蔵）
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講 師

会 場

伊禮拓郎（美術工芸担当）

沖縄県立博物館・美術館
3F 講堂（140 席）

受 付 事前申込 10/12 （水）~
電話・WEB・総合案内にて受付

お問合せ 12.102022.

講 師 崎原恭子（歴史担当）

「『歴代宝案』展の見どころあれこれ
　　　　　　　　　　～博物館収蔵資料を中心に」

14:00～16:00次
回
予
告

11 12
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　 中止または一部変更の可能性があります。

2022.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

.

*WEB 受付は、11/12（土）11：00 まで

※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。
【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

沖縄県立博物館・美術館　学芸員講座

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

　沖縄は、知る人ぞ知るカタツムリパラダイス！
身近な自然に潜む、個性豊かなカタツムリたちを一緒に
探しに行きましょう！　
今回のフィールドツアーは、カタツムリにスポットを当て、
知られざるナゾにせまります。

おきなわ

みぢか　  し ぜん     ひそ　　   こ   せい ゆた いっしょ

さが

こんかい

し

10. 82022.

9:00～12:00
（集合 8:45）

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　  中止または一部変更の可能性があります。

土

場  所 大里城址公園（南城市大里）

定  員 20 名（小 3 以上）
※ 小中学生は保護者同伴

参加費 300 円

講 師 菊川   章（生物担当）
098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ
〒900-0006

受 付 申込期間：
お電話または総合案内にて受付します
抽選後、当選者には 9/25（日）までにお電話にて通知

9/8（木）～ 9/21（水）

・現地集合、解散のできる方に限ります
・参加者以外の方のご参加はご遠慮ください

お願い

画像：上左から、「オキナワヤマタカマイマイ」、「オオカサマイマイ」、「オキナワヤマタニシ」
　　　下左から、「アオミオカタニシ」、「シュリマイマイ」、「オキナワギセル」

カタツムリ身近な たちをさがしに行こう！
フィールドツアーフィールドツアー
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第第 1100 回回  学学芸芸員員講講座座  

演題：「フィールドツアー 石ころと地形、遺跡から紐解く島の成り立ち 

   と人間生活」 

講師：宇佐美 賢（地学担当学芸員）・山本 正昭（考古担当学芸員） 

内容：1  はじめに      4  阿波連港横 
2  黒色千枚岩の観察   5  阿波連園地展望台 
3  北展望台           6  船越原遺跡周辺 

          

 

 

 

 

  

  

  

  

第第 1111 回回  学学芸芸員員講講座座  

演題：「『宮内庁三の丸尚蔵館収蔵品展』にみる皇室と沖縄」 

講師：大湾 ゆかり（民俗担当学芸員） 

内容：1  宮内庁三の丸尚蔵館の紹介     
   2  今回の展覧会までの開催の経緯    
   3  展覧会の構成と出品作品  
   4  展覧会のみどころ 作品とその背景 

5  特別ゲスト 鶴田 萌さんによる篳篥（ひちりき）の演奏 
 

 

 

 

 

 

  

             

  

第第 1122 回回  学学芸芸員員講講座座    

演題：「狩猟採集から農耕へ ―古人骨から人類史の画期を探る―」  

講師：澤浦 亮平（人類担当学芸員） 

      
        
 
 

  

  

  

  

  

11  チラシ 
 
 

12  チラシ 
 

11-01  
 

11-02 
 

11-03 
 

10  チラシ 
 

10-01 
 

10-02 
 

10-03 
 

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

博物館学芸員講座①
「渡嘉敷村の遺跡の味」

沖縄県立博物館・美術館　館長講座
「琉球王国時代の慶良間・渡嘉敷」

博物館学芸員講座②フィールドツアー
「石ころと地形、遺跡から紐解く

　　　　　　　　島の成り立ちと人間生活」

「かんたん化石のレプリカづくり」

「身近な植物で筆を作って
　　　　　文字や絵を描いてみよう！！」

おまたせしました！

2 年越しの開催です！

動物のはく製や地域によって異なる石、復帰 50 年に関する
資料など沖縄の自然・歴史・文化を知るチャンスです！

ワークショップや講座なども開催！
みなさまのご来場をお待ちしております！

移動展 in 渡嘉敷島
沖縄県立博物館・美術館　令和 4 年度

蝶形骨器

ヤンバルクイナ

水晶

荻堂式土器

9:00 ～ 17:00　渡嘉敷村中央公民館
（最終入場 16:30）

1/13
金 日

1/151/14
土

港川人

入場無料
だよ～第13回

オキナワイシカワガエル

イリオモテヤマネコ

1/13
   金

1/14・15
   土　     日

1/15
   日

1/14
   土

詳細は、

こちらから

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【住所】那覇市おもろまち 3-1-1

【主催】沖縄県立博物館・美術館、一般財団法人 沖縄美ら島財団　【共催】渡嘉敷村

沖縄県立博物館・美術館の収蔵資料が
渡嘉敷島にやってくる！

・

沖縄県立博物館・美術館 学芸員講座

　このたび宮内庁と文化庁の働きかけで、 当館で三の丸尚蔵館

の収蔵品を展示する機会を得ました。 本講座では、 皇室に受け

継がれた美術品を収蔵し、 調査研究及び保存管理を担ってい

る三の丸尚蔵館を紹介するとともに、 本展で展示する沖縄ゆか

りの品々について解説いたします。 また、 展覧会を企画する中で

当館から所望し、 今回初めて沖縄で展示することになった三の

丸尚蔵館所蔵の名品や装束などの作品の魅力についてお話しし

ます。

山本芳翠≪那覇港之景（部分）≫

美ら島おきなわ文化祭 2022 関連特別展
宮内庁三の丸尚蔵館収蔵品展

「宮内庁三の丸尚蔵館収蔵品展」にみる
皇室と沖縄

講 師

会 場

大湾  ゆかり（民俗担当）

博物館講座室
受 付 当日先着（80 席）

お問合せ

3.182023.

講 師 澤浦亮平（人類担当）

「狩猟採集から農耕へ
　　              - 古人骨から人類史の画期を探る -」

14:00～16:00次
回
予
告

  2 11
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　  中止または一部変更の可能性があります。

2023.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

.

※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。
【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

　約１万２千年前に西アジアで世界で初めて起こった狩猟
採集から農耕への変化は人類史の注目されるべき大きな画期
ですが、琉球列島ではいつ、どのようにこの変化が起こった
のでしょうか？そして、他地域とどのような違いがあるの
でしょうか？
　本講座では琉球列島の農耕の起源について、考古学的な
知見のレビューを行いその特殊性について検討します。　
さらに、古人骨研究からこの変化についてどんなストーリー
を描き出せるのか、新知見を踏まえながらお話します。

沖縄県立博物館・美術館 学芸員講座

狩猟採集から農耕へ
　-古人骨から人類史の画期を探る -

左：狩猟採集民　南城市武芸洞遺跡出土人骨
右：農耕民　石垣市野底遺跡出土人骨

講 師

会 場

澤浦 亮平（人類担当）

博物館講座室
受 付 当日先着（80 席）

お問合せ

 4.82023.

講 師 大城久表（教育普及担当）

「バックヤード探検！」
14:00～16:00次

回
予
告

  3 18
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　  中止または一部変更の可能性があります。

2023.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

.

※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。

※事前申込

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。
【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )
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第第 1100 回回  学学芸芸員員講講座座  

演題：「フィールドツアー 石ころと地形、遺跡から紐解く島の成り立ち 

   と人間生活」 

講師：宇佐美 賢（地学担当学芸員）・山本 正昭（考古担当学芸員） 

内容：1  はじめに      4  阿波連港横 
2  黒色千枚岩の観察   5  阿波連園地展望台 
3  北展望台           6  船越原遺跡周辺 

          

 

 

 

 

  

  

  

  

第第 1111 回回  学学芸芸員員講講座座  

演題：「『宮内庁三の丸尚蔵館収蔵品展』にみる皇室と沖縄」 

講師：大湾 ゆかり（民俗担当学芸員） 

内容：1  宮内庁三の丸尚蔵館の紹介     
   2  今回の展覧会までの開催の経緯    
   3  展覧会の構成と出品作品  
   4  展覧会のみどころ 作品とその背景 

5  特別ゲスト 鶴田 萌さんによる篳篥（ひちりき）の演奏 
 

 

 

 

 

 

  

             

  

第第 1122 回回  学学芸芸員員講講座座    

演題：「狩猟採集から農耕へ ―古人骨から人類史の画期を探る―」  

講師：澤浦 亮平（人類担当学芸員） 

      
        
 
 

  

  

  

  

  

11  チラシ 
 
 

12  チラシ 
 

11-01  
 

11-02 
 

11-03 
 

10  チラシ 
 

10-01 
 

10-02 
 

10-03 
 

Ⅵ 博物館常設展展示解説会 

 
 

１ 展示解説会の実施要項 
 
定員を設けていない催事であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため人数制限（定員 15

名）を設けて実施した。 

 
（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分か

りやすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目

的とする。 
（２）内容 

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・

展示解説を通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学ぶことができる。 
（３）実施日と場所 

実施日：毎月１回、第２木曜日  14:00～15:00 までの１時間  

    ※８月は 10 日（水）に実施 

場 所：博物館常設展示室 
（４）受講方法 

当日先着 15 名（13:30～ふれあい体験室前にて受付） 
 

２ 展示解説会の実施状況 
 

常設展の展示解説会は、展示資料を前に解説パネルだけでは補いきれない「博物館ならではの最新

の調査報告や情報」を踏まえた内容を紹介。新型コロナウイルス感染症の影響で、一部担当を変更し

て、実施した。（８月と３月の当初予定を入れ替えて実施） 

 

 Ⅵ_博物館常設展展示解説会_02_一覧 xlsx 
回数 期日 分野 講師名 定員 参加者

1 ４月14日（木） 教育普及 大城　久表 15 16

2 ５月12日（木） 人類 山崎　真治 15 13

3 ６月９日（木） 民俗 大湾　ゆかり 15 15

4 ７月14日（木） 歴史 宮城　修 15 15

5 ８月10日（水） 美術工芸 伊禮　拓郎 15 14

6 ９月８日（木） 地学 宇佐美　賢 15 15

7 10月13日（木） 歴史 外間　一先 15 15

8 11月10日（木） 美術工芸 篠原　あかね 15 12

9 12月８日（木） 歴史 崎原　恭子 15 12

10 １月19日（木） 人類 澤浦　亮平 15 13

11 ２月９日（木） 考古 山本　正昭 15 15

1212 ３月９日（木） 生物 菊川　章 15
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Ⅶ バックヤードツアー 

 

１ バックヤードツアーの実施要項 

 

（１）趣旨・目的 
博物館が持つ、調査・研究・保存の機能を担う収蔵庫や各部屋を学芸員が分かりやすく解説

し、普段見る事のできない博物館の機能の見学を通して、文化財への県民の意識向上を図る

事を目的とする。 

（２）内容 

普段見ることができない博物館内の各部屋を見学する。 

（３）実施日と場所 

実施日：毎月１回、今年度は基本第４土曜日 14:00～15:00までの１時間 
場  所：博物館バックヤード 

（４）参加方法・定員 

参加方法：開催1週間前より電話・総合案内で受付 

定    員：事前申込10名 

 

２ バックヤードツアーの実施状況 

 

バックヤードツアーは学芸員が講師を務め、より専門性を生かした内容とリピーターづくりを目指

している。安全性を考慮し、学芸員と指定管理者スタッフの２名体制で臨んだ。学芸員研究室、研究

資料室（書庫）、自然史実験室、トラックヤード、写真撮影室、冷凍室、工作室を基本コースとし、収

蔵庫は専門分野を中心に案内した。また、建物の構造や IPM（Integrated Pest Management：：総合的

有害生物管理）の取り組み、資料の修復等について解説するなど、博物館の役割や使命を理解しやす

くする工夫をしながら実施した。 
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   ※３月 16 日（木）現在の情報のため、３月 25 日（土）は空欄 
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   ※３月 16 日（木）現在の情報のため、３月 25 日（土）は空欄 

回数 期日 分野 講師名 定員 参加者

１ ４月23日（土） 美術工芸 伊禮　拓郎 10 ８

２ ５月28日（土） 人類 山崎　真治 10 10

３ ６月25日（土） 民俗 大湾　ゆかり 10 10

４ ７月16日（土） 歴史 崎原　恭子 10 13

５ ８月27日（土） 地学 宇佐美　賢 10 11

６ ９月24日（土） 考古 山本　正昭 10 10

７ 10月22日（土） 生物 菊川　章 10 10

８ 11月26日（土） 歴史 外間　一先 10 10

９ 12月24日（土） 歴史 宮城　修 10 13

10 １月28日（土） 人類 澤浦　亮平 10 10

８11 ２月25日（土） 美術工芸 篠原　あかね 10

12 ３月25日（土） 教育普及 大城　久表 10
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   ※３月 16 日（木）現在の情報のため、３月 25 日（土）は空欄 

Ⅷ  夏休み！こどもフェスタ 2022 親子バスツアー 

 

今年度は、毎年行っている｢夏休み！こどもフェスタ｣の内容を一部変更し、復帰 50 年特別展関連催

事の一環として、「親子バスツアー」を 2回実施した。 

 

１ 親子バスツアーの実施要項 

 

（１）趣旨・目的 

学芸員が親子を対象に沖縄の自然・歴史・文化と復帰について考え、郷土への興味・関心を高

める。 

 

（２）内容 

復帰後 50 年を迎えた今、沖縄県の近現代史や自然、生活に関わる各所をめぐり、学芸員が親

子を対象に沖縄の自然・歴史・文化と復帰について考え、郷土への興味・関心を高める場を提

供するため｢親子で知ろう！むかしのおきなわとこれからのおきなわバスツアー」を行う。 

 

（３）その他 

①実施方法 

対 象：県内の小学生・中学生 と親子 

定 員：20 名（親子 10 組） 

実施日：令和４年４月 30 日（土） 9:00～13:20 那覇市小禄周辺コース 

令和４年７月 23 日（土） 9:00～16:00 恩納村博物館周辺コース 

参加料：無料   

②受講方法 

当日の日程表をチラシ等で告知し参加者を募る。 

事前申込制 ※応募者多数の場合抽選。 
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２ 親子バスツアーの実施状況 

期日・教室内容・講師 参加者 

【４月 30 日（土）】 

復帰 50 年特別展関連催事  親子バスツアー① 

「親子で知ろう！むかしのおきなわとこれからのおきなわバスツアー」 

場所：那覇市小禄周辺コース 

① がじゃんびら公園   ② 山下第一洞穴遺跡 ③ 島田叡顕彰碑 

④ 落平               ⑤ 野球資料館        ⑥ 奥武山の地形 

⑦ 世持神社           ⑧ 奈良原繁銅像跡    ⑨ 国場川  

⑩ 若夏国体          ⑪ バスで浦添方面 

 

外間 一先 （博物館班 班長）   宮城 修 （歴史担当）  

崎原 恭子 （歴史担当）     菊川 章 （生物担当）  

宇佐美 賢 （地学担当）     澤浦 亮平（人類担当）       

大湾 ゆかり（民俗担当） 

 

【７月 23 日（土）】 

復帰 50 年特別展関連催事  親子バスツアー②（夏休み！こどもフェスタ 2022） 

「米軍基地と復帰に伴う開発と沖縄の自然・歴史・文化」 

 復帰 50 年の沖縄について親子で学ぼう。 

場所：恩納村博物館周辺コース 

①車窓各所解説      ②仲泊遺跡      ③比屋根坂石畳 

④恩納村文化情報センター 

⑤嘉手納道の駅       ⑥車窓各所解説 

外間 一先（博物館班 班長）      宮城 修  （歴史担当）  

菊川 章 （生物担当）        山崎 真治（人類担当） 

山本 正昭（考古担当） 
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Ⅸ  ふれあい体験室 
 

１ ふれあい体験室の概要 
 

（１）ふれあい体験室の位置づけと目的 
「ふれあい体験室」は、ハンズ・オン展示の資料を通して来館者同士、来館者とスタッフ、

また、ここで展示されている“おきなわ”との「ふれあい空間」創りをめざしている部屋である。

この部屋は、常設展示として、総合展示・部門展示と補完しあい、また、実習室や野外体験プ

ログラムと連携し、効果的に運用できる機能を併せ持っている。 
さらに、この部屋は館内における教育普及活動の拠点施設となり、来館者に発見や感動の喜

びを提供する場として、教育のさらなる向上に寄与する展示・プログラムの開発を行う場とも

なる。 
 

（２）体験キットの位置づけ 
展示物（体験キット）は、沖縄の「自然のしくみ」と「先人の知恵」を触れる・見る・聞く

などの五感で体感できる操作や組立てなどの遊びを通じて、展示資料を深く学ぶことができる。 
体験キットは、教育普及資料として位置づけられるもので、沖縄の自然、考古、歴史、美術

工芸及び民俗などの内容に基づき、すべてが触れることのできるものとする。 
体験キットは、来館者が資料に触れあうことで目的が達成するものとして準備されている。

来館者が自主的に触れることができるようにするために、職員や親子、一般の方々といった

様々な人が参加する雰囲気作りを心がけていく。ふれあい体験室では、能動的に“沖縄の「自然

のしくみ」や「先人の知恵」”を発見・再発見することができる展示を行う。 
 

（３）ふれあい体験室・体験キットの対象者 
基本的に小学校中学年（３年生以上）を対象とする。しかし、テーマに沿った展示手法の工

夫により、幼児から就学年齢の子ども、または大人にとっても楽しめる空間創りを目指す。 
 

（４）体験キットの分類 
ふれあい体験室は、自由に体験キットを利用することを基本としている。しかし、体験キッ

トによっては安全性や耐久性の面で使用時の注意や制限がかかるものもある。ふれあい体験室

では、体験キットを分類し、配置されているゾーンによって、使用制限のランクを分けている。 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見取り図（ゾーニング図） Ⅸ_1_体験キットの分類.jpg 

Ⅸ_1_見取り図.jpg 
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No. タイトル 分野 小テーマ　 中テーマ 大テーマ 備考

1 サインを見のがすな！

2 小さな生き物の大きな仕事

3 耳をすませば

4 この骨だれの？

5 サンゴと生きる

6 いろいろなタネ

7 いろいろな木と草

8 いろいろな石と砂

9 見える星座・見えない星座

10 化石　～生きていたあかし～

11 港川人研究所

12 土層と遺物からわかること

13 石で築く

14 ヌチグスイ

15 イノー　～海の食料庫～

16 御三味（ウサンミ） 食の習わし

17 いろいろな道具 生活のくふう

18 島々のコトバ 沖縄のコトバ

19 いろいろな玩具

20 いろいろな楽器

21 衣からわかること

22 焼物　～かたちのわけ～

23 漆　～飾るたのしみ～

24 印かんってなぁに？

25 島のかたち

26 記録のくふう

27 国々とのおつきあい

28 サンゴとカッチュウソウの深～い仲

29 コロコロ生態系

30 岩石観察

31 化石組み立て体験

32 絣のしくみ

33 三線のかたち①・②

34 仁王像

35 ウチナーの昔話 民俗

36 チュンジー

37 万国津梁の鐘
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色のひみつ
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※平成29年度に製作した開館10周年記念特別展「海の沖縄」関連体験キットは、ふれあい体験室の体験キット登
録を解除し、貸出用教育普及資料として利用。

自然史

考古

国のかたち
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美術工芸

民俗
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自
然
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し
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先
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平成19年度
製作

平成27年度
製作

沖縄県立博物館・美術館魅力アップ事業

「ふれあい体験室機能強化事業」実施にお

ける体験キットとして製作
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３ ふれあい体験室の運営状況 
 
（１）ふれあい体験室の再開 

 ふれあい体験室は新型コロナウイルスの感染拡大を受けて 2020 年３月から休室し、６月には再

開したものの１カ月半で再度休室となり、それから約２年４カ月運営停止が続いていた。しかし、

今年度秋頃から新型コロナウイルス感染症も落ち着きを見せ、国によるコロナ対策も緩和された

ため、2022 年 11 月８日よりようやく再開となった。 

 再開にあたり、県と指定管理との協議の上「ふれあい体験室の運営に関する感染症予防ガイド

ライン」を制定。現在はガイドラインに則って運営を行っている。これまでの運営方法から、開

室時間、利用人数、利用時間などを変更し、一部制限を設けて開室している。また、利用者には

感染予防対策としてマスク着用・手指の消毒を促し、安全に利用してもらえるよう心掛けている。 

 
 
 
 
 
 
 

 
（２）スタッフの配置状況 

ふれあい体験室は常駐の職員１名（沖縄美ら島財団）と博物館ボランティアスタッフで運営を

行っている。現在、職員は常勤スタッフ１名とアルバイトスタッフ４名を配置している。博物館

ボランティアにおいては、現在新型コロナウイルス感染症対策として体験サポートの活動は休止

している。 
 

４ ふれあい体験室の取組み 
 

ふれあい体験室ワークショップにおいて、春期から冬期まで 4 プログラムを実施した。感染症対策

として「ふれあい体験室ワークショップの運営に関するガイドライン」に則り、運営スタッフと参加

者への検温、マスク着用、手指の消毒を徹底し、人と人との距離を保って実施した。各回終了時には、

道具や机を消毒するなど細心の注意を払い感染症対策を行った。 
 

（１）ふれあい体験室ワークショップ 
今年度のふれあい体験室ワークショップは、体験キットおよび展覧会の充実・発展を目的に、

各分野担当学芸員と協力して４つのプログラムを開催した。未就学児から大人まで広い世代に

参加してもらえるよう、難易度が低く短時間で取り組める内容のものを選定して実施した。 
夏期には「スケスケ展」と連動して関連催事を開催し、企画展と本催事と相互に盛り上げた。

また、今年度は新たに各プログラムに参加するごとにスタンプを集めることができる「スタン

プラリーカード」を実施。コンプリート賞の景品も配布し、集める楽しさを提供することがで

きた。 
 

場 所：ふれあい体験室前エントランスホール 
講 師：新垣 麻乃、保久村 智恵、大濵 萌子、藤井 雅弘（一般財団法人 沖縄美ら島 
     財団） 
対 象：５歳から大人まで（小学３年生以下は保護者同伴） 
開催日数：43 日  
参加者数：644 名（一日平均 14.9 名） ※３月 11 日（土）現在 
主  催：一般財団法人 沖縄美ら島財団 

Ⅸ_3_写真 01.jpg Ⅸ_3_写真 02.jpg 

開室したふれあい体験室の様子 利用案内掲示板 
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①①４４・・５５・・６６月月「「ふふれれたたいい博博士士ののててづづくくりりおおももちちゃゃ」」  

内  容：体験キット No.19「いろいろな玩具」に関連して、沖

縄の昔ながらの草編み玩具を画用紙やソフトテープを

使って制作する。 

日  時：2022 年４月～６月の毎週土曜日（全 13 回） 

①10:00「星コロ」／②10:45「馬グヮー」 

③11:30「ハブグヮー」 

定  員：事前申込 18 名（各回６名） 

参 加 費：300 円 

参加者数：171 名（１日平均 13.2 名） 

 

Ⅸ_4_写真 01.jpg 

Ⅸ_4_写真 02.jpg Ⅸ_4_写真 03.jpg 

内  容：企画展「スケスケ展」に関連して、葉脈標本を制作す

る。葉脈だけを取り出した葉を好きな色に染め上げ、

ハーバリウムオイル入りの標本瓶に詰めて葉脈を観察

する。 

日  時：2022 年 7 月 16 日～９月３日の毎週土曜日（全８回） 

①10:00～11:00／②11:00～12:00 

定  員：事前申込 16 名（各回８名）※事前申込制 

参 加 費：無料 ※琉球銀行協賛事業のため無料開催  

参加者数：139 名（１日平均 17.4 名） 

 

②②７７・・８８・・９９月月  ススケケススケケ展展連連動動企企画画（（琉琉球球銀銀行行ププレレゼゼンンツツ））  

「「ふふれれたたいい博博士士ののカカララフフルル葉葉脈脈標標本本  ～～ススケケススケケ葉葉っっぱぱにに色色ををつつけけよようう！！」」 

Ⅸ_4_写真 04.jpg 

Ⅸ_4_写真 05.jpg 

Ⅸ_4_写真 06.jpg Ⅸ_4_写真 07.jpg Ⅸ_4_写真 08.jpg 
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内  容：体験キット№21「衣からわかること」に関連して、オ

リジナルのコースターを制作する。「平織り」の体験を

通して、経糸と緯糸からできる織物の仕組みを学ぶ。 

日  時：2023 年１月～３月の毎週土曜日（全 12 回） 

①10:00～11:00／②11:00～12:00 

定  員：事前申込 18 名（各回９名） 

参 加 費：400 円 

参加者数：110 名（１日平均 12.2 名） ※３月 11 日（土）時点 

 

④④１１・・２２・・３３月月「「ふふれれたたいい博博士士のの手手織織りりココーーススタターーづづくくりり」」 

③③1100・・1111・・1122 月月「「ふふれれたたいい博博士士のの星星座座万万華華鏡鏡づづくくりり」」 

内  容：体験キット№9「見える星座・見えない星座」に関連し

て、沖縄の夜空で見られる星座について学びながら、

星座の万華鏡を制作する。 

日  時：2022 年 10 月～12 月の毎週土曜日（全 13 回） 

     ※10 月 22 日（土）→11 月 20 日（日）へ変更 

①10:00／②10:45／③11:30 

定  員：事前申込 18 名（各回 6 名） 

参 加 費：300 円 

参加者数：224 名（１日平均 17.2 名） 
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（２）ふれあい体験室オンラインワークショップ 
ふれあい体験室ワークショップのコンテンツを、オンライン体験サイト「aini（アイニー）」

を利用して提供する。配信には Zoom を使用。 

 
①「沖縄の伝統的な草編みおもちゃ『星っころ』を作ろう！」 

日  時：2022 年６月 26 日（日）14:00～15:00 

講  師：新垣 麻乃（（一財）沖縄美ら島財団） 

定  員：事前申込５名（一般対象） 

参 加 費：1,500 円（材料費・郵送費込み） 

参加者数：１名 

 
②「カラフルなスケルトンリーフの標本瓶づくり」 

日  時：2022 年９月 24 日（土）14:00～15:30 

講  師：新垣 麻乃（（一財）沖縄美ら島財団） 

定  員：事前申込５名（一般対象） 

参 加 費：1,500 円（材料費・郵送費込み） 

参加者数：２名 

 
 
 
 
 

 

内  容：「ふれたい博士の星座万華鏡づくり」に関連して、当館

屋上スペースにて星空観察会を行う。天体望遠鏡の使

い方や、惑星や星座の観察ポイントを伝える。 

     ※雨天のため内容を変更し、博物館実習室にて星座や惑星につい

て解説会を行った。 

日  時：2022 年 12 月 16 日（金）17:30～19:30 

     ※雨天のため 12 月２日（金）から日程変更 

場  所：博物館実習室 

講  師：宇佐美 賢（地学担当） 

藤田 早苗（（一財）沖縄美ら島財団） 

定  員：事前申込 25 名 

参 加 費：500 円 

参加者数：15 名 
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⑤⑤ふふれれたたいい博博士士のの星星座座万万華華鏡鏡づづくくりり関関連連催催事事「「おおききみみゅゅーー  ddee  冬冬のの星星空空観観察察会会」」 
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Ⅹ  ボランティア養成事業 

 

１ 目的 

 

沖縄県立博物館・美術館は県民の自己啓発や学習の場の提供、また、博物館支援活動を目的とし

て「ボランティア」を導入している。この活動は、多様化する来館者のニーズに対して、よりきめ

細かく適切なサービスへの寄与を目的としている。 

 

２ ボランティアの活動内容 

 

 （１）ボランティアの種類 

    博物館ボランティア 

 

 （２）活動の種類・活動内容 

 

博物館ボランティア 

 

□博物館ボランティア 

①展示解説ガイド ・学校向け常設展示解説補助（主に学習プログラム対応） 

②体験学習サポート 

 

・学校団体、教職員向け講座対応 

：誘導、民具体験学習の支援 

・ふれあい体験室支援：ふれあい体験室における活動支援※ 

体験学習教室支援：体験学習・各種講座 

・移動展等における補助 

・各種行事の際の補助 

③資料整理活動 ・新聞スクラップ等 

④その他 

・ボランティア間の連絡 

・各種刊行物の発送業務 

・沖縄美ら島財団（指定管理者）主催催事支援 

・ふれあい体験室 IPM 清掃 

※原則：毎月第 4月曜日 13:20～ 

■総合展示部門ガイドボランティア 

 

①案内型ガイド 

②待機型ガイド 

（ジンブン BOX） 

※博物館ボランティアのうち、ガイドライセンス保持者 

・総合展示部門解説ガイド（学校団体/一般来館者） 

・総合展示部門における展示解説 

 

    ※ふれあい体験室専属ボランティアは、令和２年度より博物館ボランティアへ統合。 

 

 

- 48 -



  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
  

（２）ふれあい体験室オンラインワークショップ 
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を利用して提供する。配信には Zoom を使用。 

 
①「沖縄の伝統的な草編みおもちゃ『星っころ』を作ろう！」 

日  時：2022 年６月 26 日（日）14:00～15:00 
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い方や、惑星や星座の観察ポイントを伝える。 

     ※雨天のため内容を変更し、博物館実習室にて星座や惑星につい

て解説会を行った。 

日  時：2022 年 12 月 16 日（金）17:30～19:30 

     ※雨天のため 12 月２日（金）から日程変更 

場  所：博物館実習室 

講  師：宇佐美 賢（地学担当） 

藤田 早苗（（一財）沖縄美ら島財団） 
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Ⅹ  ボランティア養成事業 

 

１ 目的 

 

沖縄県立博物館・美術館は県民の自己啓発や学習の場の提供、また、博物館支援活動を目的とし

て「ボランティア」を導入している。この活動は、多様化する来館者のニーズに対して、よりきめ

細かく適切なサービスへの寄与を目的としている。 

 

２ ボランティアの活動内容 

 

 （１）ボランティアの種類 

    博物館ボランティア 

 

 （２）活動の種類・活動内容 

 

博物館ボランティア 

 

□博物館ボランティア 

①展示解説ガイド ・学校向け常設展示解説補助（主に学習プログラム対応） 

②体験学習サポート 

 

・学校団体、教職員向け講座対応 

：誘導、民具体験学習の支援 

・ふれあい体験室支援：ふれあい体験室における活動支援※ 

体験学習教室支援：体験学習・各種講座 

・移動展等における補助 

・各種行事の際の補助 

③資料整理活動 ・新聞スクラップ等 

④その他 

・ボランティア間の連絡 

・各種刊行物の発送業務 

・沖縄美ら島財団（指定管理者）主催催事支援 

・ふれあい体験室 IPM 清掃 

※原則：毎月第 4月曜日 13:20～ 

■総合展示部門ガイドボランティア 

 

①案内型ガイド 

②待機型ガイド 

（ジンブン BOX） 

※博物館ボランティアのうち、ガイドライセンス保持者 

・総合展示部門解説ガイド（学校団体/一般来館者） 

・総合展示部門における展示解説 

 

    ※ふれあい体験室専属ボランティアは、令和２年度より博物館ボランティアへ統合。 
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３ ボランティア養成事業の実施状況 

 

（１）第９期博物館ボランティア養成講座について 

第９期博物館ボランティア養成講座については、５名が新規登録された。 

    

図１-① 養成講座実施要項 ※令和４年度版         図１-② 養成講座実施要項 ※令和４年度版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 博物館ボランティア養成講座日程 ※令和 4 年度版    図３ 養成講座チェック表 ※令和 4 年度版 
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2022年度沖縄県立博物館・美術館 博物館班教育普及 

- 1 -

             

募募集集要要項項 博博物物館館ボボラランンテティィアア 第第 期期

 沖縄県立博物館・美術館では、地域の方々へ自己啓発の場を提供するとともに、博物館活動の活性化、来 
館者へのサービス向上、多様化するニーズへの対応を目指し博物館ボランティア（第 9 期）を募集します。

 １１ 活活動動内内容容・・募募集集人人数数

  博博物物館館ボボラランンテティィアア〈〈主主にに平平日日活活動動〉〉            １１５５ 名名

    ① 学校団体対応 主として 
      ・学習プログラム（民具体験学習）において、民具体験サポート、展示物解説、誘導係などを行う。 
    ② 体験学習サポート

      ・ふれあい体験室来館者へのサポート・夏休み学芸員教室のサポートなどを行う。

    ③ 資料整理活動

      ・ 新聞スクラップ整理・各種刊行物発送作業サポートなどを行う。

２２ 応応募募資資格格・・条条件件ななどど

   ・令和４年４月１日現在、満１８歳以上の方（高校生を除く）で、博物館活動に興味・関心のある方。

   ・各種研修すべてを受講できる方。

   ・登録後、月に６時間程度、当館においてボランティア活動ができる方。

３３ 受受講講料料 無料

４４ 登登録録とと活活動動

  博物館ボランティア〈主に開館日に活動〉 
・養成講座修了後 → 博物館ボランティアへ登録 
・登録期間令和４年７月～令和５年３月３１日（一年度毎の更新。継続更新可） 

５５ 応応募募期期間間及及びび方方法法  
    令和４年２月１６日(水)～３月１６日 水

  申込用紙に必要事項を記入の上、FAX、郵送のいずれかで３３月月１１６６日日 水水 必必着着 
 

※※消消印印有有効効ででははあありりまませせんん。。ごご注注意意くくだだささいい 
※定員を超える場合は抽選と致します。

問合せ先 ℡ 098 941-8200 FAX 098 941-2392 
受付：9:00～18:00（月曜日を除く）

沖縄県立博物館・美術館指定管理者（沖縄美ら島財団 担当：比嘉、植田）

６６ ボボラランンテティィアア登登録録ままででのの流流れれ  
・募集期間 令和４年２月～３月 
・開講式 令和４年５月６日 金 ※ほか養成講座別紙参照

・養成講座 令和４年５月～７月 
 
 
７７ 養養成成講講座座のの日日時時・・場場所所 
・博物館ボランティア養成講座：主に水曜日、金曜日に実施 14:00～16:00※開講式５月６日（金） 

 
８８ そそののほほかか【【おお願願いい】】 

申申込込書書提提出出後後もも、、新新型型ココロロナナウウィィルルススにに関関すするる状状況況次次第第でではは養養成成講講座座をを延延期期・・ままたたはは中中止止ととすするる場場合合がが

ごござざいいまますす。。申申込込をを提提出出さされれたた方方はは実実施施のの有有無無がが決決ままりり次次第第、、館館かからら直直接接連連絡絡いいたたししまますす。。ままたた当当館館ＨＨＰＰ

ににもも掲掲載載いいたたししまますすののででよよろろししくくおお願願いいししまますす。。 
 

第９期 博物館ボランティア養成講座 内容及び会場

※新型コロナウィルスに関する状況次第では養成講座を延期・または中止とする場合がございます。

講座① 月 日（金）・・・・・・・・・・・・・博物館講座室
（１）１４：００～１４：２０【開講式】大城

（２）１４：２０～１４：５０【博物館活動について】博物館班長

（３）１５：００～１５：３０【 について】宇佐美

講座② ５月１８日（水）・・・・・・・・・・・・・博物館講座室
（１）１４：００～１４：５０ 【教育普及ガイダンス】大城

（２）１５：００～１５：５０ 【人類ガイダンス】山崎

講座③ ５月２７日（金）・・・・・・・・・・・・博物館講座室
（１）１４：００～１４：５０ 【地学ガイダンス】宇佐美

（２）１４：５０～１５：５０ 【歴史ガイダンス】外間

講座④ 月８日（水）・・・・・・・・・・・・・博物館講座室
（１）１４：００～１４：５０ 【考古ガイダンス】山本

（２）１５：００～１５：５０ 【民俗ガイダンス】大湾

講座⑤ 月１７日（金）・・・・・・・・・・・・博物館講座室
（１）１４：００～１４：５０ 【生物ガイダンス】山本

（２）１５：００～１５：５０ 【美術工芸ガイダンス】篠原

講座⑥ 月２２日（水）・・・・・・・・・・・・博物館実習室
（１）１４：００～１４：５０ 【民具体験学習】教育普及・博物館ボランティア

（２）１５：００～１５：５０ 【民具体験学習】博物館実習室と雨端にて

□受講生は（民俗部門展示 実習室周辺）おおよそ５０分で体験する。

講座⑦ ７月８日（金）・・・・・・・・・・・・博物館講座室
１５：００～１５：５０ ボランティア証交付式等 （館長）

民具体験 

（１）魚 

（２）運搬 

（３）運搬 （４）洗濯 

（５）着衣 

展示解説 

田 道具 海の道具 

台所道具 畑 道具 

50 分 

2022年度沖縄県立博物館・美術館 博物館班教育普及 
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９９．． 博博物物館館ボボラランンテティィアア養養成成講講座座〈〈日日程程表表〉〉 
 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

回数 日時・場所 内 容 時 間 担 当（予定）

１

養成講座①

月 日（金）

講座会場

：博物館講座室

開講式 ～ 教育普及担当：大城

博物館活動について ～ 博物館班長：外間

について ～ 担当：宇佐美

２

養成講座②

月 日（水）

講座会場

：博物館講座室

教育普及 講座（講座室）
～

（休憩 分）
教育普及担当：大城

人類 講座（講座室）

展示解説（常設展示室）

～

～
人類担当：山崎・澤浦

３

養成講座③

月 日（金）

講座会場

：博物館講座室

地学 講座（講座室）

展示解説（常設展示室）

～

～

地学担当：宇佐美

歴史 講座（講座室）

展示解説（常設展示室）

～

～

歴史担当：崎原・宮城

４

養成講座④

月 日（水）

講座会場

：博物館講座室

考古 講座（講座室）

展示解説（常設展示室）

～

～

考古担当：山本

民俗 講座（講座室）

展示解説（常設展示室）
～

～

民俗担当：大湾

５

養成講座⑤

月 日（金）

講座会場

：博物館講座室

生物 講座（講座室）

展示解説（常設展示室）

～

～

生物担当：菊川

美術工芸 講座（講座室）

展示解説（常設展示室）

～

～

美術工芸担当：篠原・伊

禮

６

養成講座⑥

月 日（水）

集合：ふれあい

体験室前

ボランティア実習

民具体験実習

～

（休憩 分）

教育普及担当：大城

現在活動されている博物

館

ボランティアと共に
ボランティア実習

民具体験実習
～

（任意参加）

６月 日（月）

集合：ふれあい

体験室前

ボランティア実習

（任意参加）

資料保存管理のための手伝い

ふれあい体験室 清掃体験

～

休憩 分

～

教育普及担当：大城

現在活動されている博物

館ボランティアと共に。

※あくまでも任意参加で

す

７

養成講座⑦

月 日（金）

：博物館講座室

養成講座修了証交付式 ～

教育普及担当：大城

館 長：田名真之

 
＊6月27日（月）のボランティア実習は任意での参加です。 
＊新型コロナウィルスに関する状況次第では養成講座を延期・または中止とする場合がございます。申込を

提出された方は実施の有無が決まり次第、館から直接連絡いたします。また当館ＨＰにも掲載いたします

のでよろしくお願いします。 
※検温の結果、発熱が確認された場合、入館をご遠慮いただくことがございます。

※新型コロナ感染症予防の観点から、マスク着用やこまめな手指消毒をはじめ、検温や日々の

健康チェックを行い、体調が悪い場合はお休み頂くようご協力下さい

※なお、各講座における内容や担当者等は変更する場合もあります。ご了承ください。

③そのほか博物館での催事お知らせ

博物館の催事等をお知らせさせていただきます。特にチェックは行いませ

ん

〇 月 日（木）常設展示解説会 １４：００～１５：００

解説：山崎 真治（人類担当）展示室前集合（開始 分前）無料

〇 月 日（土）学芸員講座 １４：００～１６：００

講師：外間 一先（歴史担当）講座室にて無料

〇 月 日（土）文化講座 １４：００～１６：００

講師：外部講師 講堂にて 無料

〇 月 日（土）バックヤードツアー １４：００～１ ：００

解説：山崎 真治（人類担当）受付は ： より総合案内にて

〇 月 日（土）常設展示解説会 １４：００～１５：００

解説：大湾ゆかり（民俗担当）展示室前集合（開始 分前）無料

〇 月 日（土）学芸員講座 １４：００～１６：００

講師：山崎 真治（人類担当）講座室にて無料

〇 月 日（土）文化講座 １４：００～１６：００

講師：外部講師 講堂にて 無料

〇 月 日（土）バックヤードツアー １４：００～１ ：００

解説：大湾ゆかり（民俗担当）受付は ： より総合案内にて

〇 月 日（土）夏休みこどもフェスタ関連バスツアー
氏 名

第 期博物館ボランティア

養成講座

②ふれあい体験室サポート実習

①養成講座 参加チェック ①期間・曜日は、 ～ までご自身で選択して活動。

②活動は 時間半～ 時間をめどに行って下さい。

教育普及担当者指導のもと行います。

③指定土曜日に１回以上の参加。

または各位希望する曜日（火～金）に 回以上

の参加を行ってください。 

期 日 担 当 印

① ５月６日（金）

：４５集合

② ５月１８日（水）

：４５集合

③ ５月２７日（金）

：４５集合

④ 月８日（水）

：４５集合

⑤ 月１７日（金）

：４５集合

⑥ ６月２２日（水）

：４５集合

任意６月２４日（金）

：４５集合

⑦ ７月８日（金）

：４５集合

参加日 参加時間 印 指定日 参加時間 印 

／ 
10：00 

～ 
12：00 

 
5／23 
（土） 

： 
～ 
： 

 
 

 

／ 
： 
～ 
： 

 
5／30 
（土） 

： 
～ 
： 

 

／ 
： 
～ 
： 

 
6／13 
（土） 

： 
～ 
： 

 

／ 
： 
～ 
： 

 
6／27 
（土） 

： 
～ 
： 

 

 

例

毎回、講座終了後に、担当者（ 大城 ）からサインをも

らって下さい。

＊保管は、各自で行って下さい。

＊出席確認のため、提出をお願いする場合があります。

大

城 

＊＊令令和和 年年度度のの②②ふふれれああいい体体験験室室ササポポーートト実実習習はは

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大をを防防止止すするるたためめ中中止止ししまますす。。

都
合
の
良
い
午
前
中
の
日
時
を
選
ん
で
参
加 

第 期博物館ボランティア養成講座

 

火
～
金

平
日
を
選
ん
で
参
加 
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３ ボランティア養成事業の実施状況 

 

（１）第９期博物館ボランティア養成講座について 

第９期博物館ボランティア養成講座については、５名が新規登録された。 

    

図１-① 養成講座実施要項 ※令和４年度版         図１-② 養成講座実施要項 ※令和４年度版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 博物館ボランティア養成講座日程 ※令和 4 年度版    図３ 養成講座チェック表 ※令和 4 年度版 
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＜別紙資料＞ ボランティア養成事業 

沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア活動実施要項     平成 20 年２月 13 日 

館長決裁 
(趣旨) 
第１条  沖縄県立博物館・美術館は、博物館が行う教育普及活動または研究資料の収集・整理・

充実を図るため、その活動の補助員としてボランティア（以下｢博物館ボランティア」

という。）を置くことができる。 
 

(博物館ボランティアの活動) 
第２条  博物館ボランティアは、次の各号に掲げる活動を行う。 

⑴ 展示解説、文化講座、体験学習教室、ふれあい体験室、相談室における対応等の教

育普及活動全般にわたる補助的活動。 
⑵ 調査研究等を推進するために必要な資料の収集に関し、専門知識を生かした補助的

な活動。 
(登録等) 
第３条  博物館ボランティアの登録は、博物館ボランティア講座の修了者、沖縄博物館友の会

の会員、博物館ボランティア活動を希望する者で、登録票(第１号様式)により申請のあ

った者の中から、沖縄県立博物館・美術館館長(以下「館長」という。)が審査のうえ適

当と認められる者について、登録簿(第２様式)へ登載を行う。 
 

2 館長は登録を受けた博物館ボランティアに対し、博物館ボランティア登録証(第３号様

式)を交付する。 
3 登録期間は、登録した日の属する年度の末日までとする。但し、当該博物館ボランティ

アが希望する場合は審査のうえ登録を更新することができる。 
4 館長は博物館ボランティア登録者に博物館の名誉を傷つける等の行為があった場合は、

登録を取消すことができる。 
(研修) 
第４条  館長は博物館ボランティアの活動が効果的にすすめられるよう、随時研修会を開催す

る。 
(ボランティア室の設置) 
第５条  館長は博物館ボランティア活動の連絡及び相互交流の場として、ボランティア室を設

置する。 
(庶務等) 
第６条  博物館ボランティアの登録は、博物館教育普及担当において処理する。 

２ 博物館ボランティア活動の連絡調整は、博物館教育普及担当と沖縄博物館友の会にお

いて処理する。 
(雑則) 
第７条 この要項に定めるもののほか博物館ボランティア活動の実施に必要な事項は、館長が別

に定める。 
付則 

この要項は、平成５年７月１日から実施する。 

この要項は、平成 12 年８月１日から実施する。 

この要項は、平成 20 年２月 13 日から実施する。 

３ ボランティア養成事業の実施状況 

 

（１）第９期博物館ボランティア養成講座について 

第９期博物館ボランティア養成講座については、５名が新規登録された。 

    

図１-① 養成講座実施要項 ※令和４年度版         図１-② 養成講座実施要項 ※令和４年度版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 博物館ボランティア養成講座日程 ※令和 4 年度版    図３ 養成講座チェック表 ※令和 4 年度版 
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＜別紙資料＞ 令和 4 年度ボランティア通信 

 
 

 
  

 
    ・

日
程
：

月
日

水
～

場
所

：
講

堂

・
対

象
：

博
物
館

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

・ ・
持持

ちち
物物

：：
①①

令令
和和

年年
度度

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

証証
②②

駐駐
車車

許許
可可

書書

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る

場
合

が
あ
り

ま
す
。

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

日
程

時
間

内
容

場
所

／
（
土
）

～
学学

芸芸
員員

講講
座座

（（
教教

育育
普普

及及
））

※
事

前
申

込
／

火
～

「
博
物
館

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

た
ん

け
ん

」
（

小
・

小
）

定
員

名
担

当
学

芸
員

：
大

城
久

表

集
合

場
所

：
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

／
（
木
）

～
常常

設設
展展

展展
示示

解解
説説

会会
（（

教教
育育

普普
及及

））
※

当
日

受
付

定
員

名
担

当
学

芸
員

：
大

城
久

表

集
合

場
所

：
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

分
前

受
付

／
（
土
）

～
文文

化化
講講

座座
（（

歴歴
史史
））

※
事

前
申
込

／
水

～

「
復
帰

年
失

わ
れ

た
資

料
発

掘
の

あ
ゆ

み
」

定
員

名
講

師
：

納
富

香
織

県
教

育
庁

文
化

財
課

場
所

：
講

堂

／
（
土
）

～
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
美美

工工
））

※
事

前
申

込
／

土
～

定
員

名
担

当
学

芸
員

：
篠

原
あ

か
ね

集
合

場
所

：
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

分
前

集
合

／
（
土
）

～
復復

帰帰
年年

特特
別別

展展
関関

連連
催催
事事

※
事

前
申

込
／

土
～

「
親
子

で
知

ろ
う

！
バ

ス
ツ

ア
ー

」（
小

～
中

＋
保

護
者

）

定
員

名

場
所

：
那

覇
市

小
禄

周
辺

月月
日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

①①
春春

のの
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
全全

体体
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

沖
縄

県
立
博

物
館

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
一
部

変
更

す
る

場
合
が

あ
り
ま
す

。

異異
動動

のの
ごご

挨挨
拶拶

上上
原原

毅毅
（（

博博
物物

館館
副副

館館
長長

））

は
い

さ
い

ぐ
す
ー

よ
ー
ち
ゅ

ー
が

な
び

ら
。

博
物

館
副
館

長
ぬ
上

原
や
い
び

ー
ん

。

こ
の

度
の

人
事

異
動

で
博

物
館

を
離

任
す

る
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。

年
間

の
短

い
在

任
期

間
で

は
あ

り
ま

し
た

が
、

多
く
の

学
び
や

、
経
験
を

さ
せ

て
い

た
だ
き

心
よ
り
感

謝
申

し
あ

げ
ま
す

。

コ
ロ

ナ
禍

で
各

種
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
も

休
止

や
制

限
が

続
い

て
お

り
ま

す
が

、
感

染
防

止
対

策
を

と
り

な
が

ら

徐
々

に
活
動

を
再
開

し
て
き
て

お
り

ま
す

の
で
、
こ
れ

か
ら

も
当

館
へ

の
変
わ

ら
ぬ
ご
支

援
を

お
願

い
い
た

し
ま
す
。

今
後

も
フ
ァ

ン
の
一

人
と
し
て

お
き

み
ゅ

ー
の
さ

ら
な
る
発

展
を

祈
念

し
て
お

り
ま
す
。

い
っ

ぺ
ー

に
ふ
ぇ

ー
で
ー
び

た
ん

！

退退
職職

のの
ごご

挨挨
拶拶

阿阿
利利

よよ
しし

乃乃
（（

学学
芸芸

員員
：：

民民
俗俗

））

急
な

お
知
ら

せ
に
な

り
ま
す
が

、
こ

の
度

一
身
上

の
都
合
に

よ
り

月
末
を

も
っ
て
退

職
す

る
こ

と
に
な

り
ま
し

た
。

年
間
と

い
う
短

い
間
で

し
た

が
、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の

皆
さ

ま
に

は
と
て

も
お
世
話

に
な

り
ま

し
た

。
あ

り
が
と

う
ご

ざ
い
ま

す
。

と
く

に
、
夏

休
み
学

芸
員
教
室

や
学

芸
員

講
座
、
民

話
上
映

会
な

ど
さ

ま
ざ
ま

な
場
面
で

サ
ポ

ー
ト

を
い
た

だ
き
、

感
謝

の
気

持
ち

で
い

っ
ぱ

い
で

す
。

館
内

で
お

目
に

か
か

っ
た

際
に

は
、

皆
さ

ま
よ

り
温

か
い

言
葉

か
け

を
い

た
だ

き
ま

し
た

こ
と

、
毎

日
の

励
み

と
な

り
ま

し
た

。
心

よ
り

感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。日

程
時

間
募

集
内

容
対
象

／
（

月
）

～
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

清清
掃掃

名
程

度
募

集

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業

博
物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

／
（

月
）

～
実実

習習
準準

備備
室室

・・
実実
習習

室室
清清

掃掃
名

程
度

募
集

拭
き

掃
除

な
ど

の
作

業

博
物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

おお
知知

らら
せせ

③③
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

ごご
報報

告告
①①

おお
別別

れれ
のの

ごご
ああ

いい
ささ

つつ

４月号①

４月号②
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＜別紙資料＞ 令和 4 年度ボランティア通信 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
2

年
4

月
1

日
  第

1
7

3
号

体
験

キ
ッ

ト
No

.1
9「

い
ろ

い
ろ

な
玩

具
」

に
関

連
し

て
、

馬
グ

ヮ
ー

や
ハ

ブ
グ

ヮ
ー

な
ど

の
昔

な
が

ら
の

草
編

み
お

も
ち

ゃ
を

ク
ラ

フ
ト

テ
ー

プ
で

作
り

ま
す

。
沖

縄
の

お
も

ち
ゃ

作
り

に
挑

戦
し

て
み

よ
う

︕

【
日

　
程

】
20

22
年

4
月

～
6

月
の

毎
週

土
曜

日
【

時
　

間
】 ①

10
:0

0～
  ②

10
:4

5～
  ③

11
:3

0～
（

約
45

分
）

【
場

　
所

】
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
ホ

ー
ル

【
定

　
員

】
各

回
6

名
【

参
加

費
】

40
0

円
【

受
　

付
】

事
前

申
込

（
電

話
・

来
館

）

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）沖

縄
美

ら
島

財
団

　
TE

L︓
09

8-
94

1-
82

00
（

代
表

）

再
開

日
︓

20
22

年
4

月
2

日
（

土
）

～
毎

週
土

曜
日

人
　

数
︓

各
日

3
名

程
度

内
　

容
︓

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
時

の
サ

ポ
ー

ト
、

材
料

の
準

備
な

ど
問

合
せ

︓
Te

l 0
98

-9
41

-8
20

0（
担

当
︓

財
団

・
比

嘉
）

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
中

止
と

な
っ

て
い

た
ふ

れ
あ

い
体

験
室

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
サ

ポ
ー

ト
が

、
4

月
か

ら
再

開
す

る
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。

参
加

可
能

な
方

は
、

当
日

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

掲
示

し
て

い
る

名
簿

に
お

名
前

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
皆

様
、

ご
協

力
の

程
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ふ
れ
あ
い
体
験
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
再
開
し
ま
す
！

4・
5・
6
月
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ
れ
た
い
博
士
の
て
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
」

お
き
み
ゅ
ー
の
G
W
20
22
『
知
る
を
楽
し
も
う
』

今
年

の
ゴ

ー
ル

デ
ン

ウ
ィ

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

は
「

知
る

を
楽

し
も

う
」

を
テ

ー
マ

に
展

示
室

で
楽

し
め

る
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
や

、兜
づ

く
り

や
カ

メ
の

編
み

カ
ゴ

づ
く

り
、

華
や

か
な

バ
リ

芸
能

の
ス

テ
ー

ジ
な

ど
、

イ
ベ

ン
ト

が
盛

り
だ

く
さ

ん
︕

い
ろ

ん
な

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

て
、

家
族

み
ん

な
で

エ
ン

ジ
ョ

イ
し

よ
う

︕

【
日

　
程

】 4
月

29
日

（
金

）
～

5
月

8
日

（
日

）
　

　
　

　
※

休
館

日
を

除
く

【
時

　
間

】 開
館

時
間

に
準

ず
る

【
場

　
所

】 お
き

み
ゅ

ー
館

内

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
の
お
し
ら
せ

詳
細
は
お
き
み
ゅ
ー
w
eb
サ
イ
ト
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

      ●●
令令

和和
年年

度度
博博

物物
館館

班班
メメ

ンン
ババ

ーー
紹紹

介介

●●
博博

物物
館館

班班
着着

任任
のの

ああ
いい

ささ
つつ

【【
学学

芸芸
業業

務務
補補

佐佐
】】

園園
原原

謙謙
（
そ

の
は

ら
け

ん
）

県
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。

カ
年
間
、
沖
縄
県
庁
（
空
手
振
興
課
）
で
沖
縄
空
手
会
館
学
芸
員
を
担
当
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
古
巣
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
建
設
当
時
か
ら
係
わ
っ
て
き
た
県
博
に
は
特
別
な
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
県
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
の
献
身
的
な
意
欲
と
活
動
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
復
帰

年
関
連
の
展
覧
会
が
目
白
押
し
で
、
開
館

年
目
も
相
変
わ
ら
ず
超
多
忙
な
１
年
に
な
り
そ
う
で
す

が
、
こ
の

年
間
は
世
界
的
に
感
染
者
が
増
加
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
振
り
回
さ
れ
た
異
常
な
歳
月
で
も
あ
り
ま
し

た
。
今
日
、
東
欧
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
暴
挙
は
第
二
次
世
界
大
戦
後

年
を
経
て
、
世
界
の
平
和
を
創
造
す
る
様
々
な
活

動
に
深
刻

な
影
響
を

与
え
て
い

ま
す
。

今
こ
そ
、

ヌ
チ
ド
ゥ

宝
の
平

和
を
創
造

す
る
沖
縄

の
こ
こ

ろ
と
行
動

原
理
が
求

め

ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

副
館

長
中

里
な
か
ざ
と

智
子

と
も

こ

班
長

外ほ
か

間ま

一
先

か
ず
ゆ
き

歴
史

崎
原

さ
き
は
ら

恭
子

き
ょ
う
こ

人
類

山
崎

や
ま
さ
き

真し
ん

治じ

考
古

山
本

や
ま
も
と

正
昭

ま
さ
あ
き

歴
史

宮み
や

城ぎ

修
お
さ
む

人
類

澤さ
わ

浦う
ら

亮
り
ょ
う

平へ
い

民
俗

大
湾

お
お
わ
ん

ゆ
か

り

美
術

工
芸

篠
原

し
の
は
ら

あ
か

ね
地

学
宇

佐
美

う
さ

み

賢け
ん

学
芸

業
務

補
佐

園
原

そ
の
は
ら

謙け
ん

美
術

工
芸

伊い

禮れ
い

拓
郎

た
く
ろ
う

生
物

菊
川

き
く
か
わ

章
あ
き
ら

学
芸

業
務

補
佐

與
那

よ
な

嶺み
ね

一
子

い
ち

こ

学
芸

補
助

勝
連

か
つ
れ
ん

涼
り
ょ
う

子こ

事
務

補
助

松
本

ま
つ
も
と

芙ふ

多
葉

た
ば

教
育

普
及

大
城

お
お
し
ろ

久ひ
さ

表と

普
及

補
助

照て
る

屋や

杏あ
ん

奈な

沖
縄

県
立
博

物
館

月月
日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館

博
物

館
班

（
直

通
）

●●
令令

和和
年年

度度
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
登登

録録
者者

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

名

資
料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
学
芸
専
属
）

名

   

４月号③

５月号①
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日
程

時
間

内
容

場
所

／
日

～
沖沖

縄縄
復復

帰帰
前前

展展
関関

連連
※

事
前
申

込
／

火
～

「
オ

リ
ジ

ン
お

笑
い

ラ
イ

ブ
お

き
み

ゅ
ー

」

定
員

名
出

演
者

：
こ

き
ざ

み
イ

ン
デ

ィ
ア

ン
他

組

場
所

：
講

堂

／
木

～
常常

設設
展展

展展
示示

解解
説説

会会
（（

人人
類類

））
※

当
日

受
付

定
員

名
担

当
学

芸
員

：
山

崎
真

治
集

合
場

所
：

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

分
前

受
付

／
土

～
学 学

芸芸
員員

講講
座座

（（
歴歴

史史
））

※
事

前
申

込
／

木
～

「
復

帰
年

沖
縄

の
想
い

」

定
員

名
担

当
学

芸
員

：
外

間
一

先

場
所

：
博

物
館

講
座

室

／
土

～
文 文

化化
講講

座座
（（

人人
類類

））
※

事
前

申
込

／
木

～

「
北

海
道

有
珠

モ
シ

リ
縄

文
人

の
生

と
死

」

定
員

名
講

師
：

青
野

友
哉

東
北

芸
術

工
科

大
学

場
所

：
講

堂

／
土

～
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
人人

類類
））

※
事

前
申

込
／

土
～

定
員

名
担

当
学

芸
員

：
山

崎
真

治
集

合
場

所
：

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

分
前

集
合

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

・
月

日
火

～
博
物

館
講
座

室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

上
記

の
日
程

で
開
催

い
た
し
ま

す
。

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更

を
す
る

場
合
が

あ
り
ま
す

。

日
程

時
間

募
集

内
容

対
象

／
月

～
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

清清
掃掃

名
程

度
募

集

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

／
月

～
実実

習習
準準

備備
室室

・・
実実

習習
室室

清清
掃掃

名
程

度
募

集

拭
き

掃
除

な
ど

の
作

業

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

おお
知知

らら
せせ

②②
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

月月
のの

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて

       ・
月

日
火

～
博

物
館
講

座
室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、

中
止

や
一
部

変
更
す

る
場
合
が

あ
り

ま
す

。

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

日
程

時
間

内
容

場
所

／
木

～
常常

設設
展展

展展
示示

解解
説説

会会
（（

民民
俗俗

））
※

当
日

受
付

定
員

名
講

師
：
大

湾
ゆ

か
り

民
俗

担
当

学
芸
員

集
合
場
所

：
ふ
れ

あ
い
体

験
室

前
分
前
受
付

／
土

～
学 学

芸芸
員員

講講
座座

（（
人人

類類
））

※
事

前
申

込
／

火
～

／
日

「
フ

ィ
ー

ル
ド

ツ
ア

ー
港

川
人

を
た

ず
ね

て
」

講
師

：
山

崎
真

治
人

類
担

当
学
芸

員

定
員
：

名
金

城
達

八
重

瀬
町

教
育
委
員

会

場
所
：

八
重
瀬
町

／
土

～
文文

化化
講講

座座
（（

民民
俗俗

））
※

事
前

申
込

／
水

～
／

土

「
ナ

イ
チ

ャ
ー

の
見

た
民

俗
年

」

定
員

：
名

講
師

：
古

家
信

平
日

本
民

俗
学
会

場
所
：
講

堂

／
土

～
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
民民

俗俗
））

※
事

前
申

込
／

土
～

定
員

：
名

講
師

：
大

湾
ゆ

か
り

民
俗

担
当

学
芸
員

集
合
場
所

：
ふ
れ

あ
い
体

験
室

前
分
前
集
合

博
物

館
月月

日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

のの
教教

育育
普普

及及
関関

連連
催催

事事

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて

５月号②

６月号①
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月
日

金
よ

り
『
博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
（
第

期
）
養
成

講
座
』
が

ス
タ

ー
ト

し
ま

し
た

。
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

第
期

の
申

込
者
は

名
で
す

。

当
日

は
開
講

式
が
行

わ
れ

、
外

間
班

長
と

宇
佐
美

学
芸
員
に

よ
る

講
座

が
あ
り

ま
し
た
。
養

成
講

座
は

、
月
か

ら

月
ま

で
の

計
回

を
予
定
し

て
い

ま
す

。
今
後

も
養
成
講

座
の

様
子

を
お
伝

え
し
て
い

き
ま

す
。

日
程

時
間

募
集

内
容

募
集

人
数

／
木

～
養養

成成
講講

座座
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
実実

習習

常
設

展
示

室
解

説
（

名
）
、

民
具

体
験

解
説
（

名
）

名

／
月

～
養養

成成
講講

座座
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
実実

習習

清
掃

体
験

（
ふ

れ
あ

い
体

験
室

・
実

習
室

）

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業

名
程

度

／
水

～
燻燻

蒸蒸
消消

毒毒
養養

生生
作作

業業

ふ
れ

あ
い

体
験

室
・

実
習

室
・

実
習

準
備

室
な

ど

名
程

度

／
水

～
燻燻

蒸蒸
消消

毒毒
回回

復復
作作

業業

ふ
れ

あ
い

体
験

室
・

実
習

室
・

実
習

準
備

室
な

ど

名
程

度

おお
知知

らら
せせ

③③
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

ごご
報報

告告
①①

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

（（
第第

期期
））

養養
成成

講講
座座

開開
始始

写
真

博
物
館
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
る
様
子
（
外
間
班
長
）

よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
♪♪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
2

年
6

月
1

日
  第

1
7

５
号

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）

沖
縄

美
ら

島
財

団
　

TE
L︓

09
8-

94
1-

82
00

（
代

表
）

　
5

月
１

日
よ

り
、

美
ら

島
財

団
・

教
育

普
及

班
の

職
員

と
し

て
働

く
こ

と
に

な
り

ま
し

た
藤

井
で

す
。

東
京

で
３

５
年

弱
、

テ
レ

ビ
番

組
の

制
作

の
仕

事
を

し
、

沖
縄

に
移

住
し

て
３

年
と

９
か

月
。

新
聞

社
の

仕
事

を
経

て
、

思
い

出
深

い
場

所
で

の
仕

事
に

就
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
実

は
、

県
立

博
物

館
に

は
１

５
年

以
上

前
か

ら
テ

レ
ビ

の
仕

事
で

、
お

世
話

に
な

っ
て

い
ま

し
た

。
旧

館
の

展
示

に
歴

史
を

感
じ

、
そ

し
て

、
大

規
模

な
移

転
作

業
、

さ
ら

に
新

館
の

ま
ぶ

し
い

外
観

と
真

新
し

い
展

示
に

心
を

動
か

さ
れ

た
撮

影
現

場
で

し
た

。
そ

ん
な

自
分

が
、

今
こ

こ
で

働
い

て
い

る
こ

と
が

と
て

も
不

思
議

に
感

じ
ら

れ
ま

す
。

　
沖

縄
が

好
き

で
移

住
し

、
人

と
触

れ
合

い
、

文
化

に
親

し
み

、
多

彩
な

食
文

化
に

舌
鼓

を
打

っ
て

、
ま

す
ま

す
沖

縄
が

好
き

に
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

沖
縄

の
文

化
発

信
の

中
心

的
施

設
で

の
仕

事
は

、
自

分
の

新
た

な
ス

テ
ー

ジ
に

彩
り

を
添

え
て

く
れ

る
だ

ろ
う

と
期

待
し

て
い

ま
す

。
　

年
季

の
入

っ
た

新
人

で
は

ご
ざ

い
ま

す
が

、
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

あ
た

ら
し

い
ス

タ
ッ

フ
を

紹
介

し
ま

す
！

❀
藤

井
 雅

弘
❀

教
育

普
及

担
当

の

ふ
じ

い
　

　
ま

さ
ひ

ろ

６月号②

６月号③
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      ・
燻

蒸
消
毒

に
と
も

な
う
メ
ン

テ
ナ

ン
ス

休
館

月
日

水
～

月
日

木
ま

で

・
月

日
水

～
博

物
館
講

座
室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、

中
止

や
一
部

変
更
す

る
場
合
が

あ
り

ま
す

。

裏
面

に
つ
づ

き
ま
す

日
程

時
間

内
容

場
所

／
土

～
学 学

芸芸
員員

講講
座座

（（
美美
工工

））

※
事

前
申

込
／

木
～

（
た

だ
し

／
～

／
は

受
付

）

「
琉

球
王

国
の

三
線

―
知

ら
れ

ざ
る

べ
っ

甲
巻

き
三

線
に

つ
い

て
―

」

定
員

名
講

師
：

篠
原

あ
か

ね
美

術
工

芸
担

当

博
物

館
講

座
室

／
木

～
常常

設設
展展

展展
示示

解解
説説

会会
（（

歴歴
史史

））
※

当
日

受
付

定
員

名
講

師
：

宮
城

修
歴

史
担

当

常
設

展
示

室
※

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

に
て

分
前

か
ら

受
付

／
土

～
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
歴歴

史史
））

※
事

前
申

込
／

土
～

定
員

名
講

師
：
崎

原
恭

子
歴

史
担

当

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

※
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

に
分

前
集

合

／
土

～
夏夏

休休
みみ

！！
ここ

どど
もも

フフ
ェェ

スス
タタ

※
事

前
申

込
／

金
～

／
木

抽
選

「
親

子
バ

ス
ツ

ア
ー

」
（

小
～

中
＋

保
護

者
）

定
員

名
講

師
：

博
物

館
学

芸
員

嘉
手

納
町

・
恩

納
村

／
日

～
デデ

ジジ
タタ

ルル
ミミ

ュュ
ーー

ジジ
アア

ムム
推推

進進
事事

業業

※
事

前
申

込
／

金
～

（
た
だ

し
／

～
／

は
受

付
）

「
令

和
年

度
第

回
ウ

チ
ナ

ー
民

話
上

映
会

」

定
員

名
講

師
：

大
湾

ゆ
か

り
民

俗
担

当

博
物

館
講

座
室

博
物

館
月月

日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

②②
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

③③
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

おお
知知

らら
せせ

①①
全全

体体
燻燻

蒸蒸
・・

消消
毒毒

にに
つつ

いい
てて

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

日
程

時
間

内
容

場
所

／
土

～
常 常

設設
展展

歴歴
史史

部部
門門

展展
示示

室室
特特

別別
展展

関関
連連

催催
事事

※
事

前
申

込
／

火
～

／
金

（
た

だ
し

／
～

／
は

受
付

）

「
基

地
を

笑
え

‼
お

笑
い

米
軍

基
地

お
き

み
ゅ

ー
」

定
員

名
【

受
付

終
了

】
出

演
者

：
お
笑
い
芸
人

講
堂

／
日

～
文 文

化化
講講

座座
（（

考考
古古

））

※
事

前
申

込
／

木
～

（
た
だ

し
／

～
／

は
受

付
）

「
遺

跡
か

ら
尚

巴
志

の
生

き
た

時
代

を
考

え
る

」

定
員

名
講

師
：

宮
城

弘
樹

沖
縄
国

際
大
学

ほ
か

講
堂

日
程

時
間

募
集

内
容

募
集
人
数

／
（

月
）

～
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

清清
掃掃

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業

名
程
度

おお
知知

らら
せせ

③③
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

おお
知知

らら
せせ

④④
第第

期期
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
養養

成成
講講

座座
のの

様様
子子

写
真

教
育

普
及

（
大

城
学

芸
員

）
写
真

人
類

（
澤
浦

学
芸
員

）

写
真

地
学

（
宇

佐
美

学
芸

員
）

写
真

歴
史

（
崎
原

学
芸
員

・
宮
城
学

芸
員
）

７月号①

７月号②
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写
真

民
俗

（
大

湾
学

芸
員

）

写
真

美
術

工
芸

（
篠

原
学

芸
員

）
写
真

生
物

（
菊

川
学

芸
員

）

月
日
～

月
日
に
は
養
成
講
座
②
～
⑤
が

行
わ

れ
、
各
担
当
学
芸

員
か
ら
の
講
義
と
展
示
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

宇
佐
美
学
芸
員
か
ら

は
、
「
来
館
者
に
展
示
を
解
説
す
る
に
は
、
ま
ず
は
自

分
が
面
白
さ
や
楽
し
さ
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
」と

受
講
者
へ
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
山
本
学
芸
員
は
、
来
館
者
に
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
し
た
。

受
講
者
の
皆
さ
ん
は

、
最
初
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た

が
、
学
芸
員
さ

ん
か
ら
の
解
説
を
聞
い
て

か
ら
は
、
徐
々
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
興
味
関
心
の
あ

る
事
に
つ
い
て
質
問
す
る
様
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

。（
照
屋
）

写
真

考
古

（
山

本
学

芸
員

）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
2

年
7

月
1

日
  第

1
7

6
号

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）

沖
縄

美
ら

島
財

団
　

TE
L︓

09
8-

94
1-

82
00

（
代

表
）

G
W
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
体
験
し
た
方
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ち
ょ
っ
と
お
見
せ
し
ま
す
！

博
物
館
常
設
展
示
室
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

む
ず
か
し
い
け
ど
た
の
し
い
！

・
小
3
̃小
4
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
　
・
県
内
の
参
加
者
が
多
か
っ
た

・
内
容
の
む
ず
か
し
さ
は
、
ふ
つ
う
：
6
0
%
、
む
ず
か
し
い
：
2
4
%

・
ほ
し
い
ご
褒
美
N
O
.1
は
、
「
お
菓
子
」

・
ご
褒
美
珍
回
答
は
、
「
め
っ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
ほ
め
て
ほ
し
い
！
」

・
「
港
川
人
を
解
析
せ
よ
」
で
得
ら
れ
た
発
見
が
特
に
多
か
っ
た

今
ま
で
し
ら
か
な
っ
た
こ
と
や

し
ら
な
か
っ
た
ト
カ
ゲ
が
見
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

い
ろ
ん
な
ふ
し
ぎ
、
た
の
し
い
ふ
し
ぎ

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
が
と
べ
な
い
の
を
知
っ
た

港
川
人
が
思
っ
た
よ
り
小
さ
い
こ
と 発
見

普
通
に
見
て
回
っ
て
い
た
ら
気
づ
か
な
い

よ
う
な
細
か
い
所
ま
で
見
つ
け
ら
れ
た
。

授
業
で
は
習
わ
な
か
っ
た
深
い
と
こ
ろ
ま
で

展
示
さ
れ
て
い
て
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た！

と
っ
て
も
む
ず
か
し
く
て
見
つ
け
ら
れ
た
ら

嬉
し
か
っ
た
か
ら
楽
し
か
っ
た
で
す！

シ
ン
プ
ル
で
す
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
★
　

感
想

現
在
、
博
物
館
常
設
展
示
室
で
は
、
3
種
類
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
実
施
中
！

夏
に
は
、
さ
ら
に
3
種
類
増
え
る
予
定
で
す
！

「
ふ

れ
た

い
博

士
の

カ
ラ

フ
ル

葉
脈

標
本

 ～
ス

ケ
ス

ケ
葉

っ
ぱ

に
色

を
つ

け
よ

う
！

」

「
ス

ケ
ス

ケ
展

」
に

関
連

し
て

、
色

と
り

ど
り

な
葉

脈
標

本
を

作
り

ま
す

。
植

物
の

カ
ラ

ダ
の

し
く

み
に

つ
い

て
学

び
な

が
ら

、
カ

ラ
フ

ル
な

標
本

瓶
を

作
っ

て
み

よ
う

！

【
日

　
付

】
7

/1
6

～
9

/3
の

毎
週

土
曜

日

【
時

　
間

】 
①

1
0

:0
0

～
1

1
:0

0
 

　
　

　
　

 ②
1

1
:0

0
～

1
2

:0
0

【
場

　
所

】
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
ホ

ー
ル

【
定

　
員

】
各

回
8

名

【
参

加
費

】 
無

料

【
受

　
付

】
事

前
申

込
（

電
話

・
来

館
）

イ
ベ

ン
ト

の
お

し
ら

せ

13
才

か
ら

の
ア

ー
ト

講
座

＃
1「

見
え

な
い

も
の

を
描

く
ア

ー
ト

の
世

界
」

絵
画

に
は

、
天

国
や

地
獄

、
空

想
上

の
生

物
な

ど
、

現
実

に
は

存
在

し
な

い
も

の
が

数
多

く
描

か
れ

て
い

ま
す

。
人

は
な

ぜ
、

目
に

見
え

な
い

も
の

を
「

絵
」

で
表

し
た

の
で

し
ょ

う
か

？
今

回
の

講
座

で
は

、
日

本
絵

画
と

西
洋

絵
画

の
中

か
ら

、「
見

え
な

い
も

の
を

描
い

た
絵

画
」

を
取

り
上

げ
て

わ
か

り
や

す
く

解
説

し
ま

す
。

【
日

　
付

】 
7

/1
8

（
月

・
祝

）
1

4
:0

0
～

1
5

:3
0

【
場

　
所

】
博

物
館

講
座

室

【
講

　
師

】
金

城
美

奈
子

、
國

吉
貴

奈
　

　
　

　（
沖

縄
美

ら
島

財
団

）

【
定

　
員

】 
1

0
0

名

【
参

加
費

】
5

0
0

円
　

【
受

　
付

】
事

前
申

込
（

電
話

・
来

館
・

W
E

B
）

７月号③

７月号④
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 ・
月

日
火

～
博

物
館
講

座
室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
す

る
場
合
が

あ
り

ま
す

。

※
中

止
す
る

場
合
は

、
曜
日
班

代
表

者
へ

連
絡
し

ま
す
の
で

、
周

知
を

お
願
い

し
ま
す
。

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

日
程

時
間

内
容

場
所

／
水

～
常 常

設設
展展

展展
示示

解解
説説

会会
（（

生生
物物

））
※

当
日

受
付

定
員

名
講

師
：

菊
川

章
生

物
担

当

常
設

展
示

室
※

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

に
て

分
前

か
ら

受
付

／
土

～
学 学

芸芸
員員

講講
座座

（（
歴歴

史史
））

※
事

前
申

込
／

水
～

「『
沖

縄
、

復
帰

後
。

展
い

ち
ま

で
ぃ

ん
か

な
さ

オ
キ
ナ

ワ
』

見
ど

こ
ろ

紹
介

」

定
員

名
講

師
：

宮
城

修
歴

史
担

当

博
物

館
講

座
室

／
日

～
文文

化化
講講

座座
（（

歴歴
史史

））
※

事
前

申
込

／
土

～

「
沖

縄
・

ウ
ク

ラ
イ

ナ
・

琉
球

王
国

―
年

に
お

よ
ぶ

沖
縄

と
の

ふ
れ

あ
い

の
中

で
」

定
員

名
講

師
：

金
平

茂
紀

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト

講
堂

／
土

～
バ バ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
地地

学学
））

※
事

前
申

込
／

土
～

定
員

名
講

師
：

宇
佐

美
賢

地
学

担
当

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

※
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

に
分

前
集

合

博
物

館
月月

日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

今
年

度
の
民

具
体
験

は
、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動
の

一
部
休
止

に
と

も
な

い
、
現

在
、
職職

員員
にに

よよ
るる

実実
演演

で

準
備

を
進
め

て
お
り

ま
す
。
今

年
度

は
、

以
下

校
の
県
内

小
学

校
が

来
館
予

定
で
す
。

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す

日
程

時
間

募
集

内
容

募
集
人
数

／
（

月
）

～

ふふ
れれ

ああ
いい

体体
験験

室室
清清

掃掃

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業

名
程
度

実実
習習

室室
清清

掃掃

拭拭
きき

掃掃
除除

なな
どど

のの
作作

業業

名
程
度

日日
時時

学学
校校

生生
徒徒
数数

（
水
）
午
前

豊
見
城
市
立
座
安
小
学
校

名
（

ク
ラ
ス
）

（
金
）
午
前

（
火
）
午
前

那
覇
市
立
天
久
小
学
校

那
覇
市
立
若
狭
小
学
校

名
（

ク
ラ
ス
）

名
（

ク
ラ
ス
）

（
金
）
午
前

（
水
）
午
前

那
覇
市
立
松
島
小
学
校

浦
添
市
立
港
川
小
学
校

名
（

ク
ラ
ス
）

名
（

ク
ラ
ス
）

（
水
）
午
前

那
覇
市
立
小
禄
南
小
学
校

名
（

ク
ラ
ス
）

おお
知知

らら
せせ

④④
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

おお
知知

らら
せせ

⑤⑤
民民

具具
体体

験験
実実

施施
予予

定定
校校

スス
ケケ

ジジ
ュュ

ーー
ルル

おお
知知

らら
せせ

⑥⑥
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
第第

期期
生生

修修
了了

証証
交交

付付
式式

月
日

、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

第
期

生
の

修
了

証

交
付

式
を

実
施

し
ま

し
た

。
今

年
度

は
、
新

た
に

名
の

皆
さ

ん
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
と

な
り

ま
し

た
。

期
生

の
皆

さ
ん

か
ら

は
、「

わ
か

ら
な

い
こ

と
に

興
味

を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

」
、
「

さ
ら

に
勉

強
し

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

に
活

か
し

て
い

き
た

い
」
、
「

地
域

の
人

達
に

沖
縄

の
こ

と
を

も
っ

と
伝

え
て

い
き

た
い

」
な

ど
の

感
想

が
あ

り
ま

し
た

。

今
後

と
も

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

ご
協

力
を

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

８月号①

８月号②
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ごご
報報

告告
①①

親親
子子

ババ
スス

ツツ
アア

ーー
（（

夏夏
休休

みみ
！！

ここ
どど

もも
フフ

ェェ
スス

タタ
））

写
真

仲
泊
遺

跡
が
発

見
さ

れ
た

当
時

に
つ

い
て

説
明
す
る

山
本
学

芸
員

写
真

仲
泊

遺
跡

第
貝

塚
の

説
明

後
、

参
加

者
か

ら

の
質

問
に

応
え

る
山

崎
学

芸
員

写
真

沖
縄

固
有
種

の
ア

オ
ミ

オ
カ

タ
ニ

シ
を

観
察

し

な
が
ら
特

徴
を
解

説
す
る

菊
川

学
芸

員

写
真

嘉
手

納
飛

行
場

の
空

中
写

真
を

使
っ

て
沖

縄
戦

や
降

伏
調

印
式

に
つ

い
て

説
明

す
る
宮

城
学

芸
員

写
真

現
地

ま
で
の

道
中
は

、
外

間
班

長
や

宮
城

学
芸

員

に
よ
る
復

帰
ク
イ

ズ
で
盛

り
上

が
り

ま
し

た

写
真

バ
ス

ツ
ア

ー
司

会
進

行
や

学
芸

員
の

補
助

、
参

加

者
の

安
全

確
認

な
ど

を
担

当
し

た
大

城
学

芸
員

今
年
の
「
夏
休
み
！
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
復
帰

年
特
別
展
開
催
に
合

わ
せ
て
、
学
芸
員

名
と
参
加
者

名
に
よ
る
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「

親
子
で
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
」
、「

夏
休
み
の
宿
題
に
大

変
役
立
ち
ま
し
た
」
、「

バ
ス
の
中
の
ク
イ
ズ
が
楽
し
か
っ
た
」
、
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
2

年
8

月
1

日
  第

1
7

7
号

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）

沖
縄

美
ら

島
財

団
　

TE
L︓

09
8-

94
1-

82
00

（
代

表
）

「
ふ

れ
た

い
博

士
の

カ
ラ

フ
ル

葉
脈

標
本

 ～
ス

ケ
ス

ケ
葉

っ
ぱ

に
色

を
つ

け
よ

う
！

」

「
ス

ケ
ス

ケ
展

」
に

関
連

し
て

、
色

と
り

ど
り

な
葉

脈
標

本
を

作
り

ま
す

。
植

物
の

カ
ラ

ダ
の

し
く

み
に

つ
い

て
学

び
な

が
ら

、
カ

ラ
フ

ル
な

標
本

瓶
を

作
っ

て
み

よ
う

！

【
日

　
付

】
7

/1
6

～
9

/3
の

毎
週

土
曜

日

【
時

　
間

】 
①

1
0

:0
0

～
1

1
:0

0
 

　
　

　
　

 ②
1

1
:0

0
～

1
2

:0
0

【
場

　
所

】
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
ホ

ー
ル

【
定

　
員

】
各

回
8

名

【
参

加
費

】 
無

料

【
受

　
付

】
事

前
申

込
（

電
話

・
来

館
）

ふ
れ

あ
い

体
験

室
か

ら
の

お
し

ら
せ

ふ
れ

あ
い

体
験

室
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
サ

ポ
ー

ト
の

募
集

に
つ

い
て

、
今

月
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室

に
て

募
集

票
を

掲
示

し
て

い
ま

す
。

ど
な

た
で

も
ご

参
加

い
た

だ
け

ま
す

の
で

、
サ

ポ
ー

ト
を

希
望

さ
れ

る
方

は
募

集
票

に
お

名
前

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
サ

ポ
ー

ト
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

※
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

よ
っ

て
は

中
止

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

サ
ポ

ー
ト

：
各

回
 3

名
程

度

本
講
座
で
は
、
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
島
野
菜
を
数
品
目
と
り
あ
げ
、

そ
の
多
様
性
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
島
野
菜
の
経
済
栽
培
に
関
す
る
研
究

お
よ
び
中
城
村
で
行
わ
れ
て
い
る
島
野
菜
の
取
り
組
み
も
併
せ
て
紹
介
し
、

島
野
菜
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
紹
介
し
ま
す
。

【
日

　
付

】
8

/1
4

(
日

)
【

時
　

間
】 

1
4

:0
0

～
1

6
:0

0
【

場
　

所
】

講
堂

【
講

　
師

】
砂

川
春

樹
（

一
財

）
沖

縄
美

ら
島

財
団

【
定

　
員

】
1

4
0

名
【

参
加

費
】 

5
0

0
円

【
受

　
付

】
事

前
申

込
（

電
話

・
来

館
）

今
回
出
版
さ
れ
た
『
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
は
な
ぜ
役
に
立
た
な
い
研
究
を

す
る
の
か
？
』で

は
、私

た
ち
水
族
館
の
職
員
で
あ
る
3人

の
サ
メ
博
士
が
、

一
体
何
の
た
め
に
、
ど
ん
な
も
の
を
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
研
究
し
、
そ

の
結
果
を
ど
う
活
か
し
て
い
る
の
か
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
美
ら

海
水
族
館
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
き
綴
っ
た
本
で
す
。
今
回
の
講
演
で

は
、
書
籍
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
秘
蔵
映
像
や
、
今
だ
か
ら
話
せ
る
秘
密

の
話
な
ど
、
と
っ
て
お
き
の
裏
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
日

　
付

】
8

/6
(

土
)

【
時

　
間

】 
1

4
:0

0
～

1
6

:0
0

【
場

　
所

】
講

堂
【

講
　

師
】

佐
藤

  
圭

一
・

冨
田

武
照

・
松

本
瑠

偉
　（

一
財

）
沖

縄
美

ら
島

財
団

【
定

　
員

】
1

4
0

名
【

参
加

費
】 

5
0

0
円

　
※

高
校

生
以

下
無

料

【
受

　
付

】
事

前
申

込
（

電
話

・
来

館
）

8
月

講
座

（
指

定
管

理
者

主
催

）
の

お
し

ら
せ

８月号③

８月号④
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 ・
月

日
水

～
博

物
館
講

座
室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更

す
る

場
合
が

あ
り
ま

す
。

※
中

止
す
る

場
合
は

、
曜
日
班

代
表

者
へ

連
絡
し

ま
す
の
で

、
周

知
を

お
願

い
し

ま
す
。

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

日
程

時
間

内
容

場
所

／
（
木

～
常常

設設
展展

示示
解解

説説
会会

（（
地地

学学
））

※
当

日
申

込 講
師

：
宇

佐
美

賢
地

学
担

当

常
設

展
示

室
※

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

に
て

分
前

か
ら

受
付

／
（
土
）

～
学学

芸芸
員員

講講
座座

（（
考考
古古

））
※

事
前
申

込
／

水
～

「
遺

跡
か

ら
か

い
ま

見
る

尚
巴

志
の

時
代

－
尚

巴
志

即
位

年
を

記
念

し
て

－
」

講
師

：
山

本
正

昭
考

古
担

当

講
堂

※
会

場
を

変
更

し
ま

し
た

／
（
土
）

～
文文

化化
講講

座座
（（

歴歴
史史
））

※
事

前
申
込

／
水

～

「
ぼ

く
の

沖
縄

＜
復

帰
後

＞
年

史
」

講
師

：
新

城
和

博
有

ボ
ー

ダ
ー

イ
ン

ク

講
堂

／
（
土
）

～
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
考考

古古
））

※
事

前
申

込
／

土
～

講
師

：
山

本
正

昭
考

古
担

当

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

※
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

に
分

前
集

合

博
物

館
月月

日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

募
集

用
紙

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室

に
掲

示
し

て
い

ま
す

。
ご

希
望

の
募

集
内

容
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
お

名
前

の
ご

記

入
を

お
願
い

し
ま
す

。

※
ガ

イ
ド
に

つ
い
て

は
、
当
日

開
始

前
に

打
合
せ

を
行
い
ま

す
の

で
、

ご
確
認

を
お
願
い

い
た

し
ま

す
。

※
募

集
の
詳

細
に
つ

い
て
は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室
に

掲
示
し
て

い
る

募
集

用
紙
を

ご
確
認
く

だ
さ

い
。

メ
ー

ル
登
録

を
さ
れ

て
い
な
い

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

皆
さ
ま
へ

お
知

ら
せ

い
た
し

ま
す
。
博

物
館

で
は
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
へ

の
連

絡
用

と
し
て

使
用
し
て

い
る

メ
ー

ル
ア
ド

レ
ス
が
あ

り

ま
す

。
登

録
を
ご

希
望
の

方
は

、
下
記

の
メ
ー

ル
ア
ド

レ
ス

に
メ

ー
ル

を
お
送

り
く
だ
さ

い
。

博博
物物

館館
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア

ha
ku

bo
ra
54

01
@
gm

ai
l.c
om

メ
ー

ル
を

送
信

し
て

い
た

だ
い

た
後

は
、

送
受

信
が

可
能

か
ど

う
か

の
確

認
し

、
こ

ち
ら

か
ら

再
度

メ
ー

ル
を

お

送
り

し
ま

す
。

メ
ー

ル
の

送
信

方
法

な
ど

ご
不

明
な

点
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
遠

慮
な

く
教

育
普

及
補

助
・

照
屋

ま
で

ご
連

絡
く
だ

さ
い
。

日
程

時
間

内
容

場
所

／
（

水
）

↓ ↓
延延

期期

／
（

木
）

～
常常

設設
展展

示示
解解

説説
会会
（（

生生
物物

））
※

当
日

申
込

講
師

：
菊

川
章

生
物
担

当
常
設
展
示

室
※

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

に
て

分
前

か
ら

受
付

日
程

時
間

募
集

内
容

募
集
人
数

／
（

月
）

～
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

清清
掃掃

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業
名
程
度

／
（

水
）

～
少少

人人
数数

校校
ガガ

イイ
ドド

※
募

集
〆
切

／
金

石
垣

市
立

宮
良

小
学

校
年

生
名

名

／
（

水
）

～
少少

人人
数数

校校
ガガ

イイ
ドド

※
募

集
〆
切

／
金

南
城

市
立

百
名

小
学

校
年

生
名

名

／
（

金
）

～
少少

人人
数数

校校
ガガ

イイ
ドド

※
募

集
〆
切

／
金

渡
嘉

敷
村

立
阿

波
連

小
学

校
・

年
生

名
名

おお
知知

らら
せせ

⑤⑤
メメ

ーー
ルル

登登
録録

のの
おお

知知
らら

せせ

おお
知知

らら
せせ

③③
開開

催催
延延

期期
のの

教教
育育

普普
及及

催催
事事

おお
知知

らら
せせ

④④
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

９月号①

９月号②
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ごご
報報

告告
①①

松松
島島

中中
学学

校校
教教

員員
研研

修修
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア

ごご
報報

告告
②②

夏夏
休休

みみ
教教

員員
講講

座座
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア

月
日
（

火
）
に

は
夏
休
み

教
員

向
け

講
座
が

あ
り
、
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
さ
ん
か

ら
の

ご
協

力

を
い

た
だ
き

ま
し
た

。
昨
年
は

博
物

館
職

員
で
民

具
の
実
演

解
説

を
行

っ
た
こ

と
も
あ
り

、
初

め
て

ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

さ
ん
が

民
具
の
解

説
を

し
て

い
る
姿

を
見
る
こ

と
が

で
き

、
と
て

も
嬉
し
か

っ
た

で
す

。

お
忙

し
い
中

ご
協
力

い
た
だ
き

大
変

あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た

。
（
照

屋
）

月
日
（

水
）
に

は
松
島

中
学

校
教

員
研
修

が
あ
り
ま

し

た
。

ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の

ご
協

力
大

変
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
松

島
中
学

校
の
先
生

か
ら

は
、「

も
っ
と

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

さ
ん

の
解
説

が
聞
き

た
か
っ
た

」
と

い
う

声
も
あ

り
、
大
変

充
実

し
た

研
修
を

行
う
こ

と
が
で
き

ま
し

た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
2

年
9  

月
1

日
  第

1
7

8
号

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）

沖
縄

美
ら

島
財

団
　

TE
L︓

09
8-

94
1-

82
00

（
代

表
）

復
帰

5
0

年
 特

別
展

　
沖

縄
、

復
帰

後
。

展
　

ー
い

ち
ま

で
ぃ

ん
 か

な
さ

 オ
キ

ナ
ワ

ー
展

グ
ッ

ズ
を

紹
介

し
ま

す
！

ご
購

入
後

、
測

量
野

帳
を

シ
ョ

ッ
プ

ス
タ

ッ
フ

に
渡

す
と

こ
れ

ま
た

懐
か

し
い

ス
タ

ン
プ

を
押

し
て

く
れ

ま
す

！
！

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

ゆ
い

む
い

 で
は
、
現
在
、
か
つ

て
の
証
明
書
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
に
似
せ
た
、測
量
野
帳
を
販
売
中
で
す
！

き
っ
と
、
本
物
の
証
明
書
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
お
持
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
シ
ョ
ッ
プ
で
お
手

に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

ぜ
ひ

シ
ョ

ッ
プ

ゆ
い

む
い

に

お
越

し
く

だ
さ

い
ま

せ
～

９月号③

９月号④

- 61 -



       ・
月

日
火

～
講

堂

・
対

象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更

す
る

場
合
が

あ
り
ま

す
。

※
中

止
す
る

場
合
は

、
曜
日
班

代
表

者
へ

連
絡
し

ま
す
の
で

、
周

知
を

お
願
い

し
ま
す
。

日
時

内
容

場
所

／
土

～

学学
芸芸

員員
講講

座座
（（

生生
物物

））
※

事
前
申

込
／

木
～

／
水

「
フ
ィ

ー
ル

ド
ツ

ア
ー

身
近
な

カ
タ

ツ
ム

リ
を

さ
が

し
に

行
こ

う
！

」

講
師

：
菊

川
章

生
物

担
当

大
里

城
址

公
園

南
城

市
大

里

／
木

～

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
歴歴

史史
））

※
当

日
申

込 講
師

：
外

間
一

先
博

物
館

班
班

長

常
設

展
示

室
※

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

に
て

分
前

か
ら

受
付

／
土

～

「「
琉琉

球球
－－

美美
とと

そそ
のの

背背
景景

－－
展展

」」
展展

示示
解解
説説

会会

講
師

：
伊

禮
拓

郎
美

術
工

芸
担

当

博
物

館
企

画
・

特
別

展
示

室

／
土

～

文文
化化

講講
座座

（（
美美

術術
工工

芸芸
））

※
事
前

申
込

／
木

～
／

土

「
琉
球
美

術
史

へ
の

招
待

―
グ

ス
ク

の
城

壁
か

ら
工

芸
品

の
デ

ザ
イ

ン
ま

で
―

」

講
師

：
上

江
洲

安
亨

一
財

沖
縄

美
ら

島
財

団

講
堂

博
物

館

月月
日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

①①
秋秋

のの
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
全全

体体
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

裏裏
にに

つつ
づづ

きき
まま

すす

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

募
集

用
紙
を

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

に
掲

示
し

て
い
ま

す
。
ご
希

望
の

募
集

内
容
が

あ
り
ま
し

た
ら

、

お
名

前
の
ご

記
入
を

お
願
い
し

ま
す

。

※
募

集
の
詳

細
に
つ

い
て
は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室
に

掲
示
し
て

い
る

募
集

用
紙
を

ご
確
認
く

だ
さ

い
。

※
ガ

イ
ド
に

つ
い
て

は
、
当
日

開
始

前
に

打
合
せ

を
行
い
ま

す
の

で
、

内
容
の

ご
確
認
を

お
願

い
い

た
し
ま

す
。

日
時

内
容

場
所

／
日

～ ～

琉 琉
球球

歴歴
史史
文文

化化
のの

日日
ワワ

ーー
クク

シシ
ョョ

ッッ
ププ

親親
子子

でで
まま

なな
ぶぶ

「「
琉琉

球球
――
美美

とと
そそ

のの
背背

景景
――

展展
」」

展展
示示

解解
説説

会会

※
事

前
申

込
／

金
～

／
日

各
回

名
程

度

対
象

：
小

～
中

と
保

護
者

講
師

：
伊

禮
拓

郎
美

術
工
芸
担

当

博
物
館
企

画
・

特
別
展
示

室

／
土

～

体体
験験

学学
習習
教教

室室
※

事
前

申
込

／
木

～
／

木

「
勾

玉
づ

く
り

体
験

」

定
員

：
名

親
子

組
講

師
：

山
本

正
昭

考
古

担
当

博
物
館
実

習
室

／
（

土
）

～

「 「
琉琉

球球
－－
美美

とと
そそ

のの
背背

景景
－－

展展
」」

シシ
ンン

ポポ
ジジ

ウウ
ムム

「
守

り
継

が
れ

て
き

た
琉

球
の

文
化

～
琉

球
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

成
り

立
ち

と
意

義
に

つ
い
て
～

」

パ
ネ

リ
ス

ト
：

田
名

真
之

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術
館

館
長

他
名

講
堂

／
土

～

ババ
ッッ

クク
ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
生生

物物
））

※
事

前
申

込
／

～

講
師

：
菊

川
章

生
物
担

当

バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド

※
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

に
分

前
集

合

／
土

～

「「
琉琉

球球
－－
美美

とと
そそ

のの
背背

景景
－－

展展
」」

展展
示示

解解
説説

会会

講
師

：
山

本
正

昭
考

古
担

当
・

崎
原

恭
子

歴
史

担
当

博
物
館
企

画
・

特
別
展
示

室

日
程

募
集

内
容

募
集
人
数

／
金

～

少少
人人

数数
校校

ガガ
イイ

ドド
※

募
集

〆
切

／
木

与
那

国
町

立
与

那
国

小
学

校
年

生
名

名

／
土

～

体体
験験

学学
習習

教教
室室

※
募

集
〆
切

／
水

勾
玉

づ
く

り
体

験
の

補
助

名

／
月 ～

ふふ
れれ

ああ
いい

体体
験験

室室
清清

掃掃

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業
名
程
度

おお
知知

らら
せせ

③③
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

10 月号①

10 月号②
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近
現

代
史

的
な

出
来

事
で

あ
る

「
復

帰
」

の
節

目
の

年
で

は
あ

り
ま

す
が

、
何

故
こ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
「

琉
球

」
を

主
題

と
し

た
展

示
を

行
う

の
か

。
そ

れ
は

、
今

の
沖

縄
は

こ
の

半
世

紀
で

出
来

上
が

っ
た

も
の

で
は

な
く

、
脈

々
と

受
け

継
が

れ
る

文
化

の
上

に
成

り
立

ち
、

決
し

て
こ

の
50

年
の

歩
み

だ
け

で
成

り
立

っ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

か
ら

で
す

。
年

中
行

事
や

産
業

と
い

う
面

で
見

て
も

、
琉

球
王

国
時

代
の

エ
ッ

セ
ン

ス
を

残
す

文
化

が
今

な
お

色
濃

く
残

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
は

私
た

ち
の

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

と
言

い
換

え
る

こ
と

も
で

き
る

で
し

ょ
う

。
し

か
し

、
今

日
に

続
く

文
化

は
当

た
り

前
の

よ
う

に
伝

わ
っ

て
き

て
い

る
わ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
明

治
以

降
の

近
代

化
や

沖
縄

戦
を

経
て

な
お

伝
わ

る
「

琉
球

」
の

息
吹

は
、

先
人

た
ち

の
思

い
、

そ
し

て
そ

の
思

い
を

継
い

だ
次

の
世

代
が

あ
っ

た
か

ら
こ

そ
感

じ
る

こ
と

が
出

来
る

の
で

す
。

復
帰

か
ら

50
年

は
ど

う
い

う
年

な
の

か
。

私
は

復
帰

を
知

ら
な

い
世

代
で

す
が

、
こ

れ
か

ら
先

の
50

年
、

10
0

年
、も

っ
と

先
の

沖
縄

を
考

え
る

年
な

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。ま

だ
ま

だ
様

々
な

問
題

は
あ

り
ま

す
が

、
沖

縄
も

か
つ

て
な

い
成

長
を

遂
げ

た
の

だ
と

思
い

ま
す

。
し

か
し

、
沖

縄
の

歩
み

は
こ

こ
で

終
わ

る
わ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
こ

れ
か

ら
先

を
歩

む
と

き
、

何
を

後
世

に
伝

え
る

の
か

。
そ

の
一

つ
が

私
た

ち
の

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

た
る

琉
球

の
文

化
な

の
だ

と
思

い
ま

す
。

博
物

館
と

し
て

は
先

人
た

ち
が

繋
い

で
き

た
バ

ト
ン

を
し

っ
か

り
と

後
世

に
伝

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

今
回

の
展

示
で

は
、

東
京

国
立

博
物

館
・

九
州

国
立

博
物

館
か

ら
約

49
件

の
資

料
の

他
、

徳
川

美
術

館
か

ら
は

琉
球

の
美

術
工

芸
品

と
し

て
唯

一
国

指
定

の
文

化
財

に
な

っ
て

い
る

「
朱し

ゅ

漆う
る

し

花か

鳥ち
ょ

う

密み
つ

陀だ

絵え

沈ち
ん

金き
ん

御う

供く

飯ふ
ぁ

ん

」
や

、
松

坂
屋

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

J.
フ

ロ
ン

ト
リ

テ
イ

リ
ン

グ
資

料
館

が
所

蔵
す

る
ノ

ロ
の

衣
裳

、宮
内

庁
書し

ょ

陵り
ょ

う

部ぶ

が
所

蔵
す

る「
康こ

う

熙き

帝て
い

勅ち
ょ

く

書し
ょ

写う
つ

し

及お
よ

び
外そ

と

筒づ
つ

」
な

ど
、

県
内

初
公

開
や

久
し

ぶ
り

の
公

開
に

な
る

資
料

も
含

め
20

0
件

近
い

資
料

を
展

示
し

ま
す

。
県

外
に

あ
る

資
料

は
、

県
外

に
あ

っ
た

か
ら

こ
そ

沖
縄

戦
の

戦
禍

を
免

れ
た

資
料

と
言

え
る

で
し

ょ
う

。
そ

れ
ら

も
、

各
所

蔵
者

の
沖

縄
の

文
化

に
対

す
る

理
解

が
無

け
れ

ば
処

分
さ

れ
て

い
た

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

今
回

県
外

か
ら

多
く

の
資

料
を

借
用

で
き

る
の

は
、

沖
縄

を
思

う
県

外
の

方
々

の
理

解
が

あ
っ

た
か

ら
と

も
言

え
ま

す
。

今
回

の
展

示
で

は
多

く
の

資
料

が
里

帰
り

し
ま

す
が

、
今

の
沖

縄
を

振
り

返
る

機
会

に
な

る
と

同
時

に
、

県
外

で
沖

縄
を

思
う

方
々

と
の

強
い

つ
な

が
り

を
再

認
識

し
、

県
内

に
住

ま
う

人
だ

け
で

は
な

く
沖

縄
を

好
き

だ
と

思
っ

て
下

さ
る

多
く

の
皆

さ
ん

と
未

来
を

考
え

る
契

機
に

な
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。

復
帰
50

年
の
節
目
に
何
故
、琉

球
な
の
か

伊
禮

 拓
郎

（
美

術
工

芸
担

当
）

復
帰

50
年
展
「
琉
球
－
美
と
そ
の
背
景
－
」

会
期

：
20

22
年

10
月

14
日

(金
) 

～
 2

02
2

年
12

月
04

日
(日

)
場

所
：

特
別

展
示

室
1，

特
別

展
示

室
2，

企
画

展
示

室
観

覧
料

：
一

般
：

1,
40

0
円

（
1,

20
0

円
）、

高
大

生
：

70
0

円
(5

60
円

)、
小

中
生

：
50

0
円

(4
00

円
）

※
(

)内
は

前
売

料
金

※
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

観
覧

無
料

（
但

し
要

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

証
掲

示
）

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
2

年
1

0
月

1
日

  第
1

7
9

号

O
ki
M
u　
秋
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
中
！
&
こ
れ
か
ら
開
催

沖
縄

の
夜

空
で

は
ど

ん
な

星
座

が
見

え
る

で
し

ょ
う

か
︖

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

万
華

鏡
を

作
り

な
が

ら
、

星
の

不
思

議
に

つ
い

て
一

緒
に

考
え

て
み

ま
し

ょ
う

︕

【
日

　
程

】
10

月
～

12
月

の
毎

週
土

曜
日

【
時

　
間

】 ①
10

:0
0～

  ②
10

:4
5～

  ③
11

:3
0～

（
約

45
分

）
【

場
　

所
】

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

ホ
ー

ル
【

定
　

員
】

各
回

6
名

　
　【

参
加

費
】

40
0

円

【
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
】 1

日
3

名
程

度

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）沖

縄
美

ら
島

財
団

　
TE

L︓
09

8-
94

1-
82

00
（

代
表

）

10
・1

1・
12

月
「

ふ
れ

た
い

博
士

の
星

座
万

華
鏡

づ
く

り
」

「
日

本
絵

画
と

西
洋

絵
画

、
見

く
ら

べ
展

―
世

界
の

名
画

に
親

し
も

う
vo

l.2
」

【
日

　
程

】 9
月

15
日

（
木

）
～

10
月

9
日

（
日

）
【

場
　

所
】 美

術
館

　
企

画
ギ

ャ
ラ

リ
ー

1
【

料
　

金
】

無
料

 

万
国

津
梁

の
鐘

に
記

さ
れ

た
琉

球
王

国
の

ア
ジ

ア
と

の
交

流
を

、
明

確
に

伝
え

る
記

録
が

王
国

の
記

録
「

歴
代

宝
案

」。
そ

の
膨

大
な

記
録

に
向

き
合

い
な

が
ら

、
ア

ジ
ア

の
中

の
琉

球
の

時
代

像
に

迫
っ

た
研

究
者

た
ち

に
つ

い
て

高
良

倉
吉

先
生

が
解

説
し

ま
す

。

【
日

　
程

】
10

月
10

日
（

月
）

【
時

　
間

】 1
0:

30
～

12
:0

0
【

場
　

所
】

3F
講

堂
（

14
0

席
）　

　【
参

加
費

】
無

料
【

申
　

込
】 事

前
申

込
制

　
申

し
込

み
受

付
中

解
体

梵
鐘

vo
l.7

 「
万

国
津

梁
」

の
時

代
に

ア
プ

ロ
ー

チ
し

た
研

究
者

た
ち

世
界

の
名

画
が

集
合

︕
「

世
界

の
名

画
に

親
し

も
う

」
の

第
2

段
を

開
催

︕

「
お

き
み

ゅ
ー

誕
生

祭
20

22
」

【
日

　
程

】 1
1

月
3

日
（

木
）　

*
プ

レ
イ

ベ
ン

ト
あ

り
【

場
　

所
】 お

き
み

ゅ
ー

館
内

今
年

も
お

き
み

ゅ
ー

誕
生

祭
を

開
催

︕
さ

ぁ
、

み
ん

な
で

ち
む

ど
ん

ど
ん

し
よ

う
♪

11
月
3
日
は
無
料
開
放
日
︕
博
物
館
常
設
展
・
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
が
無
料
︕

10 月号③

10 月号④
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    ・
月

日
火

～
博

物
館

講
座
室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
す

る
場
合
が

あ
り

ま
す

。

※
中

止
す
る

場
合
は

、
曜
日
班

代
表

者
へ

連
絡
し

ま
す
の
で

、
周

知
を

お
願
い

し
ま
す
。

日
時

内
容

場
所

／
木

～

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
美美

術術
工工
芸芸

））
※

当
日

申
込

定
員

名
講

師
：

篠
原

あ
か

ね
美

術
工

芸
担

当

常
設

展
示

室
※

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

に
て

分
前

か
ら

受
付

／
土

～

学学
芸芸

員員
講講

座座
（（

美美
術術

工工
芸芸

））
※
事

前
申

込
／

水
～

「
琉
球

－
美

と
そ

の
背

景
－

」

定
員

名
講

師
：

伊
禮

拓
郎

美
術

工
芸

担
当

講
堂

／
日

～

「「
琉琉

球球
－－

美美
とと
そそ

のの
背背

景景
－－

展展
」」

展展
示示
解解

説説
会会

定
員

名
（

当
日

先
着

）
講

師
：
篠

原
あ

か
ね

美
術

工
芸

担
当

博
物

館
企

画
・

特
別

展
示

室

／
土

～

文文
化化

講講
座座

（（
歴歴

史史
））

※
事

前
申
込

／
水

～

「『
お

も
ろ

さ
う

し
』

の
世

界
」

定
員

名
講

師
：

波
照

間
永

吉
名

桜
大

学
大

学
院

博
士

課
程

特
任

教
授

講
堂

／
土

～

「「
琉琉

球球
－－

美美
とと
そそ

のの
背背

景景
－－

展展
」」

琉琉
球球
古古

刺刺
繍繍
ワワ

ーー
クク

シシ
ョョ

ッッ
ププ

※
事

前
申

込
／

金
～

／
日

定
員

名
（

抽
選

制
）

講
師

：
琉

球
古

刺
繍

保
存

会

博
物

館
実

習
室

／
（
土
）

～

ババ
ッッ

クク
ヤヤ

ーー
ドド

ツツ
アア

ーー
（（

歴歴
史史
））

※
事

前
申

込
／

土
～

定
員

名
講

師
：
外

間
一

先
（

博
物

館
班

班
長

）

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

※
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

に
分

前
集

合

／
日

～

「「
琉琉

球球
－－

美美
とと
そそ

のの
背背

景景
－－

展展
」」

展展
示示
解解

説説
会会

定
員

名
（

当
日

先
着

）
講

師
：
大

湾
ゆ

か
り

民
俗

担
当

博
物

館
企

画
・

特
別

展
示

室

博
物

館
月月

日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて
沖

縄
県

立
博

物
館
・
美

術
館

博
物

館
班

（
直

通
）

09
8
‐
8
51
‐

54
01

‐
9
41
‐

36
50

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

募
集

用
紙
を

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

に
掲

示
し

て
い
ま

す
。

ご
希

望
の
募

集
内
容

が
あ
り
ま

し
た

ら
、

お
名
前

の
ご
記
入

を
お

願
い

し
ま
す

。

※
募

集
の
詳

細
に
つ

い
て
は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室
に

掲
示
し
て

い
る

募
集

用
紙
を

ご
確
認
く

だ
さ

い
。

※
ガ

イ
ド
に

つ
い
て

は
、
当 当

日日
打打

合合
せせ

を
行

い
ま
す

の
で
、

内
容

の
ご

確
認
を

お
願
い
い

た
し

ま
す

。

日
程

募
集

内
容

募
集
人
数

備
考

／
木

～

少少
人人

数数
校校

ガガ
イイ

ドド
〆

切
／

木

南
城

市
立

久
高

小
学

校
年

生
名

名
・
当
日
打

合
せ

～

／
金

～
：

少少
人人

数数
校校

ガガ
イイ

ドド
〆

切
／

木

座
間

味
村

立
阿

嘉
小

学
校

名
・
当
日
打

合
せ

～

／
金

～

少少
人人

数数
校校

ガガ
イイ

ドド
〆

切
／

金

沖
縄

市
立

中
の

町
小

学
校

年
生

名
名

・
当
日
打

合
せ

～

／
月 ～

ふふ
れれ

ああ
いい

体体
験験

室室
清清

掃掃

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業
名
程
度

おお
知知

らら
せせ

③③
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

おお
知知

らら
せせ

④④
与与

那那
国国

小小
学学

校校
見見

学学
ササ

ポポ
ーー

トト
のの

様様
子子

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

ささ
んん

ごご
協協

力力
ああ

りり
がが

とと
うう

ごご
ざざ

いい
まま

しし
たた

！！

月
日
（
金
）
与
那
国

小
学

校
修
学
旅
行

の
団
体

見
学
が

あ
り

ま
し
た
。

11 月号①

11 月号②
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
博
物
館
班
自
然
史
地
学
担
当
の
宇
佐
美
で
す
。
長
か
っ
た

コ
ロ
ナ
の
行
動
規
制
も
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
の
方
は
、
復
帰
後
展
の
資
料
返
却
を
ほ
ぼ
終
え
、
復
帰
後
展
の
仕
事
が
減
る
の
と
は
逆
に
、
地
学
関
係
の
仕
事
が
増

え
、
ま
た
違
っ
た
忙
し
さ
を
感
じ
つ
つ
、
嬉
し
さ
と
寂
し
さ
の
両
方
を
感
じ
て
い
ま
す
。

平
和
・
命
へ
の
想
い
（
39

6
人
）、

復
帰
後
展
と
沖
縄
へ
の
想
い
（
17

2
人
）、

自
然
・
海
・
生
物
へ
の
想
い
（
75

人
）

戦
争
・
基
地
の
な
い
世
界
へ
の
祈
り
（
59

人
）、

健
康
・
笑
顔
・
明
る
い
未
来
へ
の
想
い
（
35

人
）

コ
ロ
ナ
終
息
へ
の
想
い
（
17

人
）、

安
室
奈
美
恵
フ
ァ
ン
の
想
い
（
14

人
）、

首
里
城
・
沖
縄
の
文
化
へ
の
想
い
（
12

人
）

子
ど
も
た
ち
へ
の
想
い
（
９
人
）、

SD
Gs
・
ゴ
ミ
問
題
等
へ
の
想
い
（
6
人
）、

そ
の
他
（
56

人
）

上
記
は
、先

日
閉
会
し
た
復
帰

50
年
特
別
展「

沖
縄
、復

帰
後
。

展
」
の
展
示
の
終
わ
り
に
観
覧
者
に
記
し
て
い
た
だ
い
た
未
来

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
し
た
も
の
で
す
。
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
魚
型
付
箋
紙
は
沖
縄
ク
ジ
ラ
が
未
来
に
向

け
て
泳
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
海
に
貼
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ま
と
め
ま
し
た

が
、
実
際
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
観
覧
者
そ
れ
ぞ
れ
の
沖
縄
へ
の
熱

い
想
い
が
こ
も
っ
た
も
の
で
し
た
。

今
回
、
復
帰

50
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
そ
の
展
覧
会
に
関
わ
れ
た
こ
と
で
、
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
は
続
い
て
い
る
こ
と
、
今
、
こ
の
瞬
間
も
歴
史
は
刻
ま
れ
、
未
来
に
向
け
時
間
は
続
い
て
い

く
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
県
の
あ
ゆ
み
の
中
で
、
人
々
の
中
に
強
い
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
培
わ
れ
、
現
代
に
至
る
こ
と
も
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。我

々
、人

類
は
ど
こ
に
進
も
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
地
球
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
宇
宙
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
い
て
い
る
と
、
自
衛
隊
配
備

や
軍
事
演
習
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
豪
雨
や
地
震
等
の
自
然
災
害
、
温
暖
化
等
の
環
境
問
題
等
、
暗

い
問
題
ば
か
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
今
、
未
来
に
向
け
て
、
私
達
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
、
未
来
の
世
界

が
平
和
な
社
会
、
心
落
ち
着
く
穏
や
か
な
地
球
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、そ

ろ
そ
ろ
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
館
内
外
で
勉
強
会
も
し
た
い
で
す
ね
。今

回
は
取
り
留
め
の

な
い
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「沖
縄

、復
帰

後
。展

」 
と

85
1

人
の

未
来

へ
の

メ
ッセ

ー
ジ

に
想

う
宇

佐
美

賢
（

地
学

担
当

学
芸

員
）

11 月号③

  
 

   
  ＜ ＜

月月
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

＞＞

・
月

日
水

～
博

物
館
講

座
室

対
象

：
各
曜

日
班
の

お
世
話
係

、
分

野
別

勉
強
会

の
代
表

＜ ＜
月月

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

連連
絡絡

会会
＞＞

・
月

の
連

絡
会
の

日
程
を
変

更
し

て
い

ま
す
。

以
下
の
通

り
で

す
。

【
変

更
前
】

年
月

日
（

火
）

→
【
変
更

後
】

年年
月月

日日
（（

火火
））

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
す

る
場
合
が

あ
り

ま
す

。
中
止

す
る
場

合
は

、
曜
日

班
代
表

者
へ
連
絡

し
ま

す
の

で
、
周

知
を
お
願

い
し

ま
す

。

※
新

型
ウ
イ

ル
ス
感

染
症
の
拡

大
状

況
に

よ
り
、

中
止
や
一

部
変

更
を

す
る
場

合
が
あ
り

ま
す

。

※
催

事
問
合

せ
・
申

込
：

（
県

立
博
物

館
・

美
術

館
代

表
）

日
程

場
所

／
木

～

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
歴歴

史史
））

※
当

日
受

付

定
員

名
講

師
：

崎
原

恭
子

歴
史

担
当

常
設
展
示

室
※

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

に
て

分
前

か
ら

受
付

／
土

～

学学
芸芸

員員
講講

座座
（（

歴歴
史史

））
※

事
前
申

込
／

木
～

「
新

収
蔵

の
『

向
姓

家
譜

』
～

和
宇

慶
家

と
内

間
家

～
」

定
員

名
講

師
：

崎
原

恭
子

歴
史

担
当

博
物
館
講

座
室

／
土

～

文文
化化

講講
座座

（（
生生

物物
））

※
事

前
申
込

／
木

～

「
沖

縄
の

人
と

自
然

～
や

ん
ば

る
年

を
中

心
に

～
」

定
員

名
講

師
：

当
山

昌
直

総
合

地
球

環
境

学
研
究

所
共
同

研
究

員

講
堂

／
土

～

ババ
ッッ

クク
ヤヤ

ーー
ドド

ツツ
アア

ーー
（（

歴歴
史史

））
※

事
前

申
込

／
土

～

定
員

名
講

師
：

宮
城

修
歴
史
担

当

バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド

※
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前

に
分

前
集

合

博
物

館
月月

日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

にに
つつ

いい
てて

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

12 月号①
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ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の
皆

さ
ま
、
今

年
も

大
変

お
世
話

に
な
り
ま

し
た

。
当

館
は

月
日

木
～

年
月

日
火

ま
で

休
館

し
ま

す
。
来

年
も
よ
ろ

し
く

お
願

い
い
た

し
ま
す
。

募
集

用
紙

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室

に
掲

示
し

て
い

ま
す

。
ご

希
望

の
募

集
内

容
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
お

名
前

の
ご

記

入
を

お
願
い

し
ま
す

。

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

拡
大

状
況

に
よ
り

一
部
変
更

す
る

場
合

が
あ
り

ま
す
。

日
程

募
集

内
容

募
集

人
数

備
考

／
月 ～

ふふ
れれ

ああ
いい

体体
験験

室室
清清

掃掃

展
示
室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業
名

程
度

おお
知知

らら
せせ

④④
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集
にに

つつ
いい

てて

おお
知知

らら
せせ

③③
年年

末末
年年

始始
休休

館館
にに

つつ
いい

てて

ごご
報報

告告
①①

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

ササ
ポポ

ーー
トト

のの
様様

子子

10
／
22

勾
玉
づ
くり

11
／
2
石
垣
市
立
宮
良
小
学
校

11
／
18

座
間
味
村
立
阿
嘉
小
学
校

11
／
17

南
城
市
立
久
高
小
学
校

11
／
17

南
大
東
村
立
南
大
東
小
学
校

12 月号②

20
22

年
11

月
15

日
（

火
）

か
ら博

物
館

常
設

展
示

室
内

の
美

術
工

芸
と歴

史
の

部
門

展
示

室
で

、1
42

4
年

～
18

67
年

の
44

4
年

間
に

わ
た

って
中

国
や

朝
鮮

、東
南

アジ
ア諸

国
とや

りと
りし

た
琉

球
王

国
の

外
交

文
書

集
で

あ
る

『歴
代

宝
案

』を
テ

ー
マ

とし
た

特
別

展
示

が
始

ま
りま

した
。本

展
は

沖
縄

県
教

育
委

員
会

が
主

催
（

担
当

：
文

化
財

課
史

料
編

集
班

の
歴

代
宝

案
チ

ー
ム

）
で

、当
館

は
共

催
（

担
当

：
美

術
工

芸
及

び
歴

史
分

野
）

とい
う形

式
で

開
催

して
い

ます
。

県
教

育
委

員
会

は
19

89
年

か
ら『

歴
代

宝
案

』の
編

集
・刊

行
事

業
を行

い
、3

3
年

を経
た

今
年

３
月

に
校

訂
本

・訳
注

本
全

30
冊

が
刊

行
され

る
とい

う、
大

き
な

節
目

を
迎

え
まし

た
。県

教
育

委
員

会
で

は
これ

を記
念

して
、特

別
展

示
だ

け
で

な
く、

連
続

講
座

や
シ

ンポ
ジ

ウム
等

も
企

画
して

い
ます

。
今

回
の

特
別

展
示

は
、大

きく
２

つ
の

特
徴

が
あ

りま
す

。１
つ

目
は

、1
5～

19
世

紀
に

わ
た

る
『歴

代
宝

案
』の

内
容

とと
も

に
、東

ア
ジ

ア
とそ

の
周

辺
で

交
易

の
要

衝
とし

て
栄

え
た

琉
球

を
、『

歴
代

宝
案

』の
記

録
とモ

ノ資
料

とを
あ

わ
せ

て
紹

介
して

い
る

こと
で

す
。

２
つ

目
は

、原
本

が
失

わ
れ

た
『歴

代
宝

案
』の

写
真

・写
本

資
料

を
展

示
し、

それ
らに

基
づ

い
て

33
年

の
歳

月
を

か
け

て
復

元
した

県
教

育
委

員
会

の
事

業
を紹

介
して

い
る

こと
で

す
。諸

本
の

突
き

合
わ

せ
や

監
修

者
の

厳
しい

チ
ェッ

ク等
、赤

字
が

ぎ
っし

りと
原

稿
に

書
き

込
ま

れ
て

い
る

様
子

を
み

る
と、

難
解

な
漢

文
で

書
か

れ
た

原
文

を
復

元
し、

さら
に

読
み

下
し文

に
して

注
釈

を
付

す
作

業
は

とて
も

大
変

で
あ

る
こと

が
実

感
で

き
ます

。
博

物
館

常
設

展
示

室
で

紹
介

して
い

る
琉

球
王

国
時

代
の

対
外

関
係

を
さら

に
詳

しく
知

る
機

会
に

も
な

る
と思

い
ます

。見
どこ

ろ
は

、
県

教
育

委
員

会
が

公
開

して
い

る
琉

球
王

国
交

流
史

デ
ジ

タル
アー

カイ
ブ

で
も

紹
介

して
い

ます
（

下
記

Q
R

コー
ド）

。展
示

期
間

中
、ぜ

ひ
ご

来
館

下
さい

！

＜
展

覧
会

情
報

＞
展

覧
会

名
称

：
特

別
展

示
「よ

み
が

え
る

王
国

の
記

録
『歴

代
宝

案
』－

ゆ
きか

うヒ
ト・

モノ
－

」
開

催
期

間
：

20
22

年
11

月
15

日
（

火
）

～
20

23
年

２
月

12
日

（
日

）
開

催
場

所
：

沖
縄

県
立

博
物

館
・美

術
館

博
物

館
常

設
展

示
室

美
術

工
芸

・歴
史

部
門

展
示

室
主

催
：

沖
縄

県
教

育
委

員
会

共
催

：
沖

縄
県

立
博

物
館

・美
術

館
関

連
催

事
：

・エ
ント

ラン
ス

展
示

20
22

年
11

月
22

日
（

火
）

～
12

月
11

日
（

日
）

・シ
ンポ

ジ
ウム

20
22

年
12

月
３

日
（

土
）

※
事

前
申

込
制

（
県

教
育

庁
文

化
財

課
史

料
編

集
班

℡
 0

98
-8

88
-3

93
9）

・展
示

解
説

会
外

間
み

どり
、山

田
浩

世
（

県
教

育
庁

文
化

財
課

史
料

編
集

班
）

①
20

22
年

12
月

25
日

（
日

）
14

:0
0～

15
:0

0
②

20
23

年
１

月
22

日
（

日
）

14
:0

0～
15

:0
0

※
当

日
受

付
（

13
:3

0
より

総
合

受
付

前
に

て
受

付
開

始
）

、各
回

定
員

15
名

美
術
工
芸
・歴

史
部
門
展
示
室

特
別
展
示
「よ
み
が
え
る
王
国
の
記
録
『歴

代
宝
案
』－

ゆ
き
か
うヒ
ト・
モ
ノ－

」
博

物
館

班
  

崎
原

 恭
子

（
歴

史
分

野
担

当
）

展
示

風
景

（
第

１
会

場
、美

術
工

芸
部

門
展

示
室

）
展

示
風

景
（

第
２

会
場

、歴
史

部
門

展
示

室
）

今
回

の
特

別
展

示
の

見
どこ

ろ
を

チ
ェッ

クす
る

こと
が

で
き

ま
す

！
12 月号③
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ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

通
信

沖
縄

県
立

博
物

館
2

0
2

2
年

1
2

 月
1

日
  第

1
8

1
号

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）

沖
縄

美
ら

島
財

団
　

TE
L︓

09
8-

94
1-

82
00

（
代

表
）

博
物

館
常

設
展

示
室

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
新

作
登

場
！

三
線

の
ひ

み
つ

（
美

術
工

芸
）

是
非

一
度

お
試

し
く

だ
さ

い
～

！
1

月
に

も
、

新
た

な
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
が

登
場

し
ま

す
！

乞
う

ご
期

待
！

書
こ

う

。。。。。。。。かん
がえ
てみ

よう
。。。。。。。。

み
ん

ぞ
く

。。。。。。。。。。
みて
みて

。。。。。。。。

正
面

か
ら

見
る

と
、

ぜ
ん

ぶ
同

じ
に

見
え

る
？

い
や

い
や

、
な

な
め

や
横

か
ら

見
た

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
三

線
の

違
い

や
美

し
さ

が
よ

く
わ

か
る

よ
！

民
俗

部
門

展
示

室
で

三
線

を
観

察
し

よ
う

!

ど
こ

が
ち

が
う

か
な

？
 気

づ
い

た
こ

と
を

書
こ

う
。

✓
本

物
を

見
つ

け
た

ら
チ

ェ
ッ

ク
！

三
線

の
ひ

み
つ

コ
コ

が
美

し
い

！

✓
鳩

胸
（

は
と

む
ね

・
ウ

ト
ゥ

チ
カ

ラ
）

こ
こ

の
カ

ー
ブ

も
見

ど
こ

ろ
の

ひ
と

つ
。

型
に

よ
っ

て
厚

み
が

ち
が

う
よ

。

✓
天

（
て

ん
・

チ
ラ

）
カ

ー
ブ

や
厚

み
の

ち
が

い
を

み
て

み
よ

う
。

ゆ
る

や
か

な
カ

ー
ブ

が
美

し
さ

の
ポ

イ
ン

ト
。

※
（

  
）

内
の

カ
タ

カ
ナ

は
、

　　
沖

縄
の

よ
び

か
た

で
す

。
あ

つ

う
つ

く

✓
範

（
の

り
・

カ
ラ

ク
イ

、
ム

デ
ィ

）

絃
を

調
整

す
る

た
め

の
範

も
種

類
が

あ
る

ん
だ

よ
。

げ
ん

　　
ち

ょ
う

せ
い

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
の

り
　　

　し
ゅ

る
い

✓
糸

蔵
（

い
と

く
ら

・
チ

ル
ダ

マ
イ

）

与
那

城
型

の
糸

蔵
は

長
い

ね
。

内
側

が

金
色

の
三

線
も

あ
る

よ
。

  
ユ

ナ
グ

シ
ク

  
  

 　
　 

  
い

と
く

ら

う
ち

が
わ

　　
 

✓
野

（
の

・
ト

ゥ
ー

イ
）

南
風

原
型

や
真

壁
型

は
細

く
、

久
場

春
殿

型
や

知
念

大
工

型
は

太
め

だ
よ

。

フ
ェ

ー
バ

ル
　　

　　
 　

　　
マ

カ
ビ

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　ク

バ
ス

ン
ド

ゥ
ン

  
チ

ニ
ン

デ
ー

ク

✓
胴

巻
き

（
ど

う
ま

き
）

、
手

掛
（

て
か

け
）

演
奏

す
る

と
き

に
手

が
蛇

の
皮

に
引

っ
か

か
る

こ
と

を

防
ぐ

胴
巻

は
、

い
ろ

い
ろ

な
模

様
が

あ
る

よ
。

お
気

に
入

り
を

見
つ

け
て

み
て

ね
。

え
ん

そ
う

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

 へ
び

  
　か

わ

ど
う

ま
き

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　 
も

　よ
う

き
ん

い
ろ

書
こ

う

QR
コ

ー
ド

か
ら

音
を

き
き

比
べ

て
み

て
ね

２
種

類
の

三
線

の
音

色
を

き
き

く
ら

べ
よ

う
！

ど
ち

ら
の

音
が

好
き

か
な

？

し
ょ

う
め

ん

今
回

は
、

三
線

の
美

し
さ

を
伝

え
る

こ
と

を
重

視
し

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

仕
上

げ
ま

し
た

！
カ

ン
カ

ラ
三

線
と

三
線

の
音

色
の

聴
き

比
べ

も
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
楽

し
め

ま
す

！

※
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
か

ら
一

部
抜

粋

お
き
み
ゅ
ー
　
ふ
し
ぎ
発
見
！

常
設
展
探
検
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

美 術 工 芸 ①

三
線

の

ひ
み

つ
場

所
：

民
俗

部
門

 展
示

室

　
　

　
総

合
展

示
室

み
ん

ぞ
く

ぶ
  も

ん
   

て
ん

 じ
  し

つ
 

さ
ん

　　
 　

　し
ん

そ
う

ご
う

て
ん

     じ
    し

つ

12 月号④

沖
縄
県
立

博
物
館

・
美
術

館

博
物
館
班

（
直
通

）

0
98
‐

8
5
1
‐

54
0
1

‐
9
4
1
‐

36
5
0

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  ・

年
月

日
火

～
博

物
館
講

座
室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
す

る
場
合
が

あ
り

ま
す

。

中
止

す
る
場

合
は
、

曜
日
班
代

表
者

へ
連

絡
し
ま

す
の
で
、

周
知

を
お

願
い
し

ま
す
。

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
の

拡
大

状
況
に

よ
り
、
中

止
や

一
部

変
更
を

す
る
場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
催

事
問
合

せ
・
申

込
：

（
県

立
博
物

館
・

美
術

館
代

表
）

日
程

内
容

場
所

月
日

（
日

）

～

学 学
芸芸

員員
講講

座座
（（

地地
学学

・・
考考

古古
））

※
要

申
込

先
着

順
火

～
電

話
受

付

「
フ

ィ
ー

ル
ド

ツ
ア

ー
石

こ
ろ

と
地

形
、

遺
跡

か
ら

紐
解
く

島
の

成
り

立
ち

と
人

間
生

活
」
（

移
動

展
催

事
）

定
員

名
対

象
小

以
上

（
小

中
学

生
は

保
護

者
同

伴
）

参
加

費
円

講
師

：
宇

佐
美

賢
地

学
担

当
、

山
本

正
昭

（
考
古

担
当
）

渡
嘉
敷
島

全
域

月
日
（

木
）

～

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
（（

人人
類類

））
※
当

日
受

付

定
員

名
講

師
：

澤
浦

亮
平

人
類

担
当

常
設
展
示

室
※
ふ
れ
あ

い
体
験

室
前

に
て

分
前
か
ら
受

付

月
日

（
土

）

～

文 文
化化

講講
座座

（（
人人

類類
））

※
当

日
受
付

「
さ

わ
れ

る
博

物
館

は
も

っ
と

面
白

い

～
プ

リ
ン

ト
を

活
用

し
た

未
来

の
博

物
館

の
姿

～
」

定
員

名
講

師
：

森
健

人
一

社
路
上
博
物

館

講
堂

月
日
（

土
）

～

ババ
ッッ

クク
ヤヤ

ーー
ドド

ツツ
アア

ーー
（（

人人
類類

））
※

事
前

申
込

土
～

定
員

名
講

師
：

澤
浦

亮
平

人
類

担
当

バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド

※
ふ
れ
あ

い
体
験

室
前

に
分
前
集
合

博
物

館

月月
日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

１月号①
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おお
知知

らら
せせ

③③
「「

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

登登
録録

申申
請請

書書
」」

のの
提提

出出

おお
知知

らら
せせ

④④
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

※
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

拡
大

状
況

に
よ
り

一
部
変
更

す
る

場
合

が
あ
り

ま
す

日
程

時
間

募
集

内
容

募
集

人
数

備
考

／
月

～
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

清清
掃掃

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業

名
程

度

「
令

和
年
度

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

登
録

申
請

書
」
は

返
信
用
封

筒
を

同
封

し
、

年
月

中

に
お

送
り

す
る

予
定

で
す

。
次

年
度

も
継

続
し

て
博

物
館

の
活

動
に

ご
協

力
を

い
た

だ
け

る
方

は
、

申
請
書

に
必
要

事
項
を
ご

記
入

の
上

、
下
記

の
方
法
に

て
提

出
を

お
願
い

い
た
し
ま

す
。

提 提
出出

期期
限限

：：
年年

月月
日日

火火
まま

でで

提提
出出

方方
法法

：：
申申

請請
書書

提提
出出

（（
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
室室

））
・・

郵郵
送送

／／
金金

沖沖
縄縄

市市
立立

中中
のの

町町
小小

学学
校校

／／
水水

南南
城城

市市
立立

百百
名名

小小
学学

校校

／／
金金

渡渡
嘉嘉
敷敷

村村
立立
阿阿

波波
連連

小小
学学

校校

ごご
報報

告告
①①

少少
人人

数数
離離

島島
校校

ガガ
イイ

ドド
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア

来
年

度
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

！

少
人

数
離

島
校

ガ
イ

ド
は

、
予

定
し

て
い

た
全

て
の

日
程

が
終

了
し

ま
し

た
。

ご
協

力
い

た
だ

き
大

変
あ

り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

学
校

か
ら

は
見

学
の

お
礼

状
も

届
い

て
い

ま
す

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室

に
～

週
間

ほ
ど

掲
示

し
ま

す
の

で
、

ご
覧
に
な

っ
て
く

だ
さ
い

。

１月号②

／／
水水

豊豊
見見
城城

市市
立立

座座
安安
小小

学学
校校

／／
木木

豊豊
見見

城城
市市

立立
ゆゆ

たた
かか

小小
学学

校校

／／
金金

那那
覇覇

市市
立立

天天
久久

小小
学学

校校
／／

火火
那那

覇覇
市市

立立
若若
狭狭

小小
学学

校校

ごご
報報

告告
②②

職職
員員

にに
よよ

るる
民民

具具
体体

験験
のの

実実
施施 月

～
月

に
実

施
し

た
民

具
体
験
で
は

、
照
屋

県
教
育
普

及
、

新
垣

財
団

、
大

濵
財

団
が

民
具
の
実

演
を
担

当
し
ま

し
た

。
児
童

の
誘

導
に

は
大

城
県

教
育

普
及

と
新

た
に

藤
井

財
団

も
加

わ
り

ま
し

た
。

月
日

天
久

小
学

校
の

見
学

で
は
、
誘

導
に
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

さ
ん

名
が

担
当

し
て

下
さ

り
ま

し
た
。
ご
協

力
大
変

あ
り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
し

た
。

１月号③
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お
きみ

ゅー
で

は
毎

年
1

回
、遠

隔
地

へ
博

物
館

・美
術

館
資

料
を

持
って

行
って

展
示

を
行

う移
動

展
とい

うの
を

開
催

して
お

りま
す

。し
か

し、
昨

年
と一

昨
年

は
コロ

ナ
に

よる
沖

縄
県

の
緊

急
事

態
宣

言
な

どに
よっ

て
開

催
が

延
期

され
る

こと
とな

って
い

まし
た

。よ
って

今
年

は
実

に
3

年
ぶ

りに
移

動
展

が
開

催
され

る
こと

に
な

りま
す

。
今

回
の

開
催

地
は

渡
嘉

敷
島

で
開

催
期

間
は

1
月

13
日

(金
)～

15
日

(日
)ま

で
に

な
りま

す
。開

催
に

あ
た

って
は

渡
嘉

敷
村

の
多

大
な

協
力

を
得

て
、渡

嘉
敷

村
中

央
公

民
館

を
会

場
に

して
、当

館
が

所
蔵

して
い

る
歴

史
、考

古
、民

俗
、自

然
史

資
料

を
一

堂
に

公
開

、展
示

す
る

予
定

とな
って

い
ます

。ま
た

展
示

期
間

中
で

あ
りま

す
1

月
13

日
の

夜
に

田
名

真
之

館
長

に
よ

る
講

座
、1

4
日

に
は

「渡
嘉

敷
村

の
遺

跡
の

味
」と

「身
近

な
植

物
で

筆
を

使
って

文
字

や
絵

を
描

い
て

み
よ

う」
「か

ん
た

ん
化

石
の

レプ
リカ

づ
くり

」の
３

つ
の

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
を

開
催

、1
5

日
に

は
「石

ころ
と地

形
、遺

跡
か

ら紐
解

く島
の

成
り立

ち
と人

間
生

活
」と

題
して

渡
嘉

敷
島

内
の

地
質

や
遺

跡
を

実
際

に
訪

ね
歩

くフ
ィー

ル
ドツ

ア
ー

を開
催

しま
す

。1
3

日
の

館
長

に
よ

る
講

座
以

外
は

事
前

申
し込

み
で

の
受

付
に

な
って

お
りま

す
の

で
、参

加
希

望
の

方
は

チ
ラシ

また
は

当
館

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

に
な

って
い

た
だ

け
れ

ば
と思

い
ます

。
渡

嘉
敷

島
に

限
らず

遠
隔

地
で

移
動

展
が

開
催

す
る

こと
で

、そ
の

地
域

の
人

々
との

新
た

な
交

流
が

生
ま

れ
た

り、
当

館
をよ

り
深

く知
って

い
た

だ
け

る
、数

少
な

い
機

会
とな

って
い

ます
。と

くに
気

軽
に

来
館

す
る

こと
が

で
き

な
い

離
島

地
域

で
お

きみ
ゅー

が
ど

の
よ

うな
こと

を
行

って
い

る
の

か
を

知
って

も
らう

こと
で

、少
しで

も
博

物
館

とい
う施

設
を

身
近

に
感

じる
こと

が
で

き
れ

ば
と思

って
お

りま
す

。
今

回
は

久
しぶ

りに
開

催
され

る
移

動
展

で
す

の
で

、多
くの

方
々

に
来

場
して

い
た

だ
け

れ
ば

と切
に

願
って

お
りま

す
。

「第
13

回
移

動
展

 i
n 

渡
嘉

敷
島

」
開

催
日

：
20

23
年

1
月

13
日

(金
) 

、2
02

3
年

1
月

14
日

(土
) 

、2
02

3
年

1
月

15
日

(日
)

開
催

時
間

：
9:

00
～

17
:0

0（
最

終
入

場
16

:3
0）

入
場

料
：

無
料

（
催

事
は

一
部

有
料

）
場

所
：

渡
嘉

敷
村

中
央

公
民

館
申

込
：

要
申

込
 ▶

申
込

受
付

期
間

：
20

22
年

12
月

20
日

(火
) 

～
 2

02
3

年
1

月
13

日
(金

)
※

館
長

講
座

以
外

の
イベ

ント
は

、事
前

申
し込

み
が

必
要

で
す

。
申

込
・お

問
い

合
わ

せ
先

：
TE

L 
 0

98
-9

41
-8

20
0（

担
当

：
大

濵
・保

久
村

）
休

館
日

：
月

曜
日

、年
末

年
始

12
月

29
日

(木
)

～
 2

02
3

年
1

月
3

日
(火

)、
1

月
10

日
(火

)

写
真

移
動

展
の

展
示

会
場

とな
る

渡
嘉

敷
村

中
央

公
民

館
第

13
回

移
動

展
in

渡
嘉

敷
島

の
チ

ラシ

「第
13

回
移

動
展

 i
n 

渡
嘉

敷
島

」
博

物
館

班
  

山
本

 正
昭

（
考

古
担

当
）

１月号④

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
3

年
1

 月
1

日
  第

1
8

2
号

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）

沖
縄

美
ら

島
財

団
　

TE
L︓

09
8-

94
1-

82
00

（
代

表
）

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
も
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

万
国

津
梁

の
鐘

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
解

体
梵

鐘
vo

l.8
　

万
国

津
梁

の
鐘

、
名

工
に

倣
う

」

日
　

程
：

1/
9（

月
・

祝
）

13
:3

0
～

16
:0

0（
開

場
13

:0
0）

場
　

所
：

博
物

館
実

習
室

講
　

師
：

上
原

 俊
則

（
金

細
工

ま
つ

）
定

　
員

：
20

名
参

加
費

：
5,

00
0

円
（

材
料

費
、

博
物

館
常

設
展

示
室

観
覧

料
込

）　
申

　
込

：
12

/7
（

水
）

～
 1

/9
（

月
・

祝
）

*定
員

に
達

し
次

第
終

了

古
来

の
鐘

づ
く

り
と

同
じ

よ
う

に
砂

の
型

に
模

様
を

彫
り

、
金

属
を

流
し

込
む

本
格

的
な

鋳
造

を
体

験
し

ま
す

。
当

時
の

職
人

の
苦

労
や

こ
だ

わ
り

ど
こ

ろ
を

追
体

験
で

き
る

特
別

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。

ご
参

加
お

待
ち

し
て

ま
す

！

ふ
れ

あ
い

体
験

室
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
ふ

れ
た

い
博

士
の

手
織

り
コ

ー
ス

タ
ー

づ
く

り
」

日
　

程
：

1
月

～
3

月
の

毎
週

土
曜

日
　

※
1/

14
お

休
み

　
　

　
　

①
10

:0
0

～
11

:0
0　

②
11

:0
0

～
12

:0
0

場
　

所
：

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

ホ
ー

ル
定

　
員

：
18

名
（

各
回

9
名

）　
参

加
費

：
40

0
円

申
　

込
：

12
/2

4（
土

）
～

織
り

物
は

ど
う

や
っ

て
で

き
る

の
か

な
？

お
家

で
も

で
き

る
手

作
り

の
織

り
機

を
使

っ
て

「
平

織
り

（
ひ

ら
お

り
）」

に
挑

戦
し

ま
す

。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

サ
ポ

ー
ト

募
集

し
て

ま
す

！

１月号⑤
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       ・
月

日
火

～
博
物

館
講
座

室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

※
以

下
「

お
知
ら

せ
①
②

④
」
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
状
況

に

よ
り

、
中
止

や
一
部

変
更
を
す

る
場

合
が

あ
り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

「
令

和
年

度
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
登

録
申

請
書
」

を
ご
自
宅

ま
で

発
送

し
ま
し

た
。
次
年

度
も

継
続

し
て
博

物
館
の

活
動

に
ご

協
力

い
た

だ
け

る
方

は
、

申
請

書
に

必
要

事
項

を
ご

記
入

の
上

、
下

記
の

方
法

に
て

提
出

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

提
出

期
限
：

年
月

日
（

火
）

ま
で

提
出

方
法
：

申
請
書

提
出

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

室
）
・
郵

送

日
程

内
容

場
所

月
日
（
木
）

～

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
考考

古古
））

※
当

日
受

付

定
員

名
講

師
：

山
本

正
昭

考
古

担
当

常
設

展
展

示
※

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

に
て

分
前

か
ら

受
付

月
日
（
土
）

～

学学
芸芸

員員
講講

座座
（（

民民
俗俗

））
※

当
日
受

付

「
宮

内
庁

三
の

丸
尚

蔵
館

収
蔵

品
に

み
る

皇
室

と
沖

縄
」

定
員

名
講

師
：

大
湾

ゆ
か

り
民

俗
担

当

博
物

館
講

座
室

月
日
（
土
）

～

文文
化化

講講
座座

（（
地地

学学
））

※
当

日
受
付

「
サ
ン

ゴ
礁

と
ハ

ブ
意

外
な

歴
史

関
係

」

定
員

名
講

師
：

井
龍

康
文

東
北

大
大

学
院

講
堂

月
日
（
土
）

～

ババ
ッッ

クク
ヤヤ

ーー
ドド

ツツ
アア

ーー
（（

美美
術術

工工
芸芸

））
※

事
前

申
込

土
～

定
員

名
講

師
：

伊
禮

拓
郎

美
術

工
芸

担
当

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

※
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前
に

分
前

集
合

博
物

館
月月

日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

おお
知知

らら
せせ

③③
「「

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

登登
録録

申申
請請

書書
」」

のの
提提

出出

２月号①

 

日
程

時
間

募
集

内
容

募
集
人
数

備
考

／
（

月
）

～
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

清清
掃掃

展
示

室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業

名
程
度

ごご
報報

告告
①①

教教
育育

普普
及及

活活
動動

のの
ふふ

りり
かか

ええ
りり

【【
月月

日日
】】
養養
成成
講講
座座
修修
了了
証証
交交
付付
式式

  
今
年
度
は
養
成
講
座
が
開
講
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
く

名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

 

【【
月月

日日
】】
親親
子子
ババ
スス
ツツ
アア
ーー

（（
宮宮
城城
学学
芸芸
員員
ほほ
かか
））

復
帰

年
関
連
催
事
と
し
て
、
親
子
で
復
帰
に
つ
い
て
学

ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

月
は
那
覇
小
禄
地
域

奥
武
山
、

月
は
恩
納
村
博
物
館

周
辺
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

【【
月月

日日
】】
沖沖
縄縄
アア
ミミ
ーー
クク
スス
イイ
ンン
タタ
ーー

ナナ
シシ
ョョ
ナナ
ルル
出出
前前
授授
業業
（（
宇宇
佐佐
美美
学学
芸芸
員員
））

沖
縄

の
地

質
や

地
形

に
つ

い
て

学
ぶ

授
業

を
実

施
し

ま

し
た
。

年
生
（
中
学
校

年
生
）
の
生
徒
達
は
、
質
疑

応
答
も
活
発
に
行
い
、
沖
縄
の
石
と
地
形
の
関
係
に

つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

【【
月月

日日
】】
沖沖
縄縄
ろろ
うう
学学
校校
来来
館館
学学
習習

月
日
よ
り
、ふ

れ
あ
い
体
験
室
が
開
室
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い

体
験

室
を
利

用
す
る

学
校
も

多
く

、
写
真

の

沖
縄
ろ
う
学
校
は
、
民
具
・
紙
芝
居
・
御
三
味
な
ど
の
キ

ッ
ト
を
体
験
し
、
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

 

おお
知知

らら
せせ

④④
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

２月号②
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復
帰
50
年
を数
え
る
20
22
年
度
は
、「
復
帰
後
展
」「
琉
球
展
」と
例
年
に
な
く大
規
模
な
展
覧
会
が
続
きま
した
。そ
の
ト

リを
飾
る
の
が
「宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
収
蔵
品
－
皇
室
の
美
と沖
縄
ゆ
か
りの
品
々
－
」で
す
。こ
の
展
覧
会
は
、皇
居
の
中
に

あ
る
三
の
丸
尚
蔵
館
が
収
蔵
す
る
皇
室
か
ら譲
り受
け
た
美
術
工
芸
品
を
、同
館
が
新
施
設
建
設
中
の
間
だ
け
地
方
で
展
示
し

て
皇
室
文
化
を広
く発
信
す
るた
め
の
も
の
で
す
。

国
民
文
化
祭
の
開
催
県
が
文
化
庁
や
宮
内
庁
との
主
催
で
この
展
覧
会
を
開
催
しま
す
。担
当
とな
った
筆
者
は
、三
の
丸
尚

蔵
館
の
研
究
官
の
皆
さん
と連
携
を
とり
な
が
ら、
本
展
の
構
想
を
た
て
ま
した
。そ
の
中
で
、沖
縄
で
は
め
った
に
見
る
こと
が
で
き
な

い
宮
中
の
装
束
を
リク
エ
ス
トし
た
とこ
ろ
、三
笠
宮
崇た
か

仁ひ
と

親王
 
が
お
召
しに
な
られ
た
束
帯
や
大
正
天
皇
の
皇
后
、貞
明
皇
后
か

ら三
笠
宮
百
合
子
妃
殿
下
に
引
き
継
が
れ
た
十
二
単
等
をお
借
りし
て
展
示
す
る
こと
に
な
りま
した
。

また
、皇
室
が
その
継
承
に
力
を
入
れ
て
い
る雅
楽
の
関
係
資
料
とし
て
、高
村
光
雲
・山
崎
朝
雲
の
「萬ま

ん

歳ざ
い

楽ら
く 置
物
」や
「雅

楽
図
」「
舞
楽

ぶ
が
く

蘭ら
ん

陵りょ
う  お

う

童ど
う

舞ぶ

・納
な

曾そ

利り

童ど
う

舞ぶ

綴
織
壁
掛
」な
どを
展
示
しま
す
。

本
展
で
は
三
の
丸
尚
蔵
館
が
収
蔵
して
い
る
沖
縄
ゆ
か
りの
作
品
も
ほ
とん
どが
里
帰
りし
ます
。中
で

世
紀
の
制
作
と考

え
られ
る
「琉
球
塗
料
紙
箱
・硯
箱
」を
は
じめ
、明
治

年
明
治
天
皇
の
命
を受
け
て
伊
藤
博
文
一
行
が
沖
縄
へ
来
島
した
と

きの
写
真
や
それ
を基
に
して
描
か
れ
た
と思
わ
れ
る
山
本
芳
翠
の
連
作
画
な
ど貴
重
な
作
品
が
並
び
ま
す
。

最
後
に
、本
展
の
目
玉
を紹
介
しま
しょ
う。
それ
は
、葛
飾
北
斎
の
「西
瓜

す
い
か

図ず

親」と
円
山
応
挙
の
「張ち
ょう

飛ひ

図ず

親」で
す
。こ
れ
ま
で
皇

室
由
来
の
作
品
は
国
の
文
化
財
指
定
か
ら外
され
て
い
ま
した
が
、昨
年
初
め
て
高
階
隆
廉
筆
「春
日
権
現
験
記
絵

か
す
が
ご
ん
げ
ん
け
ん
き
え

親」や
狩
野

永
徳
筆
「唐か

ら

獅じ

子し

図ず

」、
伊い

藤と
う

若じ
ゃ
く 冲ち
ゅう

筆
「動
植
綵

ど
う
し
ょ
く
さ
い

絵え

」等
5
件
が
国
宝
に
指
定
され
まし
た
。今
回
ご
紹
介
す
る
作
品
2
点
は
指

定
品
で
は
あ
りま
せ
ん
が
、い
ず
れ
も
三
の
丸
尚
蔵
館
の
代
表
的
な
作
品
で
す
。ぜ
ひ
この
機
会
に
じっ
くり
とご
鑑
賞
くだ
さい
。

「宮
内

庁
三

の
丸

尚
蔵

館
収

蔵
品

展
－

皇
室

の
美

と沖
縄

ゆ
か

りの
品

々
－

」 
の

紹
介

博
物
館
班
親親
大
湾
親ゆ
か
り（
民
俗
担
当
）

宮
内
庁
職
員
と開
幕
前
の
最
終
調
整
を
行
って
い
る
様
子
（
20
23
年
1
月
19
日
）

 

２月号③

20
23

年
1

月
13

日
~

15
日

の
会

期
で

『第
13

回
移

動
展

in
渡

嘉
敷

島
』が

開
催

され
ま

した
。今

回
の

移
動

展
で

は
、私

は
人

類
学

分
野

の
展

示
に

加
え

、「
渡

嘉
敷

島
の

遺
跡

の
味

」と
い

う体
験

学
習

イベ
ン

トを
担

当
しま

した
。昨

年
度

実
施

した
「貝

塚
の

味
」と

い
う企

画
の

発
展

版
で

す
。「

貝
塚

の
味

」は
現

代
人

は
あ

まり
口

に
しな

い
け

れ
ど貝

塚
時

代
人

は
好

ん
で

食
した

貝
を

参
加

者
と調

理
して

そ
の

ダシ
を

味
わ

うと
い

うも
の

で
した

。参
加

者
か

ら「
貝

を
採

る
とこ

ろ
か

らや
りた

か
った

」と
い

う
声

が
多

か
った

の
で

、移
動

展
な

ら実
現

しや
す

い
と考

え
、今

回
は

少
しバ

ー
ジ

ョン
ア

ップ
しま

した
。渡

嘉
敷

漁
業

協
同

組
合

の
皆

様
か

ら多
大

な
る

ご
理

解
とご

協
力

を
い

た
だ

き、
予

想
以

上
に

充
実

した
催

事
とな

りま
した

。
貝

採
集

を行
った

14
日

は
気

温
24

℃
とこ

の
時

期
に

して
は

暑
い

くら
い

で
、天

気
に

も
恵

ま
れ

ま
した

。参
加

者
の

年
齢

は
小

学
校

１
年

生
か

ら
75

歳
と幅

広
く、

城
島

との
あ

い
だ

の
岩

礁
で

カサ
ガ

イ類
、ア

マ
オ

ブネ
類

、レ
イシ

類
な

どを
み

ん
な

で
楽

し
く採

りま
した

。参
加

して
くれ

た
小

学
校

低
学

年
の

子
供

た
ち

は
非

常
に

貝
採

りが
上

手
で

とて
も

元
気

で
した

。小
学

生
の

活
躍

と渡
嘉

敷
漁

協
の

高
橋

氏
の

指
導

も
あ

って
1

時
間

ち
ょっ

との
時

間
で

15
ℓ

の
バ

ケ
ツに

い
っぱ

い
の

貝
を集

め
るこ

とが
で

きま
した

。 私
た

ち
は

マ
イナ

ス
ドラ

イバ
ー

な
どの

金
属

工
具

を
使

い
ま

した
が

、小
学

生
に

「お
店

で
す

ぐに
便

利
な

道
具

を
買

うこ
との

で
き

な
か

った
貝

塚
時

代
の

人
び

とは
どう

や
って

み
ん

な
が

採
った

貝
を

とっ
た

ん
だ

ろ
う？

」と
問

い
か

け
る

と、
貝

塚
時

代
の

道
具

に
興

味
が

そそ
られ

た
よう

で
す

。
翌

日
の

15
日

に
は

渡
嘉

敷
村

中
央

公
民

館
で

一
日

砂
抜

き
をし

た
貝

か
らダ

シ
をと

って
み

ん
な

で
味

わ
い

まし
た

。貝
ダシ

そ
の

も
の

を
感

じる
た

め
に

味
つ

け
は

塩
だ

け
に

しよ
うと

決
め

て
い

た
の

で
す

が
、塩

を
入

れ
ず

に
水

で
炊

い
た

だ
け

で
十

分
に

美
味

しい
ダシ

が
取

れ
まし

た
。身

も竹
串

で
取

り出
して

何
も

つ
け

ず
に

食
べ

まし
た

が
十

分
に

美
味

しい
もの

で
した

。
大

人
か

らは
、「

こん
な

食
べ

方
を

した
こと

が
な

か
った

の
で

新
鮮

だ
った

」、
「普

段
あ

ま
り食

べ
な

い
貝

の
シ

ン
プ

ル
な

ダシ
で

も
十

分
に

美
味

しい
」、

子
ども

か
らは

「に
が

い
」、

「カ
ニ

入
りの

ほ
うが

お
い

しい
」と

い
った

感
想

が
出

まし
た

。
参

加
者

の
方

々
は

皆
顔

な
じみ

で
小

さな
島

な
らで

は
の

濃
密

な
人

間
関

係
を

感
じる

とと
も

に
、社

会
的

な
立

場
を抜

きに
互

い
に

協
力

しあ
うバ

ラン
ス

の
良

い
コミ

ュニ
テ

ィが
成

立
して

い
る

こと
も

感
じま

した
。ま

た
、参

加
者

の
方

々
は

自
分

た
ち

が
暮

らす
島

の
自

然
・歴

史
・文

化
に

とて
も

興
味

を持
って

い
て

、先
史

時
代

の
人

び
とと

の
貝

に
まつ

わ
る

共
通

点
（

食
べ

る
種

類
が

重
な

る
こと

な
ど）

と相
違

点
（

先
史

時
代

人
は

食
用

だ
け

で
は

な
く現

代
人

よ
りも

実
用

品
、副

葬
品

、装
飾

品
とし

て
多

用
す

る
こと

な
ど）

に
つ

い
て

お
話

す
る

と、
好

奇
心

が
刺

激
され

た
よ

うで
それ

ぞ
れ

先
史

時
代

に
生

き
た

人
々

へ
の

想
像

を
め

ぐら
せ

て
い

た
よ

うで
す

。今
回

の
企

画
が

遠
い

祖
先

の
暮

らし
ぶ

りを
知

る
た

め
の

さま
ざ

ま
な

遺
跡

の
調

査
・研

究
や

博
物

館
資

料
へ

の
関

心
を

深
め

る
き

っか
け

とな
った

ら望
外

の
喜

び
で

す
。今

後
、離

島
で

行
う移

動
展

を再
度

担
当

させ
て

い
た

だ
く際

に
は

、こ
ん

な
企

画
を

発
展

させ
て

実
施

して
み

た
い

と思
い

ます
。ボ

ラン
テ

ィア
の

皆
様

か
らの

アイ
デ

ィア
も

お
待

ち
して

お
りま

す
。

移
動
展
催
事

「渡
嘉
敷
島
の
遺
跡
の
味
」に
つ
い
て

博
物

館
班

 澤
浦

亮
平

（
人

類
学

担
当

）
  

渡
嘉

敷
港

近
くの

岩
礁

で
の

貝
採

集
の

様
子

（
20

23
年

1
月

14
日

の
午

後
）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
3

年
2

 月
1

日
  第

1
8

3
号

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）

沖
縄

美
ら

島
財

団
　

TE
L︓

09
8-

94
1-

82
00

（
代

表
）

美
ら

島
サ

イ
エ

ン
ス

カ
フ

ェ
 

世
界

自
然

遺
産

「
西

表
島

」
の

植
物

誌
を

つ
く

る

日
　

程
：

2/
18

（
土

）
18

:0
0

～
19

:3
0（

受
付

17
:4

5）
場

　
所

：
カ

メ
カ

メ
キ

ッ
チ

ン
講

　
師

：
米

倉
 浩

司
　

　
　

　
(一

財
)沖

縄
美

ら
島

財
団

　
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
 植

物
研

究
室

 上
席

研
究

員
定

　
員

：
15

名
参

加
費

：
1,

00
0

円
（

ワ
ン

ド
リ

ン
ク

付
き

）　
申

　
込

：
2/

1（
水

）
～

 定
員

に
達

し
次

第
終

了

　
昨

年
、

世
界

自
然

遺
産

に
登

録
さ

れ
た

沖
縄

県
西

表
島

に
何

種
の

植
物

が
生

え
て

い
る

の
か

、
実

は
き

ち
ん

と
調

べ
ら

れ
て

い
ま

せ
ん

。
こ

の
「

何
種

の
植

物
が

ど
こ

に
生

え
、

ど
う

生
き

て
い

る
の

か
」

を
ま

と
め

た
も

の
を

植
物

誌
と

い
い

ま
す

。
沖

縄
美

ら
島

財
団

で
は

、
琉

球
大

学
な

ど
各

地
の

研
究

機
関

と
共

同
で

、
こ

の
植

物
誌

を
つ

く
る

た
め

の
調

査
を

行
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
の

調
査

が
ど

の
よ

う
な

も
の

か
、

さ
ら

に
そ

う
し

て
で

き
あ

が
る

植
物

誌
に

ど
の

よ
う

な
意

義
が

あ
る

か
を

紹
介

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

ご
参

加
お

待
ち

し
て

ま
す

！

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

移
動
展

in
 渡

嘉
敷
島

開
催
し
ま
し
た
！

お
き
み
ゅ
ー
旧
正
月
イ
ベ
ン
ト

開
催
し
ま
し
た
！

今
年
は
、
財
団
普
及
メ
ン
バ

ー
全
員
で

移
動
展
の
催
事
を
中
心
に
関

わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

旧
正
月
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
紅
型
ス
タ
ン
プ
で

は
が
き
や
マ
ス
ク
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
や
民
家
で

御
三
味
つ
め
つ
め
体
験
な
ど
、
旧
正
月
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

考
古
と
地
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

気
に
な
る
方
は
、
レ
ジ
メ
も
あ
り
ま
す
の
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
！

紅
型
ス
タ
ン
プ
と
御
三
味
つ
め
つ
め
体
験
の
様
子

子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

２月号⑤

３月号①

 
 

 
 

 
 

  ・
月

日
水

～
博
物

館
講
座

室

・
対

象
：
各

曜
日
班

の
お
世
話

係
、

分
野

別
勉
強

会
の
代
表

※
以

下
「

お
知
ら

せ
①
②

③
」
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
状
況

に

よ
り

、
中
止

や
一
部

変
更
を
す

る
場

合
が

あ
り
ま

す
。

※
催

事
に
つ

い
て
の

問
合
せ
・

申
込

：
（

県
立
博

物
館
・

美
術
館

代
表

）

日
程

内
容

場
所

／
木

～

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
生生

物物
））

※
当

日
受

付

定
員

名
講

師
：

菊
川

章
生
物
担
当

常
設
展
示

室
※
ふ
れ
あ

い
体
験

室
前

に
て

分
前
か
ら
受
付

／
土

～

文文
化化

講講
座座

（（
美美

術術
工工

芸芸
））

※
当
日

受
付

「
琉

球
の

仏
教

彫
刻

―
木

彫
刻

を
中

心
に

―
」

定
員

名
講

師
：

長
谷

洋
一

関
西
大
学

講
堂

／
土

～

学学
芸芸

員員
講講

座座
（（

人人
類類

））
※

当
日
受

付

「
狩

猟
採

集
か

ら
農

耕
へ

―
古

人
骨

か
ら

人
類

史
の

画
期

を
探

る
―
」

定
員

名
講

師
：

澤
浦

亮
平

人
類
担
当

博
物
館
講

座
室

／
土

～

ババ
ッッ

クク
ヤヤ

ーー
ドド

ツツ
アア

ーー
（（

教教
育育

普普
及及

））
※

事
前

申
込

／
土

～

定
員

名
講

師
：

大
城

久
表

教
育

普
及
担
当

バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド

※
ふ
れ
あ

い
体
験

室
前

に
分
前
集
合

おお
知知

らら
せせ

①①
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

のの
開開

催催
にに

つつ
いい

てて
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

博
物
館
班
（
直
通
）

09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01

‐
9
4
1‐

3
6
50

おお
知知

らら
せせ

②②
月月

教教
育育

普普
及及

関関
連連

催催
事事

博
物

館
月月

日日
発発
行行

第第
号号
（（

年年
月月
））

 ン
 ラ

 テ
 ア

 ボ
 イ
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３月号②

３月号③

月
よ
り

ジ
ン
ブ

ン
ボ
ッ

ク
ス

再
開

に
先

立
ち

、「
ガ

イ
ド

基
礎

」
を

受
講
し

た
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を

対
象
に

ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
を
行

い
ま
す

。
参
加
希

望
者

は
、
下

記
日

程
の
い
ず

れ
か

に
ご

参
加
を

お
願
い
い

た
し

ま
す

。
ま
た

、
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
室
に

募
集
用

紙
を
掲
載

し
て

い
ま

す
の
で

、
お
名
前

の
記

入
を

お
願
い

い
た
し
ま

す
。

※ ※
当当

日日
持持

参参
すす

るる
もも

のの
総総

合合
展展

示示
室室

『『
ガガ
イイ
ドド
ママ
ニニ
ュュ
アア
ルル
』』

日
程

募
集

内
容

集
合

場
所

備
考

／
（
金
）

～

ジジ
ンン

ブブ
ンン

ボボ
ッッ

クク
スス

ガガ
イイ

ドド
ミミ

ーー
テテ

ィィ
ンン

ググ
①①

再
開
に
向

け
て

の
確

認
事

項
、

ガ
イ

ド
練

習

博
物

館
講

座
室

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
対

象

／
（
金
）

～

ジジ
ンン

ブブ
ンン

ボボ
ッッ

クク
スス

ガガ
イイ

ドド
ミミ

ーー
テテ

ィィ
ンン

ググ
②②

再
開
に
向

け
て

の
確

認
事

項
、

ガ
イ

ド
練

習

博
物

館
実

習
室

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
対

象

／
（
月
）

～

ふふ
れれ

ああ
いい

体体
験験

室室
清清

掃掃
名

程
度

募
集

展
示
室
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

の
作

業

ふ
れ

あ
い

体
験

室

おお
知知

らら
せせ

③③
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
募募

集集

ごご
報報

告告
①①

職職
員員

にに
よよ

るる
民民

具具
体体

験験
のの

実実
施施

／／
金金

那那
覇覇
市市

立立
松松
島島

小小
学学

校校
名名

クク
ララ
スス

／／
水水

浦浦
添添
市市

立立
港港
川川

小小
学学

校校
名名

クク
ララ

スス

／／
水水

那那
覇覇
市市

立立
小小

禄禄
南南

小小
学学

校校
名名

クク
ララ

スス

今
年

度
予

定
し

て
い

た
民

具
体

験
は

、
無

事
校

の
日

程
を

終
了

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
来

年
度

は
、

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

皆
さ

ん
と

一
緒

に
活

動
で

き
る

こ
と

を

楽
し

み
に

し
て

お
り

ま
す

。（
照

屋
）

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

皆
さ

ま
、こ

ん
に

ち
は

。主
任

学
芸

員（
生

物
担

当
）
の

菊
川

で
す

。
コ

ロ
ナ

禍
も

収
束

し
つ

つ
あ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

も
少

し
ず

つ
再

開
し

て
い

る
よ

う
で

、と
て

も
心

強
く

感
じ

て
い

る
今

日
こ

の
頃

で
す

。

満
を

持
し

て
復

活
！

さ
て

、令
和

３
年

夏
に

、た
っ

た
１

日
だ

け
で

閉
幕

し
て

し
ま

っ
た『

み
ん

な
の

進
化

展
～

命
は

つ
な

が
っ

て
い

る
～

』
で

す
が

、
美

ら
島

財
団

さ
ん

は
じ

め
、

多
く

の
方

々
の

計
ら

い
で

、
来

る
６

月
日

～
９

月
３

日
に

再
度

開
催

で
き

る
運

び
と

な
り

ま
し

た
。担

当
者

と
し

て
、こ

ん
な

に
あ

り
が

た
い

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
せ

っ
か

く
で

す
の

で
、

こ
の

機
会

に
、
私

が
『

み
ん

な
の

進
化

展
』
に

込
め

た
思

い
に

つ
い

て
軽

く
触

れ
て

お
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

誤
解

さ
れ

や
す

い
『

進
化

』
の

概
念

『
進

化
』

と
い

う
言

葉
を

知
ら

な
い

人
は

、
お

そ
ら

く
ほ

と
ん

ど
い

な
い

で
し

ょ
う

。
そ

の
反

面
、

こ
れ

ほ
ど

誤
解

ま
た

は
曲

解
さ

れ
て

い
る

言
葉

も
な

か
な

か
無

い
と

思
い

ま
す

。し
か

も
、そ

の
曲

解
さ

れ
た

理
屈

が
差

別
を

正
当

化
す

る
根

拠
に

使
わ

れ
、数

々
の

悲
し

い
歴

史
を

生
ん

で
き

ま
し

た
（

ナ
チ

ス
の
『

優
生

思
想

』
な

ど
）。

世
界

中
の

人
々

み
ん

な
が

『
進

化
』

を
正

確
に

理
解

し
て

い
れ

ば
、

こ
ん

な
こ

と
に

は
な

ら
な

い
は

ず
な

の
に

…
。『

進
化

』の
概

念
は

、お
そ

ら
く

人
間

の
直

感
に

反
す

る
の

で
し

ょ
う

。本
能

的
に

、
い

つ
の

間
に

か
理

解
が

歪
ん

で
し

ま
う

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。「
知

っ
て

い
る

つ
も

り
」

が
一

番
怖

い
、

と
い

う
こ

と
で

す
ね

。

ど
う

す
れ

ば
伝

わ
る

？
ど

う
す

れ
ば

、
誰

も
が

容
易

に
、

し
か

も
正

確
に

『
進

化
』

の
概

念
を

理
解

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
。『

み
ん

な
の

進
化

展
』
は

、
そ

ん
な

大
き

な
課

題
に

真
摯

に
向

き
合

い
、
果

敢
に

挑
ん

で
い

ま
す

。
見

た
目

は
子

供
向

け
の

柔
ら

か
い

雰
囲

気
を

演
出

し
て

い
ま

す
が

、
大

人
の

皆
さ

ん
に

も「
進

化
っ

て
、
そ

う
い

う
こ

と
だ

っ
た

の
か

！
」
と

、
納

得
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
内

容
の

精
度

は
極

限
ま

で
高

め
た

つ
も

り
で

す
。
子

供
か

ら
大

人
ま

で
、

ま
た

、
様

々
な

立
場

の
人

た
ち

が
、「

み
ん

な
」

で
楽

し
み

な
が

ら
『

進
化

』
に

つ
い

て
学

べ
る

展
示

に
し

た
い

、
と

い
う

思
い

を
込

め
て

『
み

ん
な

の
進

化
展

』
と

名
づ

け
ま

し
た

。

『
進

化
』

と
は

何
か

、
考

え
る

機
会

に
実

際
の

展
示

の
中

で
は

、
進

化
の

仕
組

み
の

ほ
か

、進
化

の
歴

史
の

壮
大

さ
、
沖

縄
の

生
き

も
の

の
大

切
さ

な
ど

、沢
山

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
発

信
し

ま
す

。博
物

館
が

大
好

き
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

さ
ま

な
ら

、
し

っ
か

り
キ

ャ
ッ

チ
し

て
い

た
だ

け
る

と
信

じ
て

い
ま

す
。ご

家
族

や
ご

友
人

と「
み

ん
な

」で
ご

覧
い

た
だ

き
、

『
進

化
』

と
は

何
か

、
を

じ
っ

く
り

考
え

る
機

会
に

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

オ
キ

ナ
ワ

ヤ
マ

タ
カ

マ
イ

マ
イ

（
進

化
展

に
も

登
場

し
ま

す
よ

！
）

帰
っ

て
く

る
！

「
み

ん
な

の
進

化
展

～
命

は
つ

な
が

っ
て

い
る

～
」

主
任

学
芸

員
菊

川
 章

（
生

物
担

当
）

  

- 73 -



３月号④

３月号⑤

月
日

（
金

）
～

月
（

日
）

ま
で

「
第

回
移

動
展

渡
嘉

敷
島

｣を
年

ぶ
り

に
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。移

動
展

の
会

場
は

渡
嘉

敷
中

央
公

民
館

で
、移

動
展

の
準

備
を

初
め

て
経

験
し

ま
し

た
。展

示
作

業
を

関
係

職
員

及
び

関
係

業
者

で
丁

寧
に

行
い

、見
や

す
い

展
示

会
場

と
し

て
オ

ー
プ

ン
前

日
に

完
成

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

日
の

テ
ー

プ
カ

ッ
ト

に
は

、
大

勢
の

方
々

に
お

越
し

い
た

だ
き

、
日

間
の

来
場

者
は

名
で

し
た

。
ま

た
、
関

連
催

事
と

し
て

、
展

示
解

説
会

、
現

地
に

焦
点

を
当

て
た

沖
縄

の
歴

史
と

文
化

に
関

す
る

講
座

、自
然

観
察
・遺

跡
見

学
等

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ツ
ア

ー
、出

前
授

業
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
開

催
し

ま
し

た
。今

回
、展

示
を

と
お

し
て

、
離

島
に

お
住

ま
い

の
方

々
に

博
物

館
に

親
し

み
を

感
じ

て
い

た
だ

く
き

っ
か

け
と

な
る

移
動

展
の

す
ば

ら
し

さ
を

実
感

し
ま

し
た

。
教

育
普

及
担

当
と

し
て

、
と

て
も

貴
重

な
体

験
が

で
き

、
充

実
し

た
時

間
を

過
ご

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

月月
日日

（（
金金

））
のの

様様
子子

～～

開
会

式
解

説
会

講
座

「
琉

球
王

国
時

代
の

慶
良

間
・

渡
嘉

敷

月月
日日

（（
土土

））
のの

様様
子子

～～

出
前

授
業

（
阿

波
連

小
に

て
）

学
芸

員
講

座
①

渡
嘉

敷
村

の
遺

跡
の

味
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

月月
日日

（（
日日

））
のの

様様
子子

～～

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
学

芸
員

講
座

②
フ

ィ
ー

ル
ド

ツ
ア

ー
学

芸
員

講
座

②
フ

ィ
ー

ル
ド

ツ
ア

ー

「「
第第

1133
回回

移移
動動

展展
  ii

nn  
渡渡

嘉嘉
敷敷

島島
｣｣
をを

33
年年

ぶぶ
りり

にに
開開

催催
しし

まま
しし

たた
  

  
大大

城城
久久

表表
（（

教教
育育

普普
及及

担担
当当

））
  

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

沖
縄
県
立
博
物
館

2
0

2
3

年
3

 月
1

日
  第

1
8

4
号

お
問

い
合

わ
せ

先
︓

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 指

定
管

理
者

（
一

財
）

沖
縄

美
ら

島
財

団
　

TE
L︓

09
8-

94
1-

82
00

（
代

表
）

「
退
職
に
際
し
て
」

　
昨
年
、
5
月
よ
り
1
年
弱
の
財
団
勤
務
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
、
何
も
わ
か
ら
ず
、
右
往
左
往
す
る
毎
日
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
は
館
で
の
様
々
な
仕
事
（
流
儀
？
）
に
つ
い
て
、

優
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
務
所
で
は
若
い
人
た
ち
に
交
じ
っ
て
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
多
く
が
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
安
ら
ぎ
と
癒
し
を
与
え
て
下
さ
る
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
館
に
と
っ
て
最
強
の
味
方
だ
と
思
い
、
お
こ
が
ま
し
く
も
館
と
皆
さ
ん
の
懸
け
橋
と

な
る
べ
く
活
動
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
志
半
ば
に
も
至
ら
ず
、
今
回
、
身
勝
手
な
が
ら
辞
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
災
禍
が
こ
れ
ほ
ど
長
く
続
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
は
マ
ス
ク
姿
で
出
会
い
、

マ
ス
ク
姿
で
去
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
素
顔
も
知
ら
な
い
ま
ま
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
何
か
寂
し
い

感
じ
も
残
り
ま
す
が
、
マ
ス
ク
を
は
ず
せ
る
と
き
が
早
く
来
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
は
沖
縄
県
立
博
物
館
・

美
術
館
の
一
フ
ァ
ン
と
し
て
、
何
か
し
ら
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
嬉
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
1
日
　
　
藤
井
　
雅
弘
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Ⅺ  その他 
 

１ 移動展 

① 名 称：第13回 沖縄県立博物館・美術館 移動展 in渡嘉敷島 

② 開 期：令和５年１月13日（金）～１月15日（日） 
③ 時 間：午前９時～午後５時 
④ 開催地：渡嘉敷村 (渡嘉敷村中央公民館) 

⑤ 対 象：一般 

⑥ 観覧料：無料 

⑦ 主 催：沖縄県立博物館・美術館、渡嘉敷村教育委員会, 

    （一財）沖縄美ら島財団 

  ⑧ 後 援：渡嘉敷村、渡嘉敷村教育委員会 

 

（（１１））趣趣旨旨  

沖縄県立博物館・美術館では、県民が本県の自然・歴史・文化や芸術を正しく認識できるよう、これ

まで収集された資料を常設展示やコレクション展示で公開してきた。しかしながら島嶼県である本県で

は、当館の利用に不便を感じている離島や遠隔地に住む方々が多く、県民が等しく当館を利用するこ

とが難しい現状にある。移動展は、離島や遠隔地の方々に収蔵資料の展示をみていただくことによっ

て、沖縄の自然・歴史・文化や、芸術への理解を深めていただくことを目的として実施する。 

 

（（２２））展展示示内内容容  

①博物館展示 

「世界の化石と輝く石」・・・恐竜の骨格標本、岩石の展示 

「沖縄の自然、歴史、文化」・地学・生物・歴史・民俗・考古・教育普及に関する総合展示 

 デジタルミュージアム動画コンテンツ上映・・・ウチナーの民話上映 

復帰 50年に関する資料 

②美術館展示 

｢展覧会展示パネル｣・・・・これまでの展覧会概要パネルの展示 

 

（（３３））総総入入館館者者数数 333311 名名  

内訳 

○13日(金)/ 166 名 (70 歳以上５名、一般 52名、高大０名、小中76名、未就学児33名) 

○14日(土)/   73 名 (70 歳以上１名、一般  39 名、高大０名、小中21名、未就学児12名) 

○15日(日)/   92 名 (70 歳以上０名、一般 47名、高大０名、小中36名、未就学児９名) 

【移動展の様子】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

チラシ 

0113-01.jpg 

 

0113-02.jpg 

 

0113-03.jpg 

 

0113-04.jpg 

 

0113-05.jpg 

 

0113-06.jpg 

 

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

博物館学芸員講座①
「渡嘉敷村の遺跡の味」

沖縄県立博物館・美術館　館長講座
「琉球王国時代の慶良間・渡嘉敷」

博物館学芸員講座②フィールドツアー
「石ころと地形、遺跡から紐解く

　　　　　　　　島の成り立ちと人間生活」

「かんたん化石のレプリカづくり」

「身近な植物で筆を作って
　　　　　文字や絵を描いてみよう！！」

おまたせしました！

2 年越しの開催です！

動物のはく製や地域によって異なる石、復帰 50 年に関する
資料など沖縄の自然・歴史・文化を知るチャンスです！

ワークショップや講座なども開催！
みなさまのご来場をお待ちしております！

移動展 in 渡嘉敷島
沖縄県立博物館・美術館　令和 4 年度

蝶形骨器

ヤンバルクイナ

水晶

荻堂式土器

9:00 ～ 17:00　渡嘉敷村中央公民館
（最終入場 16:30）

1/13
金 日

1/151/14
土

港川人

入場無料
だよ～第13回

オキナワイシカワガエル

イリオモテヤマネコ

1/13
   金

1/14・15
   土　     日

1/15
   日

1/14
   土

詳細は、

こちらから

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【住所】那覇市おもろまち 3-1-1

【主催】沖縄県立博物館・美術館、一般財団法人 沖縄美ら島財団　【共催】渡嘉敷村

沖縄県立博物館・美術館の収蔵資料が
渡嘉敷島にやってくる！

・
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①沖縄県立博物館・美術館 館長講座 「琉球王国時代の慶良間・渡嘉敷」 リモート講演 

実施日：１月13日（金）19:00～20:30（18:30 開場） 

講 師：田名  真之（館長） 

場  所：渡嘉敷村中央公民館 2F研修室 

対 象：一般 

参加者：19名(定員 20名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

②博物館学芸員講座①「渡嘉敷村の遺跡の味」 

日 程：１月 14日（土）15:00～17:30 貝を採る、１月15日（日）11:30～13:30 だしを取る 

講 師：澤浦 亮平（人類担当） 

場 所：渡嘉敷村中央公民館 2F研修室、城島とのあいだの岩礁 

対 象：小３以上 

参加者：19名(定員 10組（最大 20名程度）) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③博物館学芸員講座②「フィールドツアー 石ころと地形遺跡から紐解く島の成り立ちと人間 

生活」 

日 程：１月 15日（日）9:00～13:00（8:45 中央公民館集合）（参照：Ⅴ博物館学芸員講座） 

講 師：宇佐美 賢（地学担当）、山本 正昭（考古担当） 

場 所：渡嘉敷島全域 

対 象：小３以上 ※ 小中学生は保護者同伴 

参加者：13名(定員 15名) 
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①沖縄県立博物館・美術館 館長講座 「琉球王国時代の慶良間・渡嘉敷」 リモート講演 

実施日：１月13日（金）19:00～20:30（18:30 開場） 

講 師：田名  真之（館長） 

場  所：渡嘉敷村中央公民館 2F研修室 

対 象：一般 

参加者：19名(定員 20名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

②博物館学芸員講座①「渡嘉敷村の遺跡の味」 

日 程：１月 14日（土）15:00～17:30 貝を採る、１月15日（日）11:30～13:30 だしを取る 

講 師：澤浦 亮平（人類担当） 

場 所：渡嘉敷村中央公民館 2F研修室、城島とのあいだの岩礁 

対 象：小３以上 

参加者：19名(定員 10組（最大 20名程度）) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③博物館学芸員講座②「フィールドツアー 石ころと地形遺跡から紐解く島の成り立ちと人間 

生活」 

日 程：１月 15日（日）9:00～13:00（8:45 中央公民館集合）（参照：Ⅴ博物館学芸員講座） 

講 師：宇佐美 賢（地学担当）、山本 正昭（考古担当） 

場 所：渡嘉敷島全域 

対 象：小３以上 ※ 小中学生は保護者同伴 

参加者：13名(定員 15名) 
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④移動展解説会 

日 程：１月 13日（金）10:00～11:30 

講 師：宇佐美 賢（地学担当）、山本 正昭（考古担当） 

    澤浦 亮平（人類担当）、宮城 修（歴史担当） 

場 所：渡嘉敷村中央公民館 

対 象：渡嘉敷村立渡嘉敷小中学校生（小学生の部） 

参加者：38 名（定員なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤移動展解説会 

日 程：１月 13日（金）13:00～14:00 

講 師：宇佐美 賢（地学担当）、山本 正昭（考古担当） 

    澤浦 亮平（人類担当）、宮城 修（歴史担当） 

場 所：渡嘉敷村中央公民館 

対 象：渡嘉敷村立渡嘉敷小中学校生(中学生の部) 

参加者：34 名（定員なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥小中学校への出前授業① 

日 程：１月 11日（水）10:00～11:00 

講 師：玉城 早苗(美術館教育普及担当) 

場 所：渡嘉敷村立渡嘉敷小中学校 

対 象：小中学生 

参加者：64名 

 

⑦小中学校への出前授業② 

日 程：１月 13日（金）10:25～11:15  

               9:25～10:15  

講 師：玉城 早苗(美術館教育普及担当)、山崎 真治(人類担当) 

場 所：渡嘉敷村立阿波連小学校 

対 象：渡嘉敷村立阿波連小学校 

参加者：14名 
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⑧「身近な植物で筆を作って文字や絵を描いてみよう！！」 

日 程：１月 14日（土）10:00～12:00 

講 師：玉城 早苗（美術館教育普及担当） 

場 所：渡嘉敷中央公民館 研修室 

対 象：小１～中３（小３以下は保護者同伴） 

参加者：６名 (定員 10名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨「かんたん化石のレプリカづくり」 

日 程：１月 14日（土）15:00～16:00／16:00～17:00 

    １月 15日（日）10:00～11:00／11:00～12:00 

講 師：新垣 麻乃（（一財）沖縄美ら島財団 教育普及担当） 

場 所：渡嘉敷村中央公民館 １F展示会場 

対 象：５歳 ～ 一般（小３以下は保護者同伴） 

参加者：35名（定員 40名（各回 10名）） 
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⑧「身近な植物で筆を作って文字や絵を描いてみよう！！」 

日 程：１月 14日（土）10:00～12:00 

講 師：玉城 早苗（美術館教育普及担当） 

場 所：渡嘉敷中央公民館 研修室 

対 象：小１～中３（小３以下は保護者同伴） 

参加者：６名 (定員 10名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨「かんたん化石のレプリカづくり」 

日 程：１月 14日（土）15:00～16:00／16:00～17:00 

    １月 15日（日）10:00～11:00／11:00～12:00 

講 師：新垣 麻乃（（一財）沖縄美ら島財団 教育普及担当） 

場 所：渡嘉敷村中央公民館 １F展示会場 

対 象：５歳 ～ 一般（小３以下は保護者同伴） 

参加者：35名（定員 40名（各回 10名）） 
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２ 職場体験  

 令和４年度は、高等学校２校８名を受け入れた。学生たちは、もぎりやミュージアムショップでの接

客業務や情報センターでの資料整理他などを体験した。また、博物館・美術館職員による学芸業務の紹

介やバックヤード見学なども実施。博物館・美術館に関わる様々な職種を体験することができた。 

     

 
 
体験内容：もぎり(入場券の確認)、ふれあい体験室(ワークショップの準備)、ミュージアムショップ(接

客、商品の管理)、情報センター(新聞の切り抜き作業・その他資料整理)、博物館・美術館班

(バックヤードおよび学芸業務の見学) 
 
 
受入校：２校８名(高等学校２校) 

 
①沖縄県立沖縄水産高等学校２学年(４名)             ７月 12 日（火）～14 日（木）（３日間) 

②沖縄県立沖縄工業高等学校２学年(４名)             ９月 13 日（火）～15 日（木）（３日間) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

004  沖縄工業 
 

005  沖縄工業 
 

006  沖縄工業 
 

001 沖縄水産 
 

002 沖縄水産 
 

003  沖縄水産 
 

- 79 -



３ 教育普及資料の活用  

 

（１）学校団体貸出一覧 

博物館の教育普及関係資料等を貸出ている。令和４年度の貸出団体は８件であった。 

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、一部使用方法の制限を設け貸出を実施 

図１－① 資料利用申請書 第５様式     図１－② 

 

 利用者 資料名 利用目的 貸出期間 

１ 沖縄県立美咲特別支援学校 
けんぱくキット「むかしむん」 
けんぱくキット「骨スーツ」 

平和月間 ６/８～６/14 

２ 沖縄県立森川特別支援学校 けんぱくキット「むかしむん」 平和月間 ６/16～６/22 

３ 那覇市立真地小学校 けんぱくキット「むかしむん」 社会科授業 10/15～10/21 

４ 那覇市立真嘉比小学校 民具 社会科授業 １/６～１/13 

５ 那覇市立高良小学校 民具 社会科授業 １/20～１/27 

６ 那覇市立城西小学校 民具 社会科授業 ２/６～２/13 

７ 那覇市立大道小学校 民具 社会科授業 ２/６～２/13 

８ ガジマル保育園 けんぱくキット「豆腐作りキット」 ゆし豆腐作り ２/13～２/17 

図１－① 図１－② 

３ 教育普及資料の活用  
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※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、一部使用方法の制限を設け貸出を実施 
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１ 沖縄県立美咲特別支援学校 
けんぱくキット「むかしむん」 
けんぱくキット「骨スーツ」 

平和月間 ６/８～６/14 

２ 沖縄県立森川特別支援学校 けんぱくキット「むかしむん」 平和月間 ６/16～６/22 

３ 那覇市立真地小学校 けんぱくキット「むかしむん」 社会科授業 10/15～10/21 

４ 那覇市立真嘉比小学校 民具 社会科授業 １/６～１/13 

５ 那覇市立高良小学校 民具 社会科授業 １/20～１/27 

６ 那覇市立城西小学校 民具 社会科授業 ２/６～２/13 

７ 那覇市立大道小学校 民具 社会科授業 ２/６～２/13 

８ ガジマル保育園 けんぱくキット「豆腐作りキット」 ゆし豆腐作り ２/13～２/17 

図１－① 図１－② 
第５様式（第４条関係）

資 料 利 用 申 請 書

（教育普及資料の借用）

令和元年 月 日

沖縄県立博物館・美術館長 殿

代表者名： 印

申請者 団 体 名：

（担当者氏名 ）

住 所：〒

：

：

Ｅ ：

下記により教育普及資料の利用を許可くださるようお願いします。

記

利 用 区 分 １学校（学年・学級）行事 ２地域・団体行事 ３その他

希 望 日 時 ・ 期 間 年 月 日（ 時）～ 年 月 日（ 時）

行 事 名 参加人員

目 的

資 料 名 数量 備 考

１．

２．

３．

４．

１

１

※留意事項

①当館学芸員の指示に従い、館員の勤務時間内に行うこと。

②資料の利用に当たっては、必要に応じ「沖縄県立博物館・美術館所蔵」と明記すること。

③資料の紛失あるいは損傷を与えた場合は、修理、製作等に係る実費を負担すること。

④資料のうち、当館以外に所有権者がいる場合は、当該者の同意書を添付すること。

⑤申請の際には、返信用封筒（切手貼付）を添えること。

⑥貸与期間は１週間以内とする。

⑦資料の運搬その他費用を要する場合は、申請者が負担すること。

⑧資料の利用にあたっては、事故が生じないよう取り扱いに十分留意すること。

⑨万一の事故等については、申請者が一切の責任を負うこと。

前項に違反した行為があったときは、この許可を取り消すことがある。

民民具具借借用用ににああたたっっててごご注注意意いいたただだくくこことと

１，児童による着用・使用体験は行わないでください

通常であれば、児童の使用・体験を目的として貸し出しを行いますが、本年度について

は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、大勢の児童が次々に同一のアイテムに

触れることを避ける措置をとっています。

使用・実演は教員が行うよう、お願いいたします。

２，丁寧な扱いを心がけてください

民具は自然由来の素材で作成されているものが多く、破損しやすいです。

特に着衣の道具は、ニットなどの素材が引っかかることがあるためご注意ください。

３，博物館の防虫対策・防カビ対策にご協力ください。

博物館の所蔵品は、虫・カビなどの害に弱いため、それらの影響を受けないように館内

の環境（温度・湿度）を一定に保ち、また、外部から虫などの持ち込み・虫などを誘引す

るもの 食べ物・植物など の排除を行っています。害虫が発生してから駆除する考え方も

ありますが、被害が拡大してしまうことと、薬剤が収蔵品に影響を与える可能性があるた

め、近年では予防対策の徹底を行う方法が主流になっています。

具体的には、以下のような対策を行います。

①飲食を博物館の中で行わない・飲食物を持ち込まない。

②動物・植物・土を持ち込まない。

③カビなどが発生しやすい状況を作らない（ほこりを溜めない、湿度調整する、乾燥させる）

④汚染されたものとは隔離する

学校は給食や弁当、そして児童の水筒、プランターなど、博物館では極力避けているも

のとの接触が想定されます。民具の保管場所には十分にご注意下さい。

特に、水を使うターレー（洗濯の道具・たらい）は乾燥させたうえでの返却をお願いい

たします。

４，アルコール消毒をした場合の対応

民具をアルコールで拭いて消毒することは可能です。ただし、消毒液の水分が多いため、

消毒後にそのまま衣裳ケースやビニール袋に入れるとカビの原因となります。

消毒後は民具の乾燥をご確認のうえ、収納をお願いします。

５，何かトラブルが発生した場合は、博物館へご連絡ください
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３ 教育普及資料の活用  

 

（１）学校団体貸出一覧 

博物館の教育普及関係資料等を貸出ている。令和４年度の貸出団体は８件であった。 

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、一部使用方法の制限を設け貸出を実施 

図１－① 資料利用申請書 第５様式     図１－② 

 

 利用者 資料名 利用目的 貸出期間 

１ 沖縄県立美咲特別支援学校 
けんぱくキット「むかしむん」 
けんぱくキット「骨スーツ」 

平和月間 ６/８～６/14 

２ 沖縄県立森川特別支援学校 けんぱくキット「むかしむん」 平和月間 ６/16～６/22 

３ 那覇市立真地小学校 けんぱくキット「むかしむん」 社会科授業 10/15～10/21 

４ 那覇市立真嘉比小学校 民具 社会科授業 １/６～１/13 

５ 那覇市立高良小学校 民具 社会科授業 １/20～１/27 

６ 那覇市立城西小学校 民具 社会科授業 ２/６～２/13 

７ 那覇市立大道小学校 民具 社会科授業 ２/６～２/13 

８ ガジマル保育園 けんぱくキット「豆腐作りキット」 ゆし豆腐作り ２/13～２/17 

図１－① 図１－② 
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４  ボランティアによる展示ガイド 

 

博物館ボランティアの活動の一つに、展示解説ガイドがある。これは、来館者サービス向上の一環

として、博物館常設展示室の「民俗部門」と「総合展示部門」で、ボランティアがわかりやすく解説

することを目指している。まず、民俗部門解説展示ガイドは、沖縄県内の離島をはじめとする小規模

校（20名以下）において教育普及担当とボランティアが調整しガイドを実施した。今年度は、合計９

校164名を受け入れた。また、「総合展示部門」のガイドは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため

活動休止となり、今年度は、新たにCコースを創設し、指定管理者のスタッフによる「沖縄の歴史を知

る10分ガイド」を13団体682名に実施した。総合展示部門のガイドの活動が再開した暁には、ボラン

ティアが実施できるよう整える予定である。ちなみに、ジンブンボックスによる活動は、昨年度から

引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止のため休止した。 

 

（１）民俗部門解説ガイド実施内容 

①実 施 日：開館日の9:00～16:00   

②所用時間：15分～30分 

③対  象：県内の離島をはじめとする20名以下の小学校・中学校・高等学校 

④受付方法：事前申込 

⑤参 加 費：無料 

⑥内  容：３種類のメニューから選ぶ。 

・Aコース【15分】「海とのかかわりを学びたい子どもたちへ」 

博物館常設展示室＜ウミのワザ、沖縄の住まいと衣食、年中行事と魔よけ＞を案内。 

・Bコース【15分】「昔の道具を学びたい子どもたちへ（田畑仕事を中心に）」 

博物館常設展示室＜アギのワザ、くらしに生きる自然素材、沖縄の住まいと衣食＞を案内。 

・Cコース【30分】「民俗分野全体を学びたい子どもたちへ」 

博物館常設展示室（村落をとりまく世界→御嶽と神人→訪ね来る神々→人の一生→ウミの

ワザ→アギのワザ→くらしに生きる自然素材→沖縄の住まいと衣食→年中行事と魔よけ→

祭り→行事の現在→変わりゆく風景）を案内。 

 

 ※メニューを基準に、内容の組み換えは可能。 

 ※現時点で、民俗分野以外の解説はできないが、他の分野の展示物の見どころをお話 

  することは可能。（ただし、解説ではなく、展示物名を紹介する程度） 

 

（２）総合展示部門解説ガイド実施内容 

①実 施 日：開館日の9:00～16:00   

②所用時間：30分～60分  

③対  象：県内外の一般・修学旅行団体 

   ④受付方法：事前予約 

⑤参 加 費：無料 

⑥内  容：３種類のメニューから選ぶ。 

・Aコース【30分】「総合展示部門：10～100名以内」 

 総合展示部門の展示資料の前で沖縄の歴史を簡潔に学ぶことができる。 

・Bコース【30分】「ジンブンボックス：100名以上」 

 おすすめの展示資料の前でボランティアが来場者へ解説を行う。 

・Cコース【10分】「沖縄の歴史を知る10分ガイド」 

     展示室に入る前に別室で沖縄の歴史の流れを簡潔に解説する。 
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「民俗部門解説ガイド」 実施団体

回数 利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数 ボランティア数

1 修学旅行 沖縄県 ６月 14 日 （火） オキナワインターナショナルスクール 学生 20 ５

2 修学旅行 沖縄県 10 月７日 （金） 与那国町立与那国小学校 学生 13 ６

3 修学旅行 沖縄県 11 月２日 （水） 石垣市立宮良小学校 学生 19 ６

4 修学旅行 沖縄県 11 月 17 日 （木） 南城市立久高小学校 学生 ４ ４

5 修学旅行 沖縄県 11 月 18 日 （金） 南大東村立南大東小学校 学生 18 ６

6 修学旅行 沖縄県 11 月 18 日 （金） 座間味村立阿嘉小学校 学生 ４ ２

7 修学旅行 沖縄県 11 月 25 日 （水） 沖縄市立中の町小学校 学生 58 ９

8 修学旅行 沖縄県 12 月７日 （水） 南城市立百名小学校 学生 23 ６

9 修学旅行 沖縄県 12 月９日 （金） 渡嘉敷村立阿波連小学校 学生 ５ ４

合計 164 48

「沖縄の歴史を知る 10 分ガイド」 実施団体

回数 利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数 スタッフ数

1 研修 沖縄県 ７月 12 日 （火） 真和志第二民生委員児童委員協議会 一般 15 １

2 研修 沖縄県 ７月 14 日 （木） 沖縄高等特別支援学校 学生 50 １

3 研修 沖縄県 ７月 22 日 （金） 嘉手納町立外語塾 学生 21 １

4 修学旅行 京都府 ８月 31 日 （水） 立命館宇治高等学校 学生 58 １

5 研修 東京都 10 月 16 日 （日） ジューテック一番会 一般 29 １

6 研修 福岡県 12 月１日 （木） 日本テクノ株式会社 一般 21 ２

7 修学旅行 埼玉県 12 月４日 （日） 埼玉県立越ヶ谷高等学校 学生 324 ３

8 修学旅行 大分県 12 月 13 日 （火） 大分県立上野丘高等学校 学生 60 ２

9 研修 沖縄県 12 月 23 日 （金） サイ ・ テク ・ カレッジ那覇 学生 18 １

10 研修 タイ ２月７日 （火） レキオウィングス ： タイの研修生 研修生 12 １

11 研修 沖縄県 ２月 21 日 （火） 長田区なかよし会 一般 35 １

12 研修 沖縄県 ３月９日 （木） 日本テクノ株式会社 一般 19 ２

13 研修 沖縄県 ３月 31 日 （金） 沖縄市越来自治会 一般 20 １

合計 682 18
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日時：６月 14 日（火）9:30～11:00 

対象：オキナワインターナショナルスクール １年生 20 名 引率２名 計 22 名 

内容：博物館ボランティア５名、職員１名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：10 月７日（金）9:00～10:05  

対象：与那国町立与那国小学校 ６年生 13 名 引率３名 計 16 名 

内容：博物館ボランティア６名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

01. ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙ jpg 
 

オキナワインターナショナルスクール  
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日時：６月 14 日（火）9:30～11:00 

対象：オキナワインターナショナルスクール １年生 20 名 引率２名 計 22 名 

内容：博物館ボランティア５名、職員１名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 
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日時：11 月２日（水）15:00～16:00  

対象：石垣市立宮良小学校 ６年生 19 名 引率３名 計 22 名 

内容：博物館ボランティア６名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：11 月 17 日（木）12:00～14:00  

対象：南城市立久高小学校 ６年生４名 引率２名 計６名 

内容：博物館ボランティア２名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 
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日時：11 月 18 日（金）9:00～10:00  

対象：南大東村立南大東小学校６年生 18 名 引率３名 計 21 名 

内容：博物館ボランティア６名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：11 月 18 日（金）13:00～14:00 

対象：座間味村立阿嘉小学校 ５年生３名 ６年１名 引率３名  計７名 

内容：博物館ボランティア２名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 
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日時：11 月 18 日（金）9:00～10:00  

対象：南大東村立南大東小学校６年生 18 名 引率３名 計 21 名 

内容：博物館ボランティア６名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：11 月 18 日（金）13:00～14:00 

対象：座間味村立阿嘉小学校 ５年生３名 ６年１名 引率３名  計７名 

内容：博物館ボランティア２名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 
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日時：11 月 25 日（金）9:15～10:30 

対象：沖縄市立中の町小学校 ５年生 58 名 引率２名 計 60 名 

内容：博物館ボランティア９名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：12 月７日（水）9:45～12:00 

対象：南城市立百名小学校 ５年生 24 名 引率２名 計 26 名 

内容：博物館ボランティア６名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 
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042 中の町小.jpg 
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047 百名小.jpg 
 

048 百名小.jpg 
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日時：12 月９日（金）9:45～12:00 

対象：渡嘉敷村立阿波連小学校 ３年生２名 ４年３名 引率２名 計７名 

内容：博物館ボランティア４名、職員２名 

   1  自然史部門 解説 

   2  総合展示部門 解説 

   3  民俗部門 解説 
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渡嘉敷村立阿波連小学校             

050. 阿波連小 jpg 
 

051. 阿波連小 jpg 
 

052 阿波連小.jpg 
 

053 阿波連小.jpg 
 

054 阿波連小.jpg 
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■２班の組み合わせ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３班の組み合わせ例 
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５  特別展・企画展関連事業  

 

（１）復帰50年 沖縄復帰前特集展｢復帰 前夜－。希う、未来。｣ 

・実施日：令和４年３月18日（金）～８月21日（日） 

・場 所：博物館常設展歴史部門展示室 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①展示解説会１回（参照：VI博物館常設展示解説会） 

②復帰50年沖縄談話２回（博物館常設展歴史部門展示室特集展関連催事） 

  ○復帰50年沖縄笑話（舞台） 

○｢オリジンお笑いライブ in おきみゅー」 

・実施日：令和４年５月８日（日）14:00～16:00 

・場 所：３階講堂 

・出演者：こきざみインディアン、ベンビー、ノーブレーキ 

 しんとすけ、すっとこどっこい、めーばーカリー 

・参加者：140名（定員140名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○｢基地を笑え！！お笑い米軍基地 in おきみゅー」 

 

・実施日：令和４年７月30日（土）14:00～16:00 

・場 所：３階講堂 

・出演者：FECのお笑い芸人 

・参加者：110名（定員140名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシ① 沖縄復帰前展 
 

001  歴史部門展示室 
 

002  歴史部門展示室 
 

チラシ② 関連催事 1 
 

チラシ③ 関連催事 2 
 

003  関連催事 1 
 

004  関連催事 1 
 

005  関連催事 2 
 

006  関連催事 2 
 

博物館常設展歴史部門展示室特集
展関連催事

こきざみインディアン ベンビー ノーブレーキ しんとすけ すっとこどっこい めーばーカリー
沖縄県立博物館・美術館 3階講堂会場:出演

参加費

無料
定員:140名
（事前申込制）

受付 / 申込期間：4/26（火）～5/8（日） （定員に達し次第終了）  お電話・総合案内・WEBサイトにて受付いたします。  お問合せ：098-941-8200   告知・申込ページ▶
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては中止または一部変更の可能性があります。 ※ご鑑賞の際に他のお客様
へのご迷惑になる行為がございましたら、退場していただく場合がございます。予めご了承ください。 ※開演後の入退場は
ご遠慮いただきますようお願い致します。お手洗い等は開演前にお願い致します。 ※開演後の携帯・スマートフォン・ビデオ
カメラ等での撮影、録音行為は一切禁止します。 ※場内は飲食禁止となっております。

国際博物館の日2022 記念事業　主催：沖縄県立博物館・美術館（那覇市おもろまち3丁目1番1号）
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（２）「復帰50年 沖縄、特別展 復帰後。展―いちまんでぃんかなさオキナワ―」 

○実施日：令和４年７月20日（水）～９月19日（月） 

①文化講座２回 （参照：Ⅳ 博物館文化講座） 

②学芸員講座２回（参照：Ⅴ博物館学芸員講座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③展示解説会・バスツアー３回 

○琉球歴史文化の日ワークショップ 親子でまなぶ「沖縄、復帰後。展～いちまでぃんかなさ 

 オキナワ～」展示解説会（復帰後の歴史を学芸員と学ぶ展示会ツアー） 

日程：令和４年９月18日（日）１回目10:00～11:00 ２回目14:00～15:00 

場所：企画特別展示室 

対象：小３～中３のお子さんと保護者 

定員：各回16名程度 

 

○親子バスツアー①「親子知ろう！むかしのおきなわとこれからのおきなわバスツアー」（参 

          照：Ⅷ夏休み！こどもフェスタ2022親子バスツアー） 

・実施日：令和４年４月30日（土）9:00～13:20  

・場 所：那覇市小禄周辺コース  

・参加者：17名（定員20名） 

・講 師：外間 一先 （博物館班 班長）  宮城 修 （歴史担当）  

崎原 恭子 （歴史担当）    菊川 章 （生物担当）      

宇佐美 賢 （地学担当）    澤浦 亮平（人類担当）        

大湾 ゆかり（民俗担当）  

 

○親子バスツアー②「米軍基地と復帰に伴う開発と沖縄の 

  自然・歴史・文化」（夏休み！こどもフェスタ2022） 

・実施日：令和４年７月23日（土）9:00～16:00 

・場 所：恩納村博物館周辺コース  

・参加者：18名（定員20名） 

・講 師：外間 一先（博物館班 班長） 

宮城  修 （歴史担当学芸員） 

菊川  章 （生物担当学芸員） 

山崎 真治（人類担当学芸員） 

山本 正昭（考古担当学芸員） 

 

 

④特別講演会 

『沖縄県史 各論編 7 現代』刊行記念シンポジウム 

 「戦後 77 年の検証―県史・現代編にみるアメリカ世・大和世の沖縄」 

   ・実施日：令和４年 10 月 16 日（日）14:00～17:00 

・場 所：３階講堂 ・参加者：80 名（定員 100 名） 

・主 催：沖縄県教育委員会  ・共 催：沖縄県立博物館・美術館 

007  特別展示室 
 

008 特別展示室 
 

チラシ④ 復帰後展 
 

チラシ⑤ 親子ﾊﾞｽﾂｱｰ① 
 

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。
・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。
・ご自宅にて検温をお願いいたします。
・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただきありがとうございます

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）
【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

5 つの分野から復帰 50 年目の沖縄を知る！

現在の本島中南部から
復帰 50 年を感じる！

5 つの分野から復帰 50 年目の沖縄を知る！

復帰前後の沖縄は化石発掘ラッシュ！
身近な公園にある洞穴で化石の話を聞こう！

琉球石灰岩の地質地形と湧水
のヒミツをさがそう！

琉球石灰岩の大地にすむ生きものたち
と外来種を知ろう！

小禄や奥武山近辺を歩いて、琉球王国時代
から復帰前後の歴史を発見しよう！

復帰前後の那覇市の生活を振り返ろう！那覇港のむかし・いまを知ろう！

【地学】解説：宇佐美 【人類】解説：澤浦 【生物】 解説：菊川

【歴史】 解説：外間・崎原・宮城 【民俗】 解説：大湾

7/23（土）は 嘉手納町～恩納村コース！
次回予告

米軍基地と復帰に伴う開発と沖縄の自然・歴史・文化を学ぶぞ♪

小禄金城地区と

那覇港周辺の
変遷に注目！

嘉手納町と

恩納村の
変遷に注目！

4/30（土）

7/23（土）

*6 月中旬より受付

*6 月中旬より受付

　1972年5月15日、沖縄県は日本に復帰しました。その後の50年の
間、沖縄県は大きく発展し変化しました。
　また一方では基地問題など課題もたくさん残ります。復帰後、50年を
迎えた今、復帰を知る世代は減少し、知らない世代が6割を超えている
と言われています。この機会にバスツアーで沖縄県の近現代史や自然、
生活に関わる各所をめぐり、親子で、ご家族で、沖縄の自然・歴史文化
と復帰について考えてみませんか。本ツアーで訪れる場所は、復帰前
展や復帰後展の展覧会内容と関連しますので、展示とあわせてご覧いた
だけるとより深く沖縄を知ることができます。

博物館の学芸員さんたちがわかりやすく解説します！

「山下町第 1 洞穴から
  出土した日本最古の人骨」
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（３）企画展「復帰50年展 琉球－美とその背景－」 

 

①文化講座2回 （参照：Ⅳ 博物館文化講座） 

②学芸員講座1回（参照：Ⅴ博物館学芸員講座） 

③体験学習教室２回 

 

○体験学習教室１：「勾玉づくりにチャレンジ」 

                 （参照：Ⅲ博物館体験学習教室） 

       ・実施日：令和４年10月22日（土）9:30～12:00  

       ・場 所：博物館実習室   

       ・講 師：山本 正昭（考古担当） 

・参加者：20名(定員20名) 

 

      ○体験学習教室２：「琉球古刺繍をやってみよう」 

（参照：Ⅲ博物館体験学習教室） 

       ・実施日：令和４年11月26日（土）14:00～17:00  

       ・場 所：博物館実習室 

       ・講 師：琉球古刺繍保存会 

・参加者：10名(定員15名) 

 

④展示解説会 

実施日:①令和４年10月15日（土）10:00～11:00 参加者 15名 

②令和４年10月29日（土）10:00～11:00 参加者 15名 

③令和４年11月13日（日）14:00～15:00 参加者 15名 

④令和４年11月27日（日）14:00～15:00 参加者 15名 

場 所：企画展示室・特別展示室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤琉球歴史文化の日関連催事１回 

    ○琉球の文化を学芸員と学ぶ展示会ツアー 

     実施日：①令和４年 10 月 16 日（日）10:00～11:00 参加者 19 名 

 ②令和４年 10 月 16 日（日）14:00～15:00 参加者 17 名 

場 所：博物館企画展示室・特別展示室      

講 師：伊禮 拓郎（美術工芸担当） 

     

⑥シンポジウム１回 

    ○「守り継がれてきた琉球の文化 ～コレクションの成り立ちと意義について～」 

     実施日：令和４年 10 月 22 日（土）14:00～17:00 参加者 89 名 

    場 所：３階講堂 

     講 師：田名 真之（沖縄県立博物館・美術館 館長） 

        品川 欣也（東京国立博物館 研究員） 

        原田 あゆみ（東京国立博物館 研究員） 

        園原 謙（沖縄県立博物館・美術館 主任学芸員） 

チラシ⑥ 琉球展 
 

チラシ⑦ 琉球展  
 

009  展示解説 1 
 

010  展示解説 2 
 

011  展示解説 3 
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（３）企画展「復帰50年展 琉球－美とその背景－」 

 

①文化講座2回 （参照：Ⅳ 博物館文化講座） 

②学芸員講座1回（参照：Ⅴ博物館学芸員講座） 

③体験学習教室２回 

 

○体験学習教室１：「勾玉づくりにチャレンジ」 

                 （参照：Ⅲ博物館体験学習教室） 

       ・実施日：令和４年10月22日（土）9:30～12:00  

       ・場 所：博物館実習室   

       ・講 師：山本 正昭（考古担当） 

・参加者：20名(定員20名) 

 

      ○体験学習教室２：「琉球古刺繍をやってみよう」 

（参照：Ⅲ博物館体験学習教室） 

       ・実施日：令和４年11月26日（土）14:00～17:00  

       ・場 所：博物館実習室 

       ・講 師：琉球古刺繍保存会 

・参加者：10名(定員15名) 

 

④展示解説会 

実施日:①令和４年10月15日（土）10:00～11:00 参加者 15名 

②令和４年10月29日（土）10:00～11:00 参加者 15名 

③令和４年11月13日（日）14:00～15:00 参加者 15名 

④令和４年11月27日（日）14:00～15:00 参加者 15名 

場 所：企画展示室・特別展示室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤琉球歴史文化の日関連催事１回 

    ○琉球の文化を学芸員と学ぶ展示会ツアー 

     実施日：①令和４年 10 月 16 日（日）10:00～11:00 参加者 19 名 

 ②令和４年 10 月 16 日（日）14:00～15:00 参加者 17 名 

場 所：博物館企画展示室・特別展示室      

講 師：伊禮 拓郎（美術工芸担当） 

     

⑥シンポジウム１回 

    ○「守り継がれてきた琉球の文化 ～コレクションの成り立ちと意義について～」 

     実施日：令和４年 10 月 22 日（土）14:00～17:00 参加者●名 

    場 所：３階講堂 

     講 師：田名 真之（沖縄県立博物館・美術館 館長） 

        品川 欣也（東京国立博物館 研究員） 

        原田 あゆみ（東京国立博物館 研究員） 

        園原 謙（主任学芸員） 

チラシ⑥ 琉球展 
 

チラシ⑦ 琉球展  
 

009  展示解説 1 
 

010  展示解説 2 
 

011  展示解説 3 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）企画展 宮内庁三の丸尚蔵館収蔵品展 「皇室の美と沖縄ゆかり 

    の品々」 

 

①文化講座２回 （参照：Ⅳ 博物館文化講座） 

②学芸員講座１回（参照：Ⅴ博物館学芸員講座） 

③ほか関連催事４回（展示解説会） 

・実施日：①令和５年１月27日（金）18:00～19:00 参加者 15名 

・場 所：企画展示室・特別展示室 

・講 師：大湾 ゆかり（主任学芸員） 

            ②令和５年２月３日（金）18:00～19:00 参加者 15名 

・講 師：與那嶺 一子（主任学芸員） 

        ③令和５年２月19日（日）14:00～15:00 参加者 18名 

・講 師：大湾 ゆかり（主任学芸員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ほか関連催事１回（特別講演会） 

「三の丸尚蔵館の収蔵品と開館 30 年のあゆみ」 

・実施日：令和４年１月 20 日（金）14:00～16:00 

・場 所：３階講堂 

・講 師：五味 聖（宮内庁三の丸尚蔵館 主任研究官） 

・参加者：45 名 

 

 

 

 

 

 

012  シンポジウム 1 
 

013  シンポジウム 2 
 

014  シンポジウム 3 
 

チラシ⑧ 三の丸尚蔵

展 
 

018  三の丸展示解説 1 
 

019  三の丸展示解説 2 
 

020  三の丸展示解説 3 
 

021  特別講演会 1 
 

022  特別講演会 2 
 

023  特別講演会 3 
 

015  シンポジウム 4 
 

016  シンポジウム 5 
 

017  シンポジウム 6 
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６ 民話上映会の実施状況 

 

期日・教室内容・講師 参加者 

デジタルミュージアム推進事業 令和４年度 「ウチナーの民話上映会」 

 

【７月 24 日（日）】 

「第 1回ウチナーの民話上映会」       大湾 ゆかり【民俗担当】 

 

沖縄県立南部農林高等学校  

生活デザイン２年生３名 ３年生２名 計５名 

第１部 南部農林高等学校の生徒らによる民話紙芝居「名嘉地とキジムナー」 

第２部 デジタルミュージアム動画コンテンツの上映 

 （標準と話者のバージョンで上映） 

①「カラスとコハル」②「子供の肝～仲順流り～」③「キジムナーと友達」 

④「宝瓢箪」 

【10 月 29 日（土）】 

「第２回ウチナーの民話上映会」      大湾 ゆかり【民俗担当】 

 

沖縄県立南部農林高等学校  

生活デザイン２年生３名 ３年生３名 計６名 

第１部 南部農林高等学校の生徒らによる研究発表・民話紙芝居  

第２部 デジタルミュージアム動画コンテンツの上映 

 （標準と話者のバージョンで上映） 

①「無蔵水由来」②「もの言う亀」③「クスケー由来」④「雀孝行」 

 
 

 
 

 

 

27 名 

 

 

 

 

 

35 名 

 

 

 

①「第１回ウチナーの民話上映会」  

 講師：大湾 ゆかり（民俗担当） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0724-01.jpg 
 

0724-02.jpg 
 

0724-03.jpg 
 

民民話話上上映映会会①①                                                        ７月 24 日（日）  

0724-04.jpg 
 

チラシ① 0724.pdf 
 

今回は、高校生による民話の活動報告と実演、そして、デジタルミュージアム推進事業で

令和元年度 ～ 令和 2 年度に制作した民話のデジタルコンテンツを 4 本上映します。

デジタルミュージアム推進事業
令和４年度

会 場 沖縄県立博物館・美術館
博物館講座室（60 席）

受 付 事前申込 6/24 （金）~
電話・WEB・総合案内にて受付

お問合せ

７24
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　 中止または一部変更の可能性があります。

2022.

14:00～15:00
（開場 13:30）

098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

.
※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。

6/29（水）～ 7/7（木）メンテナンス休館のためWEB のみ受付

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

・新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA/RICCA）をご活用ください。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

　　　　　 メンテナンス休館 6/29（水）～ 7/7（木）

日

ウチナーの民話上映会ウチナーの民話上映会ウチナーウチナー 民話上映会の
第 1 回
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６ 民話上映会の実施状況 

 

期日・教室内容・講師 参加者 

デジタルミュージアム推進事業 令和４年度 「ウチナーの民話上映会」 

 

【７月 24 日（日）】 

「第 1回ウチナーの民話上映会」       大湾 ゆかり【民俗担当】 

 

沖縄県立南部農林高等学校  

生活デザイン２年生３名 ３年生２名 計５名 

第１部 南部農林高等学校の生徒らによる民話紙芝居「名嘉地とキジムナー」 

第２部 デジタルミュージアム動画コンテンツの上映 

 （標準と話者のバージョンで上映） 

①「カラスとコハル」②「子供の肝～仲順流り～」③「キジムナーと友達」 

④「宝瓢箪」 

【10 月 29 日（土）】 

「第２回ウチナーの民話上映会」      大湾 ゆかり【民俗担当】 

 

沖縄県立南部農林高等学校  

生活デザイン２年生３名 ３年生３名 計６名 

第１部 南部農林高等学校の生徒らによる研究発表・民話紙芝居  

第２部 デジタルミュージアム動画コンテンツの上映 

 （標準と話者のバージョンで上映） 

①「無蔵水由来」②「もの言う亀」③「クスケー由来」④「雀孝行」 

 
 

 
 

 

 

27 名 

 

 

 

 

 

35 名 

 

 

 

①「第１回ウチナーの民話上映会」  

 講師：大湾 ゆかり（民俗担当） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0724-01.jpg 
 

0724-02.jpg 
 

0724-03.jpg 
 

民民話話上上映映会会①①                                                        ７月 24 日（日）  

0724-04.jpg 
 

チラシ① 0724.pdf 
 

 

 

 

 

②「第２回ウチナーの民話上映会」  

 講師：大湾 ゆかり（民俗担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

1029-01.jpg 
 

1029-03.jpg 
 

1029-02.jpg 
 

1029-04.jpg 
 

民民話話上上映映会会②②                                                        10 月 29 日（土）  

チラシ② 01029.pdf 
 

チラシ①-裏面 0724.pdf 
 

チラシ②-裏面 01029.pdf 
 

　高校生による民話の活動報告と手作り紙芝居の披露及び令和元年度 ～ 令和 2 年度に
制作した民話のデジタルコンテンツを 4 本上映します。

の民話上映会民話上映会ウチナーウチナー
第2回第2回

デジタルミュージアム推進事業
令和４年度

会 場 博物館講座室（60 席）

受 付 事前申込 10/1 （土）~
電話・WEB・総合案内にて受付

お問合せ
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては
　 中止または一部変更の可能性があります。

2022.

14:00～15:00
（開場 13:30） 098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

10.29
※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合もございます。

\  新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！ /
・当日発熱や体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。

・マスクの着用、手指の消毒、健康状態の聞き取りにご協力ください。

・ご自宅にて検温をお願いいたします。

いつもご協力いただき、ありがとうございます。
【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

土

「なかちとキジムナー」を上演します！　

てづくり紙芝居

　おきみゅーweb サイトの「ウチナー民話のへや」では、
当館が収蔵している約 33,000 話の民話のうち、80 話
の動画コンテンツをお楽しみいただけます。
　動画の再生パターンは４種類！同じ民話をしまくとぅば
や共通語などの語り口で楽しむことができます。
　また、地域別やお話の種類別など民話の情報を自由に
検索できるデータベースシステムもご利用いただけます。

デジタルミュージアムの
民話上映会
デジタルミュージアムの
民話上映会
デジタルミュージアムの
民話上映会

気軽にアクセスしてみてね！

沖縄県立南部農林高校生活デザイン科の
活動報告とオリジナル紙芝居の披露！
沖縄県立南部農林高校生活デザイン科の
活動報告とオリジナル紙芝居の披露！

聴きくらべ  にチャレンジ！
①お話を楽しむ  共通語バージョン　
②実際の話者による  しまくとぅばバージョン
どんな違いがあるかな？感じてみましょう♪

プログラム

④「雀孝行」（約 2 分半）
     真地文子さん（昭和 2 年生）/1976 年収録

③「クスケー由来」（約 3 分）

　赤嶺松さん（明治 24 年生）/1975 年収録

②「もの言う亀」（約 4 分）

　照屋フミさん（明治 41 年生）/1979 年収録

①「無蔵水由来」（約 5 分）

　名嘉ヤスさん（大正 3 年生）/1980 年収録）

第  部1

第　 部2

令和元年 制作 令和元年 制作

令和 2 年 制作令和 2 年 制作

ある男が道に立っている女を祝いの三線弾き
として家に連れ帰る。後から女が赤ん坊の魂
を取りに行くよう命じられたマジムンだと
知った男が、マジムンを追い払った作戦とは。

スズメとツバメは姉妹で、機織り仕事をして
いた。その時、母親が病気という知らせが来て、
スズメは急いで帰って看病した。ツバメは着
飾ってきて葬式にも間に合わなかったので叩
かれた。

伊平屋島の田名に美しい娘がいた。娘は沖縄本
島から来た男と夫婦になるが、夫は漁に出て嵐
に遭い帰って来ない。娘は浜から離れた無蔵水
と呼ばれる岩の上で夫を待ち続ける。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

親孝行の子どもが山で木を切っていると、側で
亀が「親ぬ孝カッパイ、カッパイ」と、ものを
言う。子どもは、金持ちの主人と亀がものを言
うといって賭けをして、財産を手に入れるお話。

　沖縄県立南部農林高校デザイン科生活福祉専攻では、課
題研究授業の一環で様々なテーマを設定し、グループ研究
を行っています。その中の一つが「沖縄の民話を学び伝え
よう !」という試みで、自ら調査・研究等した成果を手作り
の紙芝居にまとめ、近隣の保育園などで読み聞かせをする
などの普及活動を行っています。
　今回も第 1 回に続いて、活動の報告と「なかちとキジム
ナー」を上演します。
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７  常設展に関する取組み 
 
（１）博物館常設展見どころマップ「ここだけは見逃すな！」の活用 

博物館常設展の見学の手助けとして、平成23年度に作成した見どころマップ「ここだけは見逃

すな！」を引き続き常設展入口のラックに設置し、今年度は、約5000枚を配布した。 
 

（２）「沖縄2億年の歴史を１時間で旅するシート」 
 沖縄の歴史を短時間で伝えることを目的とした本シートは、約2000枚配布した。 
観光客や県内のお客様、さらには、修学旅行生にも好評だった。 

 
（３）博物館常設展示室ワークシート 

常設展示室内で学芸員が特に見てほしい資料を紹介するため作成したワークシートは、今年度

新たに５種類増え、全８種類約5000枚を配布することができた。今年度は、体裁を整えることを

意識し、フォントもユニバーサルデザインフォントを使用した。次年度は、これまで作成した

ワークシートを今一度見直し、さらに見やすくわかりやすいシートに整える。 
 

   内  容：①「12匹のアタク（オキナワキノボリトカゲ）をさがせ！」（生物①） 

②「飛べない鳥ヤンバルクイナのひみつ」（生物②） 

③「港川人を解析せよ」（人類①） 

④「道具をさがせ」（考古①） 

⑤「よく見てサークルホールの化石」（地学①） 

⑥「石と友達になろう 石灰岩編」（地学②） 

⑦「沖縄の魔除けをさがせ！」（民俗①） 

⑧「三線のひみつ」（美術工芸①） 

    
 新しくできたワークシート 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅺ_その他_06_常設展

における取組 01-① 
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Ⅺ_その他_06_常設展
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Ⅺ_その他_06_常設展

における取組 01-⑤ 

「沖縄の魔除けをさがせ！」

（民俗①） 
「三線のひみつ」 

（美術工芸①） 

「道具をさがせ」 

（考古①） 

「よく見てサークルホールの化石」

（地学①） 

「石と友達になろう 石灰岩編」 

（地学②） 
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「沖縄の魔除けをさがせ！」

（民俗①） 
「三線のひみつ」 

（美術工芸①） 

「道具をさがせ」 

（考古①） 

「よく見てサークルホールの化石」

（地学①） 

「石と友達になろう 石灰岩編」 
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８ 新聞・雑誌等掲載一覧 
 

博物館で開催した催事に関する新聞や雑誌における掲載は下記の通りである。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅺ_その他_07_新聞・雑誌等掲載一覧.xlsx 

 

〇出前講座
掲載日 掲載紙 掲載欄 内容

1 7月27日（水） 琉球新報 市町村面
命の重み「考える機会に」
県博出前講座　国頭中で平和学習

○ふれあい体験室
発行日 掲載紙 掲載欄 内容

1 11月1日（火）
おきなわサイエンス
テック月間2022

県内科学技術イベン
ト一覧

ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士の星座万華鏡づくり」
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９ 印刷物一覧 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅺ_その他_08_印刷物一覧.xlsx 

 

回数 タイトル 規格 デザイン 印刷 部数

1 文化講座チラシ（12回） Ａ４（片面カラー） 沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
4,950

2 学芸員講座チラシ（12回） Ａ４（片面カラー） 沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
4,250

3 体験学習教室（４回）*民話上映会含む Ａ４（片面カラー） 沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
1,100

4 「夏休み！こどもフェスタ2022」チラシ Ａ４（両面カラー） 安慶名 正浩 （株）グラフィック 5,500

5 [第13回 移動展in渡嘉敷島] Ａ４（両面カラー） 沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 500

6 これだけは見逃すな！（日本語） Ａ４（両面カラー） 沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
15,000

7
博物館常設展ワークシート（生物１）

「12匹のアタク（オキナワキノボリトカゲ）
をさがせ！」

Ａ４
（両面カラー・二つ折り）

沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
3,500

8
博物館常設展ワークシート（生物２）
「飛べない鳥ヤンバルクイナのひみつ」

Ａ４
（両面カラー・二つ折り）

沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
4,500

9
博物館常設展ワークシート（人類１）

「港川人を解析せよ」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
沖縄美ら島財団

（株）グラフィック
館内手刷り

3,500

10
博物館常設展ワークシート（地学１）
「よく見てサークルホールの化石」

Ａ４
（両面カラー・二つ折り）

沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
6,300

11
博物館常設展ワークシート（地学２）

「石と友達になろう 石灰岩編」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
沖縄美ら島財団

（株）グラフィック
館内手刷り

1,500

12
博物館常設展ワークシート（民俗１）

「沖縄の魔除けをさがせ！」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
沖縄美ら島財団

（株）グラフィック
館内手刷り

600

13
博物館常設展ワークシート（考古１）

「道具をさがせ」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
沖縄美ら島財団

（株）グラフィック
館内手刷り

600

14
博物館常設展ワークシート（美術工芸１）

「三線のひみつ」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
沖縄美ら島財団

（株）グラフィック
館内手刷り

500

15 2023年度　博物館イベント情報
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
教育普及班

（沖縄県・沖縄美ら島財団）
（株）グラフィック 3,000

16 令和４年度（2022）博物館教育普及活動
Ａ４

（両面モノクロ・無線綴）
教育普及班

（沖縄県・沖縄美ら島財団）
有限会社 ふたば印

刷
600
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９ 印刷物一覧 
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